


高齢者雇用に取り組む事業主のみなさまへ

各地域のワークショップの内容は、各都道府県支部高齢・障害者業務課（65ページ参照）までお問い合わせください。
上記日程は予定であり、変更する可能性があります。
変更があった場合は各都道府県支部のホームページでお知らせします。 jeed　生涯現役ワークショップ 検索

日 時／場 所 高年齢者就業支援月間の 10月を中心に各地域で開催
カリキュラム （以下の項目などを組み合わせ、2～ 3時間で実施します）

▶専門家による講演【70歳までの就業機会の確保に向けた具体的な取組など】
▶事例発表【先進的に取り組む企業の事例紹介】
▶ディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   など

参　加　費  無料（事前の申込みが必要となります）
開催スケジュール  下記の表をご覧ください（令和 5年 10月 1日現在確定分）

概要

～生涯現役社会の実現に向けた～ 
地域ワークショップ

　高齢者雇用にご関心のある事業主や人事担当者のみなさま！令和3年4月に施行された改正高年齢者雇
用安定法に基づき、高齢者の活躍促進に向けた対応を検討中の方々も多いのではないでしょうか。
　JEEDでは各都道府県支部が中心となり、生涯現役社会の実現に向けた「地域ワークショップ」を開催
します。事業主や企業の人事担当者などの方々に、高齢者に戦力となってもらい、いきいき働いていた
だくための情報をご提供します。
　各地域の実情をふまえた具体的で実践的な内容ですので、ぜひご参加ください。

■開催スケジュール
都道府県 開　催　日 場　所 都道府県 開　催　日 場　所
北海道 10月27日 ( 金 ) 北海道職業能力開発促進センター 滋　賀 10月30日 ( 月 ) 滋賀職業能力開発促進センター
青　森 10月12日 ( 木 ) デーリー東北新聞社 京　都 10月16日 ( 月 ) 京都経済センター
岩　手 10月26日 ( 木 ) いわて県民情報交流センター (アイーナ ) 大　阪 10月12日 ( 木 ) 大阪府社会保険労務士会館
宮　城 11月10日 ( 金 ) 宮城職業能力開発促進センター 兵　庫 10月26日 ( 木 ) 兵庫県中央労働センター
秋　田 10月19日 ( 木 ) 秋田県生涯学習センター 奈　良 10月27日 ( 金 ) ホテル・リガーレ春日野
山　形 10月24日 ( 火 ) 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング） 和歌山 10月13日 ( 金 ) 和歌山職業能力開発促進センター
福　島 10月17日 ( 火 ) 福島職業能力開発促進センター 鳥　取 10月27日 ( 金 ) 倉吉未来中心
茨　城 10月20日 ( 金 ) ホテルレイクビュー水戸 島　根 10月18日 ( 水 ) 松江合同庁舎
栃　木 10月24日 ( 火 ) とちぎ福祉プラザ 岡　山 10月12日 ( 木 ) 岡山職業能力開発促進センター
群　馬 10月31日 ( 火 ) 群馬職業能力開発促進センター 広　島 10月27日 ( 金 ) 広島職業能力開発促進センター
埼　玉 10月12日 ( 木 ) さいたま共済会館 山　口 10月26日 ( 木 ) 山口職業能力開発促進センター
千　葉 10月11日 ( 水 ) ホテルポートプラザちば 徳　島 10月19日 ( 木 ) 徳島県 JA会館
東　京 10月16日 ( 月 ) 日本橋社会教育会館 香　川 10月18日 ( 水 ) 香川県立文書館
神奈川 11月17日 ( 金 ) かながわ労働プラザ 愛　媛 10月20日 ( 金 ) 愛媛職業能力開発促進センター
新　潟 10月17日 ( 火 ) 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 高　知 10月17日 ( 火 ) 高知職業能力開発促進センター
富　山 10月27日 ( 金 ) 富山県民会館 福　岡 10月25日 ( 水 ) JR 博多シティ
石　川 10月13日 ( 金 ) 金沢市異業種研修会館 佐　賀 10月17日 ( 火 ) 佐賀市文化会館
福　井 10月11日 ( 水 ) 福井県中小企業産業大学校 長　崎 10月26日 ( 木 ) 長崎県庁
山　梨 10月26日 ( 木 ) 山梨職業能力開発促進センター 熊　本 10月25日 ( 水 ) くまもと県民交流館 パレア
長　野 10月17日 ( 火 ) ホテル信濃路 大　分 10月16日 ( 月 ) トキハ会館
岐　阜 10月17日 ( 火 ) じゅうろくプラザ 宮　崎 10月31日 ( 火 ) ニューウエルシティ宮崎
静　岡 10月19日 ( 木 ) 静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」 鹿児島 10月24日 ( 火 ) 鹿児島サンロイヤルホテル
愛　知 10月24日 ( 火 ) 名古屋市公会堂 沖　縄 10月12日 ( 木 ) 沖縄県労働局
三　重 10月18日 ( 水 ) 四日市市文化会館

: 北海道、青森、栃木、千葉、神奈川、石川、静岡、大阪、兵庫、奈良、岡山、福岡、長崎、宮崎、鹿児島、沖縄については、 
 ライブ配信やアーカイブ配信などの動画配信を予定しています。

検索
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慶應義塾大学大学院商学研究科（計量経済学専
攻）前期博士課程修了。雇用・労働政策、労働
問題、高齢者雇用などを専門に、多くの調査・
研究・執筆実績を持つ。2015（平成27）年より、
JEEDの「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」
の作成にたずさわる。

ひらた・かおる

　

高
齢
者
雇
用
を
進
め
る
う
え
で

は
、
各
産
業
の
状
況
や
特
性
に
応
じ

た
取
組
み
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
当
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
で
は
、
各

産
業
団
体
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
、

「
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、

同
事
業
の
調
査
な
ど
を
担
当
し
て
い

る
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
の
平
田
薫
さ

ん
に
、
産
業
ご
と
に
異
な
る
高
齢
者

雇
用
の
実
態
や
展
望
に
つ
い
て
う
か

が
い
ま
し
た
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

政
策
研
究
事
業
本
部
経
済
政
策
部
主
任
研
究
員

平
田
薫
さ
ん

産
業
ご
と
に
高
齢
者
活
用
の
課
題
を
共
有
し

経
営
課
題
と
連
動
し
た
戦
力
化
が
重
要
に
な
る
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一
つ
め
は
経
営
上
の
課
題
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
※1

に
よ
る
と
、
経
営
上
の
課
題
の
ト
ッ
プ
３
は
、
①
若

年
層
の
採
用
難
、
②
人
材
の
量
的
な
不
足
、
③
人
材

の
高
齢
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
め
の
課
題
は
、「
働
き
方
改
革
」
へ
の
対
応

で
す
。
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
開
始
が
建

設
業
に
も
迫
り
※2
、
人
手
不
足
の
な
か
で
い
か
に
対

応
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

三
つ
め
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
化
へ
の

対
応
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

機
も
増
え
て
お
り
、
日
常
の
雇
用
管
理
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
行
う
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
若
手
社
員
だ
け
で
は
な
く
高
齢
社
員
も
現

場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
四
つ
め
は
一
部
の
業
種
に
顕
著
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
の
義
務
化
へ

の
対
応
で
す
。
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
か
ら

中
小
企
業
に
お
い
て
も
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
現
場
の
作
業
は

―
平
田
さ
ん
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
「
産
業
別
高
齢
者

雇
用
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」）」
の
策
定
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
す
。
産
業
ご

と
の
高
齢
者
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
や
実
態
に
つ
い

て
、
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

平
田　
私
自
身
は
２
０
１
５（
平
成
27
）年
か
ら
産

業
別
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業
に
た
ず
さ
わ
り
、
今
年

で
９
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
産

業
を
含
め
て
８
団
体
の
調
査
に
か
か
わ
り
ま
し
た

が
、
高
齢
者
雇
用
の
実
態
は
産
業
ご
と
に
異
な
り
ま

す
し
、
企
業
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
産
業
・
企

業
が
直
面
し
て
い
る
課
題
も
違
え
ば
、
出
口
の
解
決

策
も
違
う
な
ど
、
じ
つ
に
多
様
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
共
通
点
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
建
設
現

場
で
重
機
な
ど
の
作
業
機
械
を
使
っ
て
土
木
工
事
を

行
う
機
械
土
工
工
事
業
界
の
場
合
、
取
り
ま
と
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
な
か
で
高
齢
者
雇
用
を
取
り
巻
く

五
つ
の
課
題
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
ほ
か
の
産
業

に
共
通
す
る
部
分
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

危
険
を
と
も
な
う
た
め
、
不
安
全
行
動
な
ど
を
ベ
テ

ラ
ン
社
員
が
強
く
注
意
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が

若
い
人
に
パ
ワ
ハ
ラ
と
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
の
義
務
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
い
か
に
ベ
テ
ラ
ン
が
若
手
に
技
能
を
継
承

し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
つ
め
が
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
を
努
力

義
務
と
す
る
、
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
へ
の
対

応
で
す
。

以
上
が
機
械
土
工
工
事
業
に
お
け
る
高
齢
者
の
活

躍
と
若
手
の
確
保
と
定
着
に
関
す
る
課
題
で
す
が
、

こ
れ
ら
は
多
く
の
産
業
に
も
共
通
す
る
課
題
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

―
で
は
、
産
業
ご
と
の
違
い
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。

平
田　
ま
ず
は
企
業
規
模
の
違
い
で
す
。
産
業
別
に

行
っ
た
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
機
械
土
工
工
事
業
は

回
答
企
業
の
約
８
割
が
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満
で

す
が
、
葬
儀
業
な
ど
は
さ
ら
に
規
模
が
小
さ
く
、
９

人
以
下
の
企
業
が
49
・
７
％
と
約
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。
一
方
、
製
造
業
の
電
子
デ
バ
イ
ス
産
業
で
は

44
・
４
％
が
１
０
０
人
未
満
の
企
業
で
す
が
、
１
０

０
０
人
以
上
の
企
業
も
13
・
０
％
あ
り
、
幅
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
社
員
の
高
齢
化
の
状
況
も
異
な
り
ま
す
。

産
業
ご
と
に
異
な
る
高
齢
者
活
用
の
実
態

一
方
で
多
く
の
産
業
に
共
通
し
て
い
る
課
題
も
あ
る

※1　出典：「機械土工工事業における高齢者活用と若者定着に関するアンケート調査（人事担当責任者票）」
※2　建設業における時間外労働の上限規制は、2024年4月より適用される

三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部 経済政策部 主任研究員

平田 薫さん
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65
・
１
％
も
あ
り
ま
し
た
。

　
高
齢
化
の
実
感
が
ま
だ
持
て
な
い
職
業
紹
介
業
の

場
合
、「
い
つ
か
は
社
員
の
高
齢
化
が
始
ま
る
」
と

い
う
前
提
で
早
め
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
も
ら
う
の
が
大
き
な
課
題
で
す
。
逆
に
、

す
で
に
高
齢
者
が
活
躍
し
て
い
る
機
械
土
工
工
事
業

は
、
高
齢
者
に
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
、
若
年
者

の
確
保
と
定
着
に
い
か
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
デ
バ
イ
ス
産
業
で

は
、
調
査
企
業
の
約
４
割
が
役
職
定
年
を
導
入
し
て

い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
役
職
を
外
れ
た
人
に
、

い
か
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
し
て
も
ら
う
か
な
ど

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
抱
え
る
課
題
が
産
業
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
高
齢
者
の
雇
用
推
進
の
方
策

も
産
業
ご
と
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

―
産
業
ご
と
に
抱
え
る
課
題
が
異
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
も
ら
う
の
か
と
い
う

出
口
も
異
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
産

業
が
取
り
組
ん
で
い
る
高
齢
者
の
活
躍
の
パ
タ
ー
ン

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

平
田　
各
業
界
の
企
業
が
集
ま
っ
て
高
齢
者
雇
用
推

進
委
員
会
を
つ
く
り
、
２
年
間
か
け
て
実
態
調
査
を

行
い
、
産
業
の
実
態
や
課
題
を
ふ
ま
え
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
業
界
内
で

共
有
し
ま
す
。
事
業
で
は
高
齢
者
が
活
躍
し
て
い
る

事
例
を
集
め
、
各
企
業
に
活
躍
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し

て
も
ら
う
よ
う
お
示
し
も
し
ま
す
。

職
業
紹
介
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
活
躍
す
る

シ
ニ
ア
を
複
数
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
営
業
の
第
一
線
で
人
脈
を
活
用
し
新

規
開
拓
を
行
う
人
、
同
じ
営
業
で
も
若
手
社
員
と
組

ん
で
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
伝
え
る
現
役
世
代

サ
ポ
ー
ト
型
、
年
齢
層
の
高
い
人
の
転
職
相
談
を
に

な
う
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
型
、
な
ど
で
す
。

一
方
、
す
で
に
高
齢
者
が
活
躍
し
て
い
る
機
械
土

工
工
事
業
で
は
、「
い
ま
の
若
い
人
に
は
怒
っ
て
は

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」、「
ど
の
よ
う
に
教
え
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
悩
ん
で
い
る
シ
ニ
ア

も
多
く
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
職
場
の
対
話
を
う
な
が

機
械
土
工
工
事
業
で
は
す
で
に
60
歳
以
上
の
人
が
多

く
、
70
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
と
同
じ
よ
う
に
現
場
で

活
躍
し
て
い
る
高
齢
社
員
が
多
く
い
ま
す
。
一
方
、

葬
儀
業
で
は
高
齢
社
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
60

歳
を
超
え
る
正
社
員
の
人
数
が
ピ
ー
ク
に
な
る
時
期

に
つ
い
て
、「
10
年
以
内
」
ま
た
は
「
10
年
先
」
と

回
答
し
た
企
業
が
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ
て
お
り
、
ピ
ー

ク
に
達
し
て
い
な
い
企
業
も
多
い
の
で
す
。
職
業
紹

介
業
で
は
、
若
い
企
業
も
多
く
人
材
の
流
動
性
も
高

い
の
で
、
定
年
に
達
し
て
い
る
人
が
少
な
く
、「
定

年
の
ピ
ー
ク
は
10
年
後
以
降
」
と
回
答
し
た
企
業
が

「〝
使
え
る
ス
キ
ル
〞
発
見
法
」
で

シ
ニ
ア
の
ス
キ
ル
と
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
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し
、
う
ま
く
技
能
を
継
承
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
社

員
と
若
手
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し

た
内
容
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
電
子
デ
バ
イ
ス
産
業
な
ど
は
、
進
化
が
速
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る
余
地

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
田　
た
し
か
に
技
術
の
進
歩
が
著
し
い
業
界
で
す

が
、
レ
ガ
シ
ー
分
野
の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
部
分

も
あ
り
ま
す
。細
分
化
さ
れ
る
前
の
総
合
的
な
知
識・

ス
キ
ル
や
も
の
の
見
方
を
持
つ
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き

る
場
面
も
あ
る
の
で
す
。

一
方
で
、
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、
元
々
技
術

を
持
っ
て
い
た
人
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
に
変
わ
っ
た

も
の
の
、
役
職
定
年
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
を
外
れ
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
活
躍
す
る
の
か
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
に
あ
た
り
、
直
近
の
キ
ャ
リ
ア
に
と
ど
ま
ら

ず
、
高
齢
者
が
そ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
ス
キ
ル

と
会
社
や
職
場
が
必
要
と
す
る
ス
キ
ル
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
「〝
使
え
る
ス
キ
ル
〞
発
見
法
」
を
提
案

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
会
社
や
職
場
の
課
題
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
、
そ
の
リ
ス
ト
か
ら
シ
ニ
ア
社
員
が
自
分
が
解
決

で
き
る
と
思
う
も
の
を
探
し
、
そ
の
解
決
策
と
根
拠

を
提
示
。
シ
ニ
ア
社
員
の
提
案
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の

課
題
解
決
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
知
識
を
シ
ニ
ア
社
員

が
保
有
し
て
い
る
か
を
会
社
が
検
討
す
る
こ
と
で
、

使
え
る
ス
キ
ル
を
明
示
化
し
ま
す
。
一
方
、
不
足
し
て

い
る
ス
キ
ル
や
伸
ば
す
べ
き
ス
キ
ル
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
で
、
シ
ニ
ア
社
員
が
活
躍
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

―
「〝
使
え
る
ス
キ
ル
〞
発
見
法
」
は
技
術
職
に

か
ぎ
ら
ず
、
事
務
系
シ
ニ
ア
や
元
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職

の
活
躍
に
も
有
効
に
思
え
ま
す
ね
。

平
田　
は
い
、そ
の
通
り
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

今
後
は
各
企
業
が
勝
ち
残
っ
て
い
く
た
め
の
経
営
戦

略
や
、
会
社
や
職
場
の
課
題
解
決
と
高
齢
者
の
活
躍

を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
、
高
齢
者
を
戦

力
化
す
る
と
い
う
視
点
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で
の
収
入
の
支
援
と

い
う
側
面
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

企
業
が
い
っ
そ
う
発
展
し
て
い
く
た
め
の
生
産
性
向

上
や
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
向
け
た
重

要
な
戦
力
と
し
て
、
高
齢
者
を
活
用
し
て
い
く
流
れ

が
強
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

―
戦
力
化
す
る
に
は
リ
ス
キ
リ
ン
グ
も
必
要
に
な

り
ま
す
か
。

平
田　
い
ま
ま
で
つ
ち
か
っ
た
ス
キ
ル
や
経
験
の
な

か
で
使
え
る
要
素
は
あ
っ
て
も
、
更
新
が
必
要
で

あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
新
た
な
技
術
を
習
得
す
る
な

ど
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ
も
必
要
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

こ
れ
ま
で
企
業
は
中
堅
・
シ
ニ
ア
層
の
能
力
開
発
支

援
に
積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
事
業
の

実
態
調
査
で
は
、
ど
の
産
業
に
お
い
て
も
「
シ
ニ
ア

に
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」と
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
企
業
が
回
答
す
る
一
方
で
、「
シ

ニ
ア
の
雇
用
推
進
に
は
課
題
が
あ
る
」
と
答
え
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
み
を
実

施
し
て
い
る
会
社
は
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。
シ
ニ

ア
に
本
当
に
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
自
己
啓
発
支
援
や
能
力
開
発
支
援
が
こ
れ

か
ら
は
き
わ
め
て
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
溝
上
憲
文
　
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

シ
ニ
ア
社
員
は
知
識
・
ス
キ
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

会
社
は
シ
ニ
ア
の
自
己
啓
発
・
能
力
開
発
の
支
援
を

三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部 経済政策部 主任研究員

平田 薫さん

「産業別高齢者雇用推進ガイドライン」はこちらからご覧になれます
https://www.jeed.go.jp/elderly/enterprise/index.html



エルダー（elder）は、英語のoldの比較級で、”年長の人、目上の人、尊敬
される人”などの意味がある。1979（昭和54）年、本誌発刊に際し、（財）
高年齢者雇用開発協会初代会長・花村仁八郎氏により命名された。

エルダー5

No.527

●表紙のイラスト 古瀬 稔（ふるせ・みのる）

2023  October

6 生涯現役で働ける仕組みや環境を整え
高齢社員が活き活き働く職場づくりを推進
令和5年度高年齢者活躍企業コンテスト
～厚生労働大臣表彰受賞企業事例から～

7 審査委員長からのメッセージ
東京学芸大学 教育学部 教授　内田 賢

8 最優秀賞 有限会社 小川商店（島根県大田市）
12 優秀賞 社会福祉法人 フェニックス（岐阜県各務原市）

井上機工 株式会社（静岡県富士宮市）
20 特別賞 弥生交通 株式会社（東京都中野区）

株式会社 尾賀亀（滋賀県近江八幡市）
28 令和5年度 高年齢者活躍企業コンテスト入賞企業一覧

特  

集

46 スタートアップ×シニア人材奮闘記
【第5回】  多様なシニア人材をさらに受け入れ

企業風土を形づくる 熊谷悠哉
48 いまさら聞けない人事用語辞典 第39回
「両立支援」　吉岡利之

50 日本史にみる長寿食  vol.359
猿酒こそ不老長寿の大ヒント　永山久夫

51 心に残る“あの作品”の高齢者
【第5回】 小説『真理先生』（著／武者小路実篤 1952年）
株式会社シニアジョブ 広報部部長　安彦守人

52 生涯現役社会の実現に向けたシンポジウムのご案内
54 JEEDのご案内
55 70歳雇用推進プランナー  高年齢者雇用アドバイザーのご案内
56 BOOKS
58 ニュース ファイル
60 次号予告・編集後記
61 技を支える   vol.332
職人のこだわりが生んだ
丈夫で品格のあるランドセル
ランドセル職人　土屋國男さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第76回］ サイコロ計算　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.101
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
政策研究事業本部 経済政策部 主任研究員　　平田 薫さん
産業ごとに高齢者活用の課題を共有し
経営課題と連動した戦力化が重要になる

30 江戸から東京へ   第131回
足利最後の将軍を見送る　真木嶋昭光（三）
作家　童門冬二

32 高齢者の職場探訪  北から、南から　第136回 
長崎県　 株式会社かとりストアー

36 高齢者に聞く
生涯現役で働くとは 第86回
吉本興業株式会社 お笑い芸人  ピン芸人  おばあちゃん（76歳）

38 シニア社員のための
「ジョブ型」賃金制度のつくり方
【最終回】  65歳定年延長とジョブ型賃金（まとめ）
 菊谷 寛之

42 知っておきたい労働法Q&A《第65回》
年次有給休暇に対する時季変更、労働条件通知書の
記載事項変更と定年後再雇用対応 家永 勲



～厚生労働大臣表彰受賞企業事例～厚生労働大臣表彰受賞企業事例からから～～

生
涯
現
役
で
働
け
る
仕
組
み
や
環
境
を
整
え

高
齢
社
員
が
活
き
活
き
働
く
職
場
づ
く
り
を
推
進

高年齢者高年齢者
活躍企業コンテスト活躍企業コンテスト

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）では、
厚生労働省との共催で、「高年齢者活躍企業コンテスト」を

毎年開催しています。本コンテストは、
高齢者が年齢にかかわりなく生涯現役で

活き活き働くために、人事制度の改定や職場環境の改善などに、
創意工夫をして取り組む企業を表彰するものです。

令和 5年度は、厚生労働大臣表彰 5編、
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰優秀賞 6編、

特別賞 15 編の受賞が決まりました。
本誌では、10 月号と 11 月号の２回に分けて、
コンテストの表彰受賞企業事例を特集します。

今号では、厚生労働大臣表彰受賞企業事例をご紹介します。

特 集令和令和55年度年度



特集 令和5年度  高年齢者活躍企業コンテスト

「
令
和
5
年
度
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
審
査
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。審
査
委
員
を
代
表
し
、

応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
企
業
・
団
体
関
係
者
の
み

な
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
全
国
か

ら
63
編
の
応
募
を
受
け
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
は
、
最
優
秀
賞
1
編
、
優
秀
賞
２
編
、

特
別
賞
２
編
、
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
表
彰
は
、優
秀
賞
６
編
、

特
別
賞
15
編
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
の
有
限
会
社
小お

川が
わ

商し
ょ
う

店て
ん

は
、
石
油
・
食
品

小
売
・
運
輸
事
業
を
中
心
に
事
業
を
多
角
的
に
展
開
。

地
元
企
業
や
自
治
体
と
も
連
携
し
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
人
材
と
し
て
、
多
く
の
高
齢
社
員
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
社
員
の
高
齢
化
や
若
手
人
材

の
採
用
難
が
続
く
な
か
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
企
画
立
案
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、
定
年
年
齢
の
引
上
げ
、
再
雇
用
後
の
賃

金
見
直
し
を
実
施
し
、
高
齢
社
員
が
長
く
働
け
る
職
場

環
境
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
社
会
福
祉
法
人
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

は
、
高
齢
職
員
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
と
っ

て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
助
手
と
い
う
新
た
な
職
務
を
創
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
介
護
業
務
の
機
能
分
化
と
質
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
就
労
機
会
を
提
供
し
て
い

る
こ
と
も
高
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

同
じ
く
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
井い

の

上う
え

機き

工こ
う

株
式
会
社
は
、

高
齢
社
員
を
重
要
な
戦
力
と
考
え
、
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
働
き
続
け
る
た
め
の
職
場
環
境
整
備
に
注
力
。
ま
た
、

他
社
を
定
年
退
職
し
た
高
齢
者
を
採
用
し
、
そ
れ
ま
で

外
注
し
て
い
た
作
業
の
内
製
化
を
実
現
す
る
な
ど
、
高
齢

社
員
の
持
つ
技
術
、
知
識
、
経
験
を
最
大
限
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
賞
を
受
賞
し
た
弥や

生よ
い

交こ
う

通つ
う

株
式
会
社
は
、
充
実

し
た
研
修
の
実
施
や
接
客
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な

ど
に
よ
り
高
齢
社
員
の
活
躍
を
う
な
が
す
た
め
の
取
組

み
に
注
力
。
さ
ら
に
、
加
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の
変
化

を
ふ
ま
え
た
対
策
に
よ
り
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評

価
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

同
じ
く
特
別
賞
受
賞
の
株
式
会
社
尾お

賀が

亀か
め

は
、
高
齢

社
員
の
年
齢
に
応
じ
て
３
段
階
の
短
時
間
勤
務
制
度
を

設
け
る
な
ど
、
高
齢
社
員
の
健
康
状
態
を
考
慮
し
て
勤

務
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

高
齢
社
員
に
も
人
事
評
価
を
行
い
、
処
遇
に
反
映
さ
せ

る
な
ど
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
げ
る
取
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
審
査
で
は
、
慢
性
的
に
人
手
が
足
り
て
い
な

い
業
界
、
あ
る
い
は
人
口
が
減
少
し
て
い
る
地
域
に
お

い
て
、
高
齢
者
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
長
く
働
け
る

仕
組
み
を
整
備
し
て
い
る
企
業
の
取
組
み
が
目
立
ち
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
有
限
会
社
小
川
商
店
の

よ
う
に
、
地
域
で
生
活
を
す
る
高
齢
者
が
、
地
域
の
イ

ン
フ
ラ
を
守
る
た
め
の
貴
重
な
戦
力
と
な
っ
て
い
る
事

例
は
、
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
地
域
に
と
っ

て
、
大
き
な
励
み
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
は
、

ほ
か
の
社
員
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
受
賞
企
業
の
取
組
み
を
参
考
に
、
高
齢
者

を
含
む
す
べ
て
の
社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
場
環
境
の
整
備
や
新
た
な
職
域
の
創
出
に
よ
り

高
齢
者
が
働
き
活
躍
で
き
る
職
場
を
実
現

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授

内う

ち

田だ

賢ま
さ
る

審査委員長からの
メッセージ

エルダー7



ⅠⅠ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

有
限
会
社
小
川
商
店
は
、
１
６
８
８
（
元
禄
元
）
年

に
島
根
県
大
田
市
温ゆ

泉の

津つ

町ま
ち

で
創
業
。
以
来
３
３
５
年

と
い
う
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。
古
い
記
録
に
よ
れ
ば
、

か
つ
て
は
廻
船
問
屋
、
宿
場
、
木
材
問
屋
、
底
引
き
船

団
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
“
商
い
”
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
。
現
在
は
、
運
送
業
務
の
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
な
ど
の
事
業
を

多
角
的
に
展
開
し
、
地
域
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
の

に
な
い
手
と
し
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
か
ら
、
若
手
の
採
用

は
年
々
困
難
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
社
員
の

高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
特
に
事
業
全
体
の
中
核
で

あ
る
運
送
部
門
に
お
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
同
社
で
は
、
経
験
を
積
ん
だ
高

齢
社
員
が
長
く
働
け
る
雇
用
環
境
の
整
備
を
喫
緊
の
課

題
と
し
て
、
高
齢
社
員
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
た
。

P

O

I

N

T

1�

（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
の
企
画
立
案
サ
ー
ビ
ス
※
を
活
用
し
、
定

年
年
齢
の
引
上
げ
と
あ
わ
せ
て
、
再
雇
用
後
の
賃
金

の
見
直
し
を
図
っ
た
。

2�

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
角
的
な
経
営
を
行
う
こ

と
で
、
高
齢
社
員
の
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
だ
け
で

な
く
、
若
手
も
含
め
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
自
発

的
・
自
律
的
に
働
く
こ
と
が
組
織
風
土
と
し
て
浸
透

し
て
い
る
。

3�

経
験
豊
富
な
高
齢
社
員
と
若
手
社
員
を
ペ
ア
で
就
労

さ
せ
、
ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
と
経
験
の
継
承
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

4�

輸
送
の
安
全
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
安

全
性
優
良
事
業
所
（
G
マ
ー
ク
）
の
認
定
を
受
け
、

有
限
会
社

小
川
商
店
（
島
根
県
大お

お

田だ

市
）

社
員
フ
ァ
ー
ス
ト
を
合
言
葉
に

生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
職
場
を
実
現

有限会社小川商店
（島根県大田市）

 創業　1688（元禄元）年
 業種　石油・食品小売、運輸、自動車整備
 社員数　 72人（2023年1月20日現在）
��60歳以上　26人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 13人 （18.1％）

 65～69歳  ８人 （11.1％）
 70歳以上  ５人  （6.9％）

 定年・継続雇用制度
定年66歳。定年後は基準を設けて70歳まで、その後も基準
を設けて75歳まで継続雇用。以降も運用により一定条件で
年齢の上限なく継続雇用。現在の最高年齢者は76歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和 5年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

厚生労働大臣表彰

最優秀賞

※　�企画立案サービス……高年齢者等の雇用管理改善や生涯現役社会の実現に取り組む事業主など
に対して、高年齢者雇用アドバイザーおよび70歳雇用推進プランナーによる相談・助言の過程
で発見された個別課題について、必要な条件整備（人事管理制度の整備、賃金・退職金制度の
整備、職場改善・職域開発など）のための具体的な改善案を作成し提供するサービス 2023.10 8



特集

安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
朝
礼
な
ど
を
通
じ
て
、
安
全
運

転
や
安
全
作
業
、
法
令
遵
守
の
徹
底
、
運
送
部
門
や

石
油
部
門
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
安
全
教
育
の
徹

底
に
努
め
て
い
る
。

ⅡⅡ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

同
社
は
１
６
８
８
年
に
、
温
泉
津
町
に
て
創
業
。
当

時
の
屋
号
は
「
た
ば
こ
や
」
で
、
廻
船
問
屋
、
宿
場
、

木
材
問
屋
、
底
引
き
船
団
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
記
録

が
残
っ
て
い
る
。
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
２
月
に
、

有
限
会
社
小
川
商
店
を
設
立
す
る
と
、
小
売
・
雑
貨
店

か
ら
始
ま
り
、
砂
利
、
砕
石
、
石せ

き

州し
ゅ
う

瓦が
わ
ら

業ぎ
ょ
う

用
粘
土
な
ど

の
運
搬
、
石
油
製
品
の
販
売
へ
と
業
容
を
拡
大
。
さ
ら

に
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
か
ら
は
不
動
産
事
業
に

も
着
手
し
、
貸
し
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
、
２
０
０

４
年
か
ら
は
飲
食
事
業
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
事
業
の

多
角
化
に
よ
り
、
す
べ
て
の
社
員
が
や
り
た
い
こ
と
を

実
現
で
き
、
個
々
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
・
社
員
・
会
社
・
地
域

の
４
者
の
満
足
を
追
求
し
続
け
て
い
る
。

ⅢⅢ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

地
域
の
人
口
減
少
、
過
疎
化
と
並
行
し
て
同
社
で
も

社
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、

特
に
事
業
の
中
核
で
あ
る
運
送
部
門
に
お
い
て
高
齢
化

が
顕
著
に
進
ん
で
い
た
。
現
在
、
60
歳
以
上
の
社
員
は

全
社
員
の
36
・
１
％
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
運
送
部
門
に
所
属
し
て
い
る
。
70
歳
以
上
の
社
員
は

5
人
で
、
最
高
年
齢
者
は
76
歳
。
社
員
の
高
齢
化
と
並

行
し
て
、
地
域
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や
ゴ
ミ
収
集

事
業
を
同
社
が
承
継
す
る
と
い
う
経
営
上
の
課
題
も
浮

上
し
、地
域
で
役
に
立
ち
続
け
る
会
社
で
あ
る
た
め
に
、

高
齢
社
員
が
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整

備
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

ⅣⅣ
改
善
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
年
齢
の
見
直
し

２
０
１
５
年
に
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の「
企
画
立
案
サ
ー
ビ
ス
」

を
活
用
し
、
再
雇
用
後
の
賃
金
制
度
を
含
め
た
高
齢
者

雇
用
制
度
の
見
直
し
に
着
手
。
２
０
１
７
年
に
定
年
を

60
歳
か
ら
66
歳
に
引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
就
業
規
則
に
明
文
化

し
て
い
な
か
っ
た
再
雇
用
制
度
を
整
備
し
、
70
歳
ま
で

の
継
続
雇
用
に
つ
い
て
そ
の
基
準
を
定
め
た
。今
後
は
、

70
歳
定
年
制
の
導
入
、
ま
た
は
定
年
制
の
廃
止
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

現
在
の
最
高
年
齢
社
員
は
76
歳
で
あ
る
。
ま
た
、
２

０
２
２
年
ま
で
勤
務
し
て
い
た
75
歳
の
ク
レ
ー
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
、
現
在
も
、
特
定
の
取
引
先
か
ら
そ
の
技

術
を
請
わ
れ
て
仕
事
の
依
頼
が
あ
り
、
ス
ポ
ッ
ト
的
な

業
務
委
託
で
行
っ
て
い
る
。

▼
賃
金
制
度
の
改
定
と
評
価
制
度
の
導
入

定
年
年
齢
の
引
上
げ
に
と
も
な
い
、
２
０
１
８
年

に
再
雇
用
後
の
賃
金
制
度
を
見
直
し
た
。
年
齢
給
と

職
務
給
を
導
入
し
、
職
務
給
は
従
事
す
る
業
務
内
容

に
よ
っ
て
賃
金
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
社

員
の
納
得
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
会
社
が
求
め
る

人
材
像
と
期
待
す
る
成
果
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
た
。
あ
わ
せ
て

評
価
シ
ー
ト
に
よ
る
評
価
制
度
も
導
入
し
て
お
り
、

年
に
１
回
、
本
人
と
部
門
長
で
人
事
評
価
を
行
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
同
社
は
運
搬
作
業
な
ど
「
仕
事
が

シ
ン
プ
ル
で
あ
る
」
た
め
に
、
人
事
評
価
に
よ
っ
て

給
与
や
賞
与
の
査
定
を
行
う
と
い
う
よ
り
も
、
自
発

性
を
う
な
が
し
、
現
在
の
心
身
の
状
態
に
適
し
た
職

務
を
判
断
す
る
際
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

エルダー9
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（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼�

業
務
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
、
自
発
的
な
人
材
づ

く
り
の
方
針
が
生
む
好
循
環

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
運
搬
作
業
は
、
前
日
に
仕
事
内
容

が
決
ま
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
背
景

と
し
て
、社
員
の
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、同
社
で
は
「
業

務
の
ス
ピ
ー
ド
感
」
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
。
意
思

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
、
現
場
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
の
権
限
移
譲
を
進
め
て
お
り
、
改
善
に
経
費

が
発
生
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
30
万
円
ま
で
現
場
決

裁
が
可
能
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
改
善
と
と
も
に
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
次

の
積
極
的
な
改
善
提
案
を
生
み
出
す
好
循
環
が
生
ま
れ

て
い
る
。

部
門
長
に
は
社
員
と
の
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
部
門
長
だ
け

で
は
な
く
、
社
長
に
直
接
、
業
務
改
善
の
提
案
を
メ
ー

ル
で
届
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

▼
高
齢
社
員
に
働
き
が
い
を
提
供

事
業
の
多
角
化
が
、
高
齢
者
を
含
む
多
様
な
労
働
者

の
就
労
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
同
社
で
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
業
務
や
不
燃
ゴ
ミ
・
リ
サ
イ
ク

ル
ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
業
務
な
ど
、
地
域
の
日
常
生
活
を

維
持
す
る
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
受
託
し
て
お
り
、
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
う
え
で
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
運
送
部
門
の
社
員
が
、
加
齢
に
よ
り
大
型
車
両

の
運
転
が
困
難
に
な
っ
た
際
に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
転
へ
と
職
務
を
転
換
す
る
こ
と
で
、
高
齢
社
員
の
活

躍
の
場
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
社
員
が
地
域

児
童
と
の
触
合
い
や
、
ペ
ア
就
労
に
よ
る
若
手
へ
の
指

導
役
も
に
な
う
な
ど
、
高
齢
社
員
の
意
欲
の
向
上
や
働

き
が
い
の
提
供
に
つ
な
げ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、
健
康

管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
安
全
管
理
と
健
康
管
理

全
社
的
な
取
組
み
と
し
て
安
全
衛
生
委
員
会
を
定
期

開
催
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
運
輸
部
門
で
は
月
１
回

の
安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
毎
日
の
部
署
ご
と
の
朝
礼

を
行
う
な
か
で
、
各
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
意
識
の
啓
蒙

を
図
っ
て
い
る
。
朝
礼
で
は
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
事
例

を
共
有
し
、
特
に
タ
イ
ヤ
交
換
に
関
す
る
安
全
対
策
を

徹
底
し
て
お
り
、
脱
輪
な
ど
の
事
故
事
例
な
ど
を
詳
し

く
紹
介
し
、
安
全
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
よ
う
心
が
け
て

い
る
。石
油
部
門
で
は
、朝
礼
の
ほ
か
配
達
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
安
全
運
転
や
安
全

作
業
の
徹
底
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
運
輸
部
門
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
適
性
診
断
を

行
い
、
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
長
所
や
短
所
と
い
っ

た
「
運
転
の
ク
セ
」
を
測
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
セ
に

応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
交
通
事
故
防
止

に
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
テ
ス
ト
を

行
っ
て
体
調
の
変
化
が
あ
っ
た
際
な
ど
に
は
注
意
を
う

な
が
し
て
い
る
。

ま
た
、
法
定
健
康
診
断
の
受
診
と
と
も
に
、
健
康
状

態
に
不
安
の
あ
る
者
に
対
す
る
部
門
責
任
者
か
ら
の

フ
ォ
ロ
ー
を
徹
底
し
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
会
社
負
担
や
、
改
善
提
案

制
度
で
要
望
が
あ
っ
た
、
通
院
や
家
族
の
送
り
迎
え
の

た
め
の
時
間
休
・
半
日
休
暇
制
度
を
実
現
し
て
い
る
。

有限会社小川商店

2023.10 10

簡易宿泊施設を併設する「ライダーズハウス」は、社員からの
提案とスピーディーな意思決定により生まれた

同社が運営するガソリンスタンド。地域にとって
欠かせないインフラの一つ



特集

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

毎
月
開
催
す
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
会
議
で
は
、
事
業
運

営
方
針
の
進
捗
状
況
の
確
認
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
や
経
済
の
情
勢
を
自
社
と
の
関
係
に
お
い
て

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
議
論
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
の
積
み
重
ね
が
組
織
内
に
自
発
性
と
自
律
性

を
生
ん
で
い
る
。

地
域
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
同

社
で
は
、
業
務
上
で
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
ほ
か
、

地
域
行
事
や
学
校
行
事
に
は
積
極
的
に
協
賛
・
参
加
し

て
お
り
、
地
域
行
事
の
際
は
会
場
周
辺
の
除
草
作
業
も

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
隣
の
出い

雲ず
も

市
の
大
雨
災
害
時
に
は
、
他
社

に
先
駆
け
て
、
交
代
制
で
ト
ラ
ッ
ク
20
台
を
三
日
三
晩

休
ま
ず
動
か
し
続
け
て
災
害
救
助
支
援
に
尽
力
し
た
。

地
域
へ
の
貢
献
は
社
員
の
誇
り
に
も
な
り
、
地
域
か
ら

の
同
社
に
対
す
る
信
頼
が
日
々
の
業
務
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声　

運
送
部
門
で
働
く
花は

な

田だ

和か
ず

巳み

さ
ん
（
73
歳
）
は
、
仕

事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
仕
事
の
内
容
は
ど
こ
の
運
送
会
社
で
働
い
て
も
同

じ
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
小
川
商
店
は
自
由

度
が
高
く
、
家
業
の
農
作
業
と
兼
業
で
き
る
の
で
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま
た
、
若
手
社
員
と
も
ワ
イ
ワ

イ
い
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
仕
事
が
で
き
る
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
に
年
を
と
っ
て
力
仕

事
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
も
、
ゴ
ミ
回
収
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
転
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る
お
か
げ

で
、
長
く
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に

役
立
っ
て
い
る
実
感
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
々
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
気
力
の
続
く
か
ぎ
り
仕

事
を
続
け
た
い
で
す
」

同
じ
く
運
送
部
門
で
働
く
森も

り

岡お
か

耕こ
う

二じ

さ
ん
（
71
歳
）

は
、「
小
川
商
店
は
本
当
に
働
き
や
す
い
職
場
で
す
。

特
に
う
れ
し
い
の
は
、
運
送
の
仕
事
と
家
の
農
業
の
両

輪
で
働
か
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。
仕
事
を
し
な
が

ら
農
業
に
も
従
事
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
送
の
仕
事
だ
け
で
な

く
、
ゴ
ミ
回
収
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

仕
事
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
体
力
や
気
力
に
合
わ

せ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
な
が
ら
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

（
６
）
今
後
の
課
題

今
後
は
、
定
年
年
齢
の
70
歳
へ
の
引
上
げ
、
ま
た
は

定
年
制
の
廃
止
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、

新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
る
際
の
要
員
と
し
て
、
高
齢
社

員
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。
同
社
で
は
２
０
２
１
年
よ

り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
再
生
し
販
売
す
る
事
業
を
開

始
し
て
お
り
、「
ク
ル
マ
好
き
」
の
石
油
部
門
の
元
部

長
が
、
そ
の
知
識
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
社
員

が
「
好
き
な
こ
と
」
と
「
で
き
る
こ
と
」
を
業
務
に
結

び
つ
け
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
職
場
の

実
現
を
模
索
し
て
い
く
考
え
だ
。

そ
の
ほ
か
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
移
動
式
ク
レ
ー
ン
な

ど
、特
殊
な
操
作
が
要
求
さ
れ
る
大
型
車
両
に
つ
い
て
、

職
人
気
質
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
若
手
へ

継
承
し
て
い
く
た
め
、「
動
画
に
よ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
化
」

な
ど
に
も
取
り
組
む
予
定
だ
。

創
業
３
３
５
年
と
い
う
重
厚
な
歴
史
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
同
社
の
目
線
は
つ
ね
に
時
代
の
一
歩
先
を
見
つ

め
て
い
る
。

エルダー11

令和 5 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

運送部門の森岡耕二さん（71歳） 運送部門の花田和巳さん（73歳）



ⅠⅠ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

社
会
福
祉
法
人
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
に
岐
阜
県
各
務
原
市
で
創
業
。
グ
ル
ー
プ
の

理
念
（
ク
レ
ド
）「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
イ
」
を
掲
げ
、

「
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
そ
の
家
族
は
大
切
な
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
あ
り
、私
た
ち
の
財
産
」
で
あ
る
と
し
て
、「
ス
タ
ッ

フ
の
持
て
る
力
が
充
分
発
揮
で
き
る
よ
う
全
力
で
応

援
・
支
援
」
し
て
い
る
。
こ
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
２

０
１
５
年
か
ら
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
人
財
育
成
・
活

躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
職
員
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
で
多
様

な
勤
務
制
度
を
整
え
て
い
る
ほ
か
、
事
業
所
内
保
育
所

の
設
置
な
ど
、
高
齢
職
員
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
。

P

O

I

N

T

1�「
介
護
助
手
」と
い
う
新
た
な
職
務
を
創
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
介
護
業
務
の
機
能
分
化
と
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
職
員
に
就
労
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。

2�

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
補
助
機
器
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
負
担
の
少
な
い
介
護
の
現
場
の
実
現
を
目
ざ

し
て
い
る
。

3�

在
宅
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
採
用
し
、
就

労
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
調
和
を
図
っ
て
い
る
。

4�

内
部
監
査
と
業
務
改
善
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
月
１
回
の
部
署
間
の
相
互
訪
問
に

よ
り
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

ⅢⅢ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

10
年
前
ま
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
毎
年
10
人
程
度
の

人
財
を
採
用
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数
年
、
若
手
の
採
用

が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
職
員
の
高
齢
化
が
進

み
つ
つ
あ
っ
た
。
現
在
１
９
３
人
の
職
員
の
う
ち
、
60
歳

以
上
は
約
30
％
を
占
め
て
お
り
、
最
高
齢
の
81
歳
の
職

員
は
環
境
整
備
や
施
設
の
清
掃
業
務
を
元
気
に
こ
な
し

て
い
る
。
職
員
の
多
く
は
地
元
出
身
者
で
、「
地
域
に
貢

献
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
の
仕
事
は
ハ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
労

働
者
の
離
職
率
は
14
・
３
％
と
い
わ
れ
て
い
る
が
※
、

同
法
人
で
は
離
職
率
10
％
未
満
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
子
育
て
支
援
・
孫
育
て
支
援
を

は
じ
め
と
し
た
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、

再
雇
用
制
度
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

定
年
後
の
シ
ニ
ア
層
も
含
め
た
多
様
な
「
人
財
」
が

活
躍
で
き
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ⅣⅣ
改
善
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
、
継
続
雇
用
制
度

希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
こ
と
を
就
業
規

則
に
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
70
歳
以
降
も
、
基
準
を

設
け
て
、
年
齢
の
上
限
な
く
継
続
雇
用
す
る
こ
と
と
し

社
会
福
祉
法
人

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
岐
阜
県
各か

か

務み
が

原は
ら

市
）

新
た
な
職
務
の
創
出
で
高
齢
者
に
就
労
機
会
を
提
供
し

だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
を
実
現

社会福祉法人フェニックス
（岐阜県各務原市）

 創業　2000（平成12）年
 業種　社会福祉・介護
 職員数　 193人（2023年4月1日現在）
  60歳以上　59人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 18人 （9.3％）

 65～69歳 14人 （7.3％）
 70歳以上 27人  （14.0％）

 定年・継続雇用制度
定年60歳。希望者全員70歳まで再雇用、以降も基準を設け
て年齢上限なく継続雇用。現在の最高年齢者は81歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和 5年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

厚生労働大臣表彰

優秀賞

2023.10 12



特集

ⅡⅡ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

同
法
人
は
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
有
床
診
療
所

を
開
設
以
来
、
岐
阜
県
各
務
原
市
を
拠
点
と
し
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
「
自
立
支
援
」
と
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
力
を
注
ぎ
、
２
０
０
０
年
に
「
社
会
福
祉
法
人

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
を
設
立
。
特
定
医
療
法
人
な
ど
を
含

む
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
現
在
29
の
事
業
所

で
約
５
４
０
人
の
職
員
が
働
い
て
い
る
。
近
年
は
「
ス

タ
ッ
フ
よ
し
、
ご
利
用
者
よ
し
、
地
域
よ
し
の
“
三
方

良
し
”」
を
経
営
方
針
と
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型

人
財
確
保
・
育
成
・
定
着
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
だ
れ

も
が
気
持
ち
よ
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
は
も
と

よ
り
、
利
用
者
や
地
域
の
方
々
が
元
気
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。

ⅢⅢ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

10
年
前
ま
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
毎
年
10
人
程
度
の

人
財
を
採
用
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数
年
、
若
手
の
採
用

が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
職
員
の
高
齢
化
が
進

み
つ
つ
あ
っ
た
。
現
在
１
９
３
人
の
職
員
の
う
ち
、
60
歳

以
上
は
約
30
％
を
占
め
て
お
り
、
最
高
齢
の
81
歳
の
職

員
は
環
境
整
備
や
施
設
の
清
掃
業
務
を
元
気
に
こ
な
し

て
い
る
。
職
員
の
多
く
は
地
元
出
身
者
で
、「
地
域
に
貢

献
し
た
い
」と
い
う
思
い
が
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
の
仕
事
は
ハ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
労

働
者
の
離
職
率
は
14
・
３
％
と
い
わ
れ
て
い
る
が
※
、

同
法
人
で
は
離
職
率
10
％
未
満
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
子
育
て
支
援
・
孫
育
て
支
援
を

は
じ
め
と
し
た
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、

再
雇
用
制
度
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

定
年
後
の
シ
ニ
ア
層
も
含
め
た
多
様
な
「
人
財
」
が

活
躍
で
き
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ⅣⅣ
改
善
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
、
継
続
雇
用
制
度

希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
こ
と
を
就
業
規

則
に
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
70
歳
以
降
も
、
基
準
を

設
け
て
、
年
齢
の
上
限
な
く
継
続
雇
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
4
月
か
ら

の
65
歳
定
年
制
の
導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

▼
賃
金
・
人
事
評
価
な
ど

仕
事
の
内
容
は
、
定
年
の
前
後
で
特
に
変
わ
る
こ
と

な
く
、
60
歳
定
年
後
も
、
60
歳
到
達
時
の
基
本
給
を
据

え
置
い
て
い
る
（
60
歳
到
達
ま
で
、
年
齢
給
と
し
て
の

切
り
下
げ
は
行
っ
て
い
な
い
）。
定
年
後
の
賞
与
は
、

正
職
員
の
75
％
と
し
て
い
る
。

な
お
、定
年
後
再
雇
用
の
職
員
に
つ
い
て
は
、プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
な
く
働
い
て
も
ら
い
た
い
こ
と
か
ら
、
目
標
管

理
な
ど
の
人
事
評
価
は
行
っ
て
い
な
い
。

▼�

在
宅
勤
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
採
用

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
ベ
テ
ラ
ン
職

員
が
多
く
在
籍
す
る
（
12
人
中
60
歳
以
上
6
人
）
相
談

部
門
（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
在
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
在

宅
勤
務
を
認
め
る
と
と
も
に
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を

採
用
し
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
合
わ
せ
た
働
き

方
、
労
働
時
間
を
自
ら
選
択
で
き
る
こ
と
で
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
介
護
助
手
制
度
の
導
入

介
護
業
務
の
機
能
分
化
と
質
の
向
上
、
高
齢
職
員
の

就
労
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
、「
介
護
助
手
」

制
度
を
導
入
し
た
。

こ
れ
は
、
２
０
１
７
年
に
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
介
護
業
務
の
う
ち
、
専
門
知
識
・
技
術
の
必
要

性
の
有
無
や
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
が
発
生
す
る
場

面
、時
間
帯
な
ど
を
現
場
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
整
理
し
て
、
※　�公益財団法人介護労働安定センター「令和4年度『介護労働実態調査』」より
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介
護
の
周
辺
業
務
の
切
り
出
し
を
行
い
、「
介
護
助
手
」

に
任
せ
る
こ
と
の
で
き
る
仕
事
・
役
割
・
責
任
を
明
確

化
。
そ
の
後
、
職
場
内
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
研
修
な

ど
を
重
ね
て
職
員
の
理
解
を
得
て
職
場
の
受
入
れ
体
制

を
整
備
し
、
高
齢
職
員
を
対
象
と
し
た
「
介
護
助
手
お

仕
事
相
談
会
」
の
開
催
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
９
年
８

月
に
介
護
助
手
を
採
用
。
現
在
、
７
人
の
中
高
年
職
員

が
介
護
助
手
と
し
て
働
い
て
い
る
。　

岐
阜
県
が
介
護
助
手
の
普
及
促
進
の
た
め
に
実
施
し

た
事
業
に
お
い
て
、
同
法
人
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
応
用
さ

れ
る
な
ど
、
同
法
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
県
内
に
広
く
展
開

さ
れ
て
い
る
。

▼�

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
人
財
育
成
・
活
躍
の
職
場
風
土

づ
く
り

２
０
１
５
年
よ
り「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
人
財
育
成・

活
躍
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新
た
な
組
織
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
取
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
い

る
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
結
婚
や
妊

娠
、
親
の
介
護
や
ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
年
金
の
こ
と
な
ど
、

自
身
の
大
き
な
分
岐
点
と
な
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
困
っ
た
と
き
の
相

互
協
力
に
向
け
た
職
場
風
土
の
改
善
、
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
な
げ
る
機
会
と
し
て
い
る
。

▼
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
と
職
場
の
整
理
整
頓

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
人
財
育
成・活
躍
の
一
環
と
し
て
、

業
務
の
見
え
る
化
、
標
準
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
年

齢
や
職
種
、
経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
理
解
し
や
す

い
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ル
ー
ル
を
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
ア
ド
バ
イ

ス
の
も
と
で
随
時
更
新
。
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
環
境

が
つ
ね
に
整
え
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、「
環

境
整
備
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
20
項
目
）」
を
作
成
し
、
月

に
１
回
、
内
部
監
査
を
各
部
署
相
互
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
「
環
境
整
備
」
の
取
組
み
で
は
、
四
つ
の
事
業
所

エ
リ
ア
ご
と
に
役
職
者
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
構
成
さ

れ
る
約
６
人
の
「
チ
ー
ム
」
を
設
け
、
４
チ
ー
ム
が
毎

月
１
回
、
ほ
か
の
エ
リ
ア
を
互
い
に
訪
問
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
改
善
提
案
が
な
さ
れ
、
多

く
の
場
合
チ
ー
ム
の
責
任
者
が
、
そ
の
場
で
対
応
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
部
監
査
と
業
務
改
善
、
職
場

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

同
法
人
で
重
視
し
て
い
る
取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。

▼�

中
高
年
職
員
を
対
象
と
し
た
教
育
訓
練
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
の
実
施

中
高
年
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
、
介
護
福
祉

士
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

お
よ
び
介
護
福
祉
士
対
策
講
座
を
毎
年
実
施
し
、
こ
れ

ま
で
に
中
高
年
職
員
16
人
が
受
講
し
て
い
る
。
ま
た
、

ベ
テ
ラ
ン
専
門
職
の
よ
り
長
期
的
な
就
労
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
受

験
対
策
講
座
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

▼
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
導
入

管
理
職
の
経
験
が
あ
り
、
特
に
管
理
・
指
導
能
力
に

優
れ
た
高
齢
職
員
を「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」に
任
命
。

直
属
の
上
司
や
管
理
職
と
は
違
う
立
場
で
気
軽
に
相
談

に
の
っ
て
も
ら
え
る
存
在
で
あ
り
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
層

か
ら
の
信
頼
は
厚
い
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
本
人
に

と
っ
て
も
、
管
理
職
と
い
う
立
場
か
ら
離
れ
て
後
進
育

成
に
か
か
わ
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、
健
康

管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
補
助
機
器
の
導
入

介
護
業
務
の
体
力
負
担
軽
減
の
た
め
、
各
施
設
で
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
介
護
補
助
機
器
を
導
入
し
て
い
る
。
利

用
者
の
見
守
り
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
夜
間
の
転

倒
防
止
の
た
め
に
頻
回
な
見
守
り
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

心
身
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
同
時
に
、
眠
り
の
状

況
を
モ
ニ
タ
ー
し
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
ケ
ア
の
質
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
職
員
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

▼
職
員
の
健
康
管
理
支
援

同
法
人
で
は
、
提
携
医
療
機
関
へ
の
受
診
費
用
と
し

て
、毎
月
上
限
５
０
０
０
円
を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
と
し
て
、
外
部
の
社
会
保
険
労

社会福祉法人フェニックス
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と
っ
て
も
、
管
理
職
と
い
う
立
場
か
ら
離
れ
て
後
進
育

成
に
か
か
わ
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、
健
康

管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
補
助
機
器
の
導
入

介
護
業
務
の
体
力
負
担
軽
減
の
た
め
、
各
施
設
で
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
・
介
護
補
助
機
器
を
導
入
し
て
い
る
。
利

用
者
の
見
守
り
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
夜
間
の
転

倒
防
止
の
た
め
に
頻
回
な
見
守
り
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

心
身
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
と
同
時
に
、
眠
り
の
状

況
を
モ
ニ
タ
ー
し
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
ケ
ア
の
質
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
職
員
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

▼
職
員
の
健
康
管
理
支
援

同
法
人
で
は
、
提
携
医
療
機
関
へ
の
受
診
費
用
と
し

て
、毎
月
上
限
５
０
０
０
円
を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
と
し
て
、
外
部
の
社
会
保
険
労

務
士
へ
の
個
別
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

希
望
に
応
じ
て
健
康
相
談
員
（
産
業
医
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、
保
健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
等
）
が
随

時
、健
康
に
対
す
る
不
安
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、必
要
に
応
じ
て
健
康
指
導
、運
動
指
導
、

栄
養
指
導
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
感
染
症
へ
の
対
策

と
し
て
無
料
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、
希
望

に
よ
り
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
を
推
奨
し
て
い

る
。

▼
孫
の
た
め
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

孫
の
世
話
を
す
る
高
齢
職
員
の
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ

内
託
児
所
（
企
業
主
導
型
保
育
施
設
）
お
よ
び
学
童
保

育
を
低
廉
な
費
用
（
１
時
間
１
５
０
円
）
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
家
庭
の
事
情
で
孫
を
預
か
る
場

合
に
も
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で
、
定

期
的
に
利
用
し
て
い
る
高
齢
職
員
も
多
い
。

（
4
）�

そ
の
他
の
取
組
み

同
法
人
で
運
営
す
る
二
つ
の
事
業
所
内
保
育
所
に
つ

い
て
、
職
員
に
は
「
託
児
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
ポ
イ
ン

ト
制
」
を
適
用
し
て
い
る
。
資
格
の
有
無
や
、
土
日
・

祝
日
勤
務
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト
を
加
算
。
高
ポ
イ
ン
ト
の

職
員
ほ
ど
託
児
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額
が
低

く
な
る
と
い
う
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
全
職
員
に
地
元
の
提
携
店
舗
で
使
え
る
法
人

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
誕
生
月
に
贈
呈
し
、

職
員
の
福
利
厚
生
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
も
寄
与
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
通
り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
人
財
育

成
・
活
躍
の
職
場
風
土
づ
く
り
と
し
て
、
若
手
30
～
40

人
を
対
象
に
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」、「
地

域
共
生
」の
理
念
に
基
づ
い
た
多
彩
な
取
組
み
に
よ
り
、

２
０
１
１
年
に
は
「
第
１
回
岐
阜
県
子
育
て
支
援
エ
ク

セ
レ
ン
ト
企
業
（
現
『
岐
阜
県
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
推
進
エ
ク
セ
レ
ン
ト
企
業
）』」
に
選
定
。
２
０

１
３
年
に
は
内
閣
府
「
子
ど
も
と
家
族
・
若
者
応
援
団

表
彰
」
で
「
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
の
表
彰
を
受
け
た
。

（
5
）�

高
齢
職
員
の
声

最
高
齢
職
員
の
後
藤
き
み
子
さ
ん
（
81
歳
）
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
入
居
者
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
清

掃
な
ど
を
担
当
。
週
４
～
５
回
の
半
日
勤
務
を
こ
な
し

て
お
り
、「
こ
の
職
場
に
来
る
と
、
み
ん
な
に
会
え
て

楽
し
い
。
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

（
6
）
今
後
の
課
題

同
法
人
で
は
、
２
０
１
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
型
人
財
育
成
・
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
、
さ
ら
に
内
容
を
深
め
な
が
ら
取
組
み
を
進
め
る
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
・
経
験
か
ら
、
高
齢
職
員

に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
は
、
障
害
の
あ
る
職

員
や
外
国
籍
の
職
員
な
ど
、
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
環
境
・
設

備
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、
職
場
に
お
け
る
各
種
制
度

の
運
用
・
表
示
ル
ー
ル
を
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
、

わ
か
り
や
す
く
可
視
化
し
、
職
員
全
員
が
理
解
で
き
る

こ
と
を
目
ざ
し
て
い
く
と
い
う
。
な
に
よ
り
も
、
年
齢

や
性
別
、
国
籍
、
文
化
的
背
景
、
個
人
の
特
性
な
ど
、

ス
タ
ッ
フ
が
互
い
の
違
い
を
尊
重
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
思
い
や
り
、
支
え
合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
全
体

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
ざ
す
、
い
わ
ば
共

生
型
人
材
育
成
・
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
模

索
し
な
が
ら
、
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
の
理
念「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
イ
」を
掲
げ
、

グ
ル
ー
プ
総
力
で
新
た
な
高
み
を
目
ざ
し
て
い
く
。
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板
いた

津
づ

規
き

矩
く

子
こ

さん（75歳）

特別養護老人ホームで働く、
最高齢の後藤きみ子さん（81歳）



ⅠⅠ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

井
上
機
工
株
式
会
社
は
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年

静
岡
県
富
士
宮
市
で
創
業
。
熱
交
換
器
用
パ
イ
プ
加
工

事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
空
調
機
器
な
ど
の
電
気
部
品

組
立
て
な
ど
、
徐
々
に
業
容
を
拡
大
し
、
現
在
は
家
庭

用
・
業
務
用
エ
ア
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

空
調
機
器
に
、
同
社
の
製
品
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
し
て
お
り
、
70
歳
以
上
の
社
員
も
多
く

在
籍
し
て
い
る
。
高
齢
社
員
を
戦
力
と
し
て
と
ら
え
る
と

と
も
に
、
働
く
側
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
短
時
間
勤
務
や
短

日
勤
務
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
推
進
。
こ
う
し
た
工
夫
は
、
高
齢
社
員
は
も

と
よ
り
働
く
若
手
社
員
に
も
好
評
で
あ
り
、
女
性
社
員

の
積
極
的
な
活
用
（
58
人〈
全
社
員
の
約
30
％
〉）
に
も

力
を
入
れ
る
な
ど
、
だ
れ
も
が
活
き
活
き
と
働
け
る
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

P

O

I

N

T

1�

経
験
豊
富
な
高
齢
社
員
を
貴
重
な
人
材
と
位
置
づ

け
、
他
社
の
定
年
退
職
者
、
早
期
退
職
者
を
中
途
採

用
し
、
そ
の
経
験
や
技
術
を
最
大
限
に
活
用
。
旧
型

機
械
を
稼
働
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
外
注

し
て
い
た
治
具
製
作
の
内
製
化
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
に
成
功
し
た
。
コ
ス
ト
削
減
と
、
内
製
化
に
よ
る

短
納
期
を
実
現
し
、生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

2�

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
職
場

環
境
や
就
業
形
態
に
最
大
限
に
配
慮
し
、
通
院
や
介

護
な
ど
、
個
別
の
事
情
を
抱
え
る
高
齢
社
員
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

3�

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
業
務
の
貢
献
度
に
応
じ
て
評

価
し
処
遇
に
反
映
。
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

4�

安
全
対
策
に
高
齢
社
員
の
経
験
を
活
用
。
衛
生
管
理

井
上
機
工

株
式
会
社
（
静
岡
県
富ふ

士じ
の

宮み
や

市
）

高
齢
社
員
を
戦
力
と
し
て
活
用
し

生
涯
現
役
で
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
推
進

井上機工株式会社
（静岡県富士宮市）

 創業　1966（昭和41）年
 業種　空調用配管部品の製造（電気機械器具製造業）
 社員数　 197人（2023年4月1日現在）
  60歳以上　67人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 11人 （5.6％）

 65～69歳 18人 （9.1％）
 70歳以上 38人  （19.3％）

 定年・継続雇用制度
定年60歳。希望者全員65歳まで再雇用、その後基準を設け
て70歳まで継続雇用。以降も運用により一定条件で年齢上
限なく継続雇用。現在の最高年齢者は83歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和 5年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

厚生労働大臣表彰

優秀賞

2023.10 16
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者
の
資
格
保
持
者
の
な
か
に
は
70
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
社

員
も
お
り
、
衛
生
管
理
者
と
し
て
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
若
手
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

ⅡⅡ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

１
９
６
６
年
創
業
の
同
社
は
、
熱
交
換
器
用
パ
イ
プ

加
工
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
１
９
７
４
年
に
有
限
会

社
井
上
機
工
を
設
立
。
１
９
７
９
年
に
株
式
会
社
に
組

織
変
更
を
行
い
、
近
年
は
省
エ
ネ
技
術
の
研
究
開
発
に

も
取
り
組
む
な
ど
、
着
々
と
業
容
を
拡
大
し
、
現
在
は

空
調
機
配
管
部
品
、
給
湯
器
配
管
部
品
、
列
車
用
熱
交

換
器
配
管
部
品
を
製
造
し
て
い
る
。
特
に
エ
ア
コ
ン
や

鉄
道
車
両
向
け
熱
交
換
器
（
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
）
に
使
用

さ
れ
る
銅
パ
イ
プ
加
工
を
得
意
と
し
、
家
庭
用
・
業
務

用
エ
ア
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
空
調
機
器
な
ど
に
同
社

の
製
品
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

同
社
の
製
品
に
触
れ
る
機
会
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

ⅢⅢ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

現
在
、
同
社
の
60
歳
以
上
の
社
員
比
率
は
34
％
で
、

製
造
部
門
を
中
心
に
67
人
の
高
齢
社
員
が
各
職
場
で
活

躍
し
て
い
る
。
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
、
そ

の
後
基
準
を
設
け
て
70
歳
ま
で
継
続
雇
用
す
る
こ
と
を

就
業
規
則
に
明
記
。
以
降
も
運
用
に
よ
り
一
定
条
件
の

も
と
、
年
齢
の
上
限
な
く
継
続
雇
用
し
て
い
る
た
め
、

生
涯
現
役
で
働
く
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

70
歳
以
上
の
高
齢
社
員
は
38
人
で
、
全
社
員
の
20
％

弱
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
若
年
者
の
採
用
お
よ
び
定
着

率
が
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
ち
早
く
高
齢
者
の
活
用

に
着
目
し
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
以
降
、
他
社
の

定
年
退
職
者
や
早
期
退
職
者
を
中
途
採
用
者
と
し
て
多

く
受
け
入
れ
た
た
め
で
あ
り
、
前
職
の
経
験
や
ス
キ
ル

を
発
揮
し
て
い
る
。
最
高
年
齢
の
83
歳
の
社
員
は
パ
イ

プ
の
手
曲
げ
加
工
に
従
事
し
、
経
験
を
要
す
る
重
要
な

役
割
を
に
な
っ
て
い
る
。

ⅣⅣ
改
善
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
、
継
続
雇
用
制
度

定
年
60
歳
、
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
再
雇
用
し
、
65

歳
以
降
は
基
準
を
設
け
有
期
フ
ル
タ
イ
マ
ー
、
あ
る
い

は
有
期
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
再
雇
用
す
る
。
65
歳

以
降
は
能
力
、
担
当
す
る
仕
事
の
比
重
、
生
活
ス
タ
イ

ル
お
よ
び
健
康
診
断
の
状
況
に
応
じ
、
希
望
を
ふ
ま
え

た
う
え
で
雇
用
形
態
を
個
々
に
設
定
し
、会
社
貢
献
度
、

ス
キ
ル
に
応
じ
て
処
遇
が
決
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
70
歳

以
降
も
、
業
務
に
差
支
え
が
な
い
か
ぎ
り
、
年
齢
上
限

な
く
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
他
社
を
定
年

退
職
し
た
中
途
採
用
者
の
受
入
れ
も
多
い
。
現
在
、
多

く
の
高
齢
社
員
が
働
き
活
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定

年
延
長
を
検
討
し
て
い
る
。

▼
賃
金
制
度

再
雇
用
者
の
賃
金
制
度
に
は
月
給
制
、日
給
月
給
制
、

時
給
制
が
あ
り
、
再
雇
用
時
の
面
談
に
て
、
働
く
側
の

希
望
に
応
じ
て
業
務
内
容
や
役
割
も
含
め
勤
務
形
態
を

決
定
し
、
各
人
の
貢
献
度
、
ス
キ
ル
保
有
状
況
に
応
じ

て
、
給
与
形
態
を
決
定
す
る
。
以
前
、
有
期
雇
用
者
は

す
べ
て
同
じ
時
給
額
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
評
価
に
よ

り
金
額
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持・向
上
を
図
り
、
自
己
研
鑽
を
う
な
が
し
て
い
る
。

▼�

中
途
採
用
者

同
社
は
高
齢
者
を
含
め
中
途
採
用
者
を
数
多
く
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
入
社
前
に
職
場
見
学
を
し
て
も
ら
う

こ
と
が
定
着
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
実
際
に
仕

事
内
容
を
見
る
こ
と
で
、
本
人
か
ら
そ
れ
ま
で
の
経
験

や
保
有
資
格
に
応
じ
、
で
き
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
る
こ

と
も
多
く
、適
性
に
応
じ
た
配
置
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
社
員
が
活
き
活
き
働
い
て
い
る
姿
を
見

て
、「
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
自
分
ら
し
く
働
け
る
職
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場
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
定
着
率

が
高
ま
る
と
い
う
好
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

▼�

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
多
様
な
勤
務
形
態
の

実
現

同
社
で
は
65
歳
以
上
の
社
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望

す
る
働
き
方
を
考
慮
し
、
多
様
な
勤
務
形
態
を
可
能
に

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
通
院
す
る
た
め
に
４
時
間
勤
務

を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
の
場
合
、
午
前
4
時
間
勤
務

者
と
午
後
4
時
間
勤
務
者
の
二
人
で
一
人
分
と
し
て
働

い
て
も
ら
っ
て
い
る
ほ
か
、
５
・
５
時
間
の
勤
務
時
間

を
希
望
す
る
者
が
一
定
数
い
る
場
合
は
、
５
・
５
時
間

勤
務
の
製
造
ラ
イ
ン
を
結
成
す
る
な
ど
、
柔
軟
に
対
応

し
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
面
談
実
施
と
５
段
階
評
価
制
度

全
社
員
を
対
象
と
し
た
評
価
制
度
が
あ
り
、
正
社
員

は
上
長
と
役
職
者
、
非
正
規
社
員
は
上
長
に
よ
る
面
談

を
ふ
ま
え
て
評
価
さ
れ
、
時
給
や
手
当
に
反
映
し
て
い

る
ほ
か
、功
績
が
高
い
社
員
に
は
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

定
年
後
再
雇
用
の
社
員
に
対
し
て
も
、
責
任
の
あ
る
仕

事
を
任
せ
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を
防
い

で
い
る
。
ま
た
、
再
雇
用
の
社
員
の
お
も
な
業
務
内
容

と
し
て「
後
進
の
育
成
」を
就
業
規
則
に
定
め
て
お
り
、

メ
ン
タ
ー
と
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
日
々
、
後
輩

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

▼
高
齢
社
員
の
呼
称

元
役
職
者
や
高
い
技
術
を
持
っ
た
高
齢
社
員
に
は
、

「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」、「
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
呼

称
を
与
え
、
部
下
育
成
に
注
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

同
時
に
現
場
の
管
理
に
追
わ
れ
る
上
長
の
サ
ポ
ー
ト
役

も
に
な
っ
て
い
る
。

▼
ペ
ア
就
労
に
よ
る
技
術
の
伝
承

ろ
う
付
け
な
ど
、高
い
技
術・技
能
を
要
す
る
業
務
は
、

高
齢
社
員
と
若
手
社
員
が
ペ
ア
と
な
り
、
一
緒
に
作
業

を
行
う
こ
と
で
、
技
術
や
技
能
の
継
承
を
図
っ
て
い
る
。

▼
表
彰
制
度

全
社
員
を
対
象
に
、
品
質
、
安
全
、
環
境
に
関
す
る

標
語
を
募
集
し
表
彰
し
て
い
る
ほ
か
、
品
質
改
善
提
案

制
度
、
永
年
勤
続
に
対
す
る
表
彰
制
度
な
ど
を
設
け
、

一
時
金
や
記
念
品
な
ど
を
授
与
し
て
い
る
。
品
質
不
良
な

ど
の
発
見
や
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
改
善
提
案
な
ど
、

表
彰
内
容
に
よ
っ
て
は
処
遇
に
反
映
す
る
場
合
も
あ
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、
健
康

管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
健
康
へ
の
配
慮

高
齢
者
が
多
い
職
場
で
あ
る
た
め
、
作
業
前
の
体
調

確
認
の
ほ
か
、
普
段
か
ら
社
員
の
体
調
に
つ
い
て
話
を

聞
く
な
ど
、日
ご
ろ
の
確
認
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
、

社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
社
員
間
で
体
調
不
良
者
に
気
づ
く
な
ど
、
事
故

や
病
気
の
未
然
防
止
に
つ
な
げ
て
い
る
。

▼
作
業
環
境
の
改
善

高
齢
者
や
障
害
者
は
、
体
温
調
節
が
む
ず
か
し
い
場

合
や
、体
調
の
変
化
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、

空
調
設
備
を
整
え
る
と
と
も
に
、
熱
中
症
予
防
の
た
め

井上機工株式会社

2023.10 18

熱中症予防のため、各職場にWBGT指数計
を設置

体力が低下している高齢社員や下肢に障害の
ある社員が座って作業できるよう改善を実施

立ち仕事メインの作業負担を軽減するため、
足元に疲労軽減マットを導入
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Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指
数
）
指
数
計
を
各
職
場
に
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
立
ち
仕
事
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
疲

労
軽
減
マ
ッ
ト
の
活
用
や
、
加
齢
に
よ
り
立
ち
仕
事
が

困
難
に
な
っ
た
高
齢
社
員
、
下
肢
に
障
害
の
あ
る
社
員

に
つ
い
て
は
、
作
業
姿
勢
を
見
直
し
、
座
っ
た
ま
ま
で

作
業
が
可
能
な
よ
う
に
改
善
し
た
。
な
お
、
座
り
作
業

時
に
キ
ャ
ス
タ
ー
が
滑
り
や
す
い
状
態
で
あ
っ
た
た

め
、
す
べ
て
ブ
レ
ー
キ
つ
き
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に
変
更
す

る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
照
度
不
足
で
手
元
を
見
よ
う
と
す
る
こ

と
に
よ
る
姿
勢
の
悪
化
を
原
因
と
す
る
腰
痛
の
予
防
、

眼
精
疲
労
対
策
の
た
め
、
職
場
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更

す
る
と
と
も
に
、
電
気
代
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し

て
い
る
。

▼
安
全
衛
生

中
途
採
用
者
で
衛
生
管
理
者
の
資
格
を
持
つ
高
齢
社

員
が
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
発
揮
し
、
車
両
や

機
械
と
の
衝
突
事
故
や
つ
ま
ず
き
に
よ
る
転
倒
を
防
止

す
る
た
め
、
広
い
通
路
の
確
保
、
階
段
へ
の
手
す
り
・

滑
り
止
め
の
設
置
な
ど
、
各
所
に
工
夫
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
は
じ
め
、
月
１
回
行

わ
れ
る
安
全
衛
生
委
員
会
で
は
、
各
職
場
か
ら
代
表
者

を
一
人
ず
つ
選
出
し
、
各
職
場
の
問
題
点
を
議
題
に
検

討
し
、
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

▼
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

年
末
調
整
の
電
子
化
、
給
与
明
細
の
ウ
ェ
ブ
化
を

行
っ
た
際
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
高
齢

社
員
に
対
し
て
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
だ
れ
も
が

Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

▼
福
利
厚
生

高
齢
社
員
が
多
い
職
場
で
あ
る
た
め
、
連
絡
事
項
に

つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器
で
は

な
く
、
掲
示
板
を
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
広
場
」と
い
う
休
憩
所
を
設
け
、

ワ
ン
コ
イ
ン
で
購
入
で
き
る
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て

い
る
ほ
か
、
夏
場
の
シ
ャ
ワ
ー
ミ
ス
ト
の
導
入
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
快
適
に
休
憩
で
き
る
環
境
を
整
備
。
社

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

（
４
）
高
齢
社
員
の
声　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
渡わ

た

辺な
べ

心し
ん

一い
ち

さ

ん
（
66
歳
）
は
、「
習
得
し
た
技
術
や
知
識
を
活
か
し
、

後
進
の
指
導
を
中
心
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
役
割
を
に

な
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
利
厚
生
も
充
実
し
て
お
り
、
働
き
が
い
が
あ

り
ま
す
」
と
話
す
。

最
高
齢
社
員
の
吉よ

し

野の

文ぶ
ん

一い
ち

さ
ん
（
83
歳
）
は
、「
採

用
さ
れ
て
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
83
歳
と
い
う
高
齢
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
働
く
場
所
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る
。

（
５
）
今
後
の
課
題

多
く
の
高
齢
社
員
が
活
躍
し
て
い
る
同
社
だ
が
、
今

後
の
課
題
と
し
て
、
男
性
社
員
の
育
児
休
暇
取
得
の
促

進
、
そ
し
て
女
性
の
活
躍
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。
男
性

の
育
休
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
8
月

時
点
で
２
人
の
取
得
実
績
が
あ
る
が
、
若
手
社
員
が
仕

事
と
家
庭
を
両
立
し
て
い
け
る
よ
う
、
取
組
み
を
強
化

し
て
い
く
方
針
だ
。
ま
た
、
全
社
員
の
約
３
分
の
１
が

女
性
で
あ
り
、
各
部
署
で
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

活
か
し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、
今
後
も
女
性
の
採
用
を

進
め
、
さ
ら
な
る
活
躍
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

高
齢
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
多
様
な
働
き
方
を
実
現

し
て
い
る
井
上
機
工
。
人
材
の
い
っ
そ
う
の
活
躍
に
向

け
、
新
た
な
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。
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ⅠⅠ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

弥
生
交
通
株
式
会
社
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
10

月
に
、
旅
客
自
動
車
運
送
業
と
し
て
東
京
都
中
野
区
に

て
創
業
し
た
。
以
来
「
お
客
様
の
足
と
し
て
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
」
を
企
業
理
念
に
掲
げ
事
業
を
展
開
し
て

き
た
。
同
社
で
は
、
徹
底
的
な
労
務
管
理
と
事
故
防
止

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
公
益
財
団
法
人
東
京
タ
ク

シ
ー
セ
ン
タ
ー
が
「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
」・「
安
全
・
運

行
管
理
」・「
経
営
姿
勢
」
の
視
点
か
ら
評
価
を
行
う
法

人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
評
価
制
度
に
お
い
て
、
15
年
以

上
連
続
で
優
良
事
業
者
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
安
全
な

運
行
管
理
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
契
約
更
新
時

に
は
視
力
や
認
知
生
活
機
能
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施

し
、
産
業
医
の
判
断
を
仰
ぐ
な
ど
、
安
全
性
を
担
保
し

て
い
る
。
ま
た
、
加
齢
に
よ
る
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
年
齢
に
応
じ
て
更
新
期
間
を
細
か
く
設
定
す
る
な

ど
、
全
社
を
あ
げ
て
高
齢
者
が
長
く
働
け
る
職
場
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

P

O

I

N

T

1�

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
に
定
年
を
65
歳
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
基
準
を
設
け
て
年
齢
上
限
な

し
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
た
。

2�

社
内
で
雇
用
形
態
や
年
齢
を
問
わ
ず
幅
広
い
従
業
員

が
参
画
す
る
賃
金
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
賃
金
制
度

を
検
討
、
改
定
す
る
こ
と
で
、
評
価
基
準
も
細
分
化

さ
れ
、
よ
り
納
得
性
の
あ
る
賃
金
制
度
と
し
た
。

3�

多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入
に
よ
り
、
高
齢
社
員
が
長

い
期
間
働
け
る
環
境
を
整
備
し
た
。
希
望
す
れ
ば
短

時
間
勤
務
や
始
業
・
終
業
時
刻
の
選
択
が
可
能
で
、

高
齢
社
員
が
自
分
に
適
し
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

4�

研
修
の
実
施
、
接
客
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
若

手
社
員
の
相
談
役
に
任
命
す
る
な
ど
、
高
齢
社
員
が

弥
生
交
通

株
式
会
社
（
東
京
都
中
野
区
）

高
齢
社
員
の
安
心
・
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に

長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進

弥生交通株式会社
（東京都中野区）

 創業　1961（昭和36）年
 業種　一般乗用旅客運送事業（タクシー）
 社員数　 92人（2023年4月1日現在）
  60歳以上　44人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 11人 （12.0％）

 65～69歳 12人 （13.0％）
 70歳以上 21人  （22.8％）

 定年・継続雇用制度
定年65歳。その後基準を設けて70歳まで再雇用、以降も基
準を設けて年齢上限なく継続雇用している。現在の最高年
齢者は82歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和 5年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
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活
躍
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

5�

感
染
症
対
策
や
健
康
管
理
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

事
故
防
止
教
育
の
実
施
、
認
知
・
生
活
機
能
対
策
な

ど
、
徹
底
し
た
労
務
管
理
と
事
故
防
止
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

ⅡⅡ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

同
社
は
、
１
９
６
１
年
10
月
30
日
に
、
一
般
乗
用
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
と
し
て
タ
ク
シ
ー
15
台
、
ハ
イ

ヤ
ー
５
台
で
創
業
し
た
。
以
来
、「
お
客
様
の
足
と
し

て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
企
業
理
念
に
掲
げ
事
業

を
展
開
し
て
き
た
。

１
９
８
９
年
７
月
１
日
に
、
業
界
大
手
で
あ
る
国
際

自
動
車
株
式
会
社
の
業
務
提
携
会
社
（
現
在
は
パ
ー
ト

ナ
ー
会
社
）
と
し
て
km
グ
ル
ー
プ
※
に
加
入
し
た
。
労

務
管
理
と
事
故
防
止
を
徹
底
し
、
弥
生
交
通
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
「
安
全
安
心
な
運
行
」
に
沿
っ
て
、
現
在

は
51
台
の
タ
ク
シ
ー
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
社
会
貢
献
を
目

ざ
し
て
い
る
。

ⅢⅢ
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
4
月
1
日
現
在
、
全
社
員

（
92
人
）
に
占
め
る
60
歳
以
上
の
社
員
の
割
合
は
44
人
で

全
体
の
約
48
％
を
占
め
て
い
る
。
う
ち
70
歳
以
上
の
社

員
は
21
人
で
約
23
％
と
、
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

最
高
年
齢
者
は
82
歳
で
、
運
行
管
理
補
助
者
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
。
平
均
年
齢
は
59
歳
と
高
く
、
職
種
の
内

訳
は
乗
務
員
80
人
、運
行
管
理
者（
補
助
者
含
む
）７
人
、

整
備
士
４
人
、
事
務
職
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
と
い
う
時
代
の
波
を
受
け
、
同
社
で
も

社
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
２
０
１
９
年
３
月
に
は
社
員

の
平
均
年
齢
が
60
歳
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ

ま
で
も
心
身
に
問
題
が
な
け
れ
ば
実
質
的
に
年
齢
の
上

限
な
く
再
雇
用
を
行
っ
て
い
た
が
、
定
年
が
60
歳
で

あ
っ
た
た
め
、
実
情
と
合
わ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
同

社
は
事
業
を
継
続
す
る
う
え
で
、
高
齢
社
員
の
経
験
や

知
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
や
、
さ
ら
な
る
高
齢

化
が
進
む
こ
と
を
考
え
、
２
０
１
９
年
４
月
に
定
年
制

を
改
定
し
、
65
歳
定
年
制
を
導
入
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
減
少
し
た
時
期
に
、
社

員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
賃
金
制
度
に
改
定
し
た
。
勤

務
形
態
に
つ
い
て
も
、
各
社
員
が
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
勤
務
形
態
、
始
業
・
終
業
時
刻
を
選

択
で
き
る
よ
う
改
定
す
る
な
ど
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
の
取
組
み
は
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ⅣⅣ
改
善
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
制
の
改
定

２
０
１
９
年
４
月
に
定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳
に
変
更
、

定
年
後
は
、
健
康
状
態
な
ど
に
問
題
が
な
け
れ
ば
70
歳

ま
で
再
雇
用
し
、さ
ら
に
そ
の
後
も
本
人
の
希
望
や
適
性
、

心
身
の
健
康
、
評
価
な
ど
を
み
て
、
年
齢
の
上
限
な
く
継

続
雇
用
を
行
っ
て
い
る
。
再
雇
用
す
る
際
は
全
員
に
認
知

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
（
そ
の
後
は
契
約
更
新
ご
と

に
実
施
）
し
産
業
医
に
判
断
を
仰
ぐ
。
ま
た
、
65
歳
以

上
は
１
年
ご
と
に
、
70
歳
以
上
は
半
年
ご
と
に
、
75
歳

以
上
は
3
カ
月
ご
と
に
健
康
状
態
や
、
交
通
事
故
発
生

状
況
な
ど
も
加
味
し
た
面
談
を
行
い
な
が
ら
更
新
を
確

認
し
て
い
る
。
定
年
年
齢
の
引
上
げ
に
よ
り
、
60
歳
以

上
の
未
経
験
者
を
採
用
す
る
窓
口
が
広
が
っ
た
。

▼
賃
金
制
度
の
改
定

賃
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務

士
な
ど
と
相
談
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
社
内
で
賃
金
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
委
員
会
に
は
正
社
員
や
有
期
雇

用
契
約
社
員
、
短
時
間
労
働
契
約
社
員
（
定
時
制
）、

若
手
か
ら
中
高
齢
社
員
ま
で
、
雇
用
形
態
や
年
齢
を
問

わ
ず
幅
広
く
人
選
し
、
全
社
員
に
委
員
会
を
発
足
し
た

旨
を
報
告
、
同
意
を
得
て
数
回
の
検
討
会
議
を
実
施
し

た
。
改
定
に
あ
た
っ
て
は
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
配
慮

し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
で
、
社
員
に
と
っ

て
よ
り
納
得
性
の
あ
る
賃
金
制
度
と
し
た
。

※　�km（ケイエム）グループ……国際自動車グループ（タクシー、ハイヤー、バス、整備）を中心にタクシー30社・4,800台を有するグループ
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賞
与
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ス
査
定
し
て
ほ

し
い
項
目
、
マ
イ
ナ
ス
査
定
も
や
む
な
し
と
考
え
る
項
目

を
賃
金
委
員
か
ら
募
り
、
そ
れ
を
細
か
く
分
類
。
加
点
項

目
に
表
彰
関
係
、
社
会
的
貢
献
度
（
人
命
救
助
）、
お
客

さ
ま
評
価
、
配
車
の
了
解
率
な
ど
を
加
え
、
社
員
の
が
ん

ば
り
が
賞
与
に
反
映
さ
れ
る
形
と
し
た
。
高
齢
社
員
も

若
手
社
員
も
同
じ
目
線
で
評
価
し
、
全
社
員
が
納
得
の
い

く
賃
金
制
度
と
な
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
た
。

▼�

多
様
な
勤
務
形
態
・
短
時
間
勤
務
の
導
入

こ
れ
ま
で
の
、
隔
日
勤
務
、
昼
日
勤
勤
務
、
夜
日
勤
勤

務
の
三
つ
の
勤
務
形
態
に
対
し
て
、
勤
務
形
態
ご
と
に
始

業
終
業
時
刻
の
選
択
肢
を
大
幅
に
増
や
し
、
自
分
に
合
っ

た
時
間
で
出
勤
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
希
望
す
れ

ば
短
時
間
（
週
30
時
間
未
満
勤
務
）
に
変
更
す
る
こ
と

も
可
能
と
し
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
充
実
し
た
研
修
支
援
の
実
施

全
社
員
を
対
象
に
毎
月
２
回
、
全
体
補
習
教
育
を
実

施
し
て
い
る
が
、
２
回
に
分
け
る
こ
と
で
全
員
が
受
講

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
・
中
途
（
km
グ

ル
ー
プ
未
経
験
）採
用
者
を
対
象
に
、接
遇
や
事
故
防
止
、

地
理
実
習
研
修
な
ど
5
日
間
の
メ
ニ
ュ
ー
で
行
う
km
グ

ル
ー
プ
独
自
の
研
修
を
実
施
。
さ
ら
に
、
車
い
す
に
座
っ

た
ま
ま
乗
車
で
き
る
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
や
、
自

社
に
て
車
い
す
取
扱
い
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

▼�

接
客
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
指
導
教
育

独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
作
成
し
、
社
員
一
人
ひ
と

り
が
質
の
高
い
接
客
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

▼
若
手
社
員
の
相
談
役
に
任
命

ベ
テ
ラ
ン
乗
務
員
を
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
若
手
乗

務
員
の
相
談
役
に
任
命
し
て
い
る
。
売
上
げ
を
伸
ば

す
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
伝
授
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
若

手
乗
務
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
離
職
防
止
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
高
齢
社
員
に
と
っ
て
も
新

た
な
役
割
の
付
与
に
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上

し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、
健
康

管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
タ
ク
シ
ー
車
内
設
備
の
デ
ジ
タ
ル
化

従
来
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ

ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
た
が
、

よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
変
更
し
た
。
高
齢
社
員
に
と
っ
て
、
い

ま
ま
で
は
機
器
操
作
に
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
し
た
こ
と
で
「
字
も
大
き
く
な
り
操
作
も
わ

か
り
や
す
く
楽
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

▼
感
染
症
対
策

決
済
端
末
機
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
で
操
作
で
き
る
よ

う
に
し
、
決
済
端
末
へ
の
カ
ー
ド
挿
入
、
タ
ッ
チ
操
作

を
お
客
さ
ま
自
身
が
行
い
、
や
り
取
り
が
な
く
な
る
よ

う
に
し
た
こ
と
で
、
感
染
症
な
ど
の
予
防
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
運
転
席
ガ
ー
ド
や
低
濃
度
オ
ゾ

ン
発
生
器
、
空
気
清
浄
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
で

車
内
の
空
気
清
浄
と
汚
染
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
感
染
症
対
策
の
取
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
で
高

齢
社
員
の
業
務
上
の
不
安
が
軽
減
さ
れ
た
。

▼
健
康
管
理
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

点
呼
は
毎
日
必
ず
、
対
面
点
呼
と
集
団
点
呼
を
実
施

し
、
体
調
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
健
康
診
断

は
年
に
２
回
、
雇
用
形
態
や
年
齢
に
関
係
な
く
全
社
員

に
実
施
し
て
い
る
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
は
、

健
康
診
断
実
施
医
療
機
関
に
年
1
回
試
問
と
解
析
を
依

頼
し
、体
調
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

月
に
１
度
、
産
業
医
の
健
康
相
談
を
実
施
し
健
康
管
理

に
努
め
て
い
る
。

弥生交通株式会社
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出庫前に必ず実施している
車両点検の様子

字が大きく操作しやすい車両タブレットとメーター機



特集

地
理
実
習
研
修
な
ど
5
日
間
の
メ
ニ
ュ
ー
で
行
う
km
グ

ル
ー
プ
独
自
の
研
修
を
実
施
。
さ
ら
に
、
車
い
す
に
座
っ

た
ま
ま
乗
車
で
き
る
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
や
、
自

社
に
て
車
い
す
取
扱
い
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

▼�

接
客
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
指
導
教
育

独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
作
成
し
、
社
員
一
人
ひ
と

り
が
質
の
高
い
接
客
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

▼
若
手
社
員
の
相
談
役
に
任
命

ベ
テ
ラ
ン
乗
務
員
を
、
伸
び
悩
ん
で
い
る
若
手
乗

務
員
の
相
談
役
に
任
命
し
て
い
る
。
売
上
げ
を
伸
ば

す
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
伝
授
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
若

手
乗
務
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
離
職
防
止
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
高
齢
社
員
に
と
っ
て
も
新

た
な
役
割
の
付
与
に
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上

し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、
健
康

管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
タ
ク
シ
ー
車
内
設
備
の
デ
ジ
タ
ル
化

従
来
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ

ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
た
が
、

よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
変
更
し
た
。
高
齢
社
員
に
と
っ
て
、
い

ま
ま
で
は
機
器
操
作
に
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
し
た
こ
と
で
「
字
も
大
き
く
な
り
操
作
も
わ

か
り
や
す
く
楽
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

▼
感
染
症
対
策

決
済
端
末
機
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
で
操
作
で
き
る
よ

▼
事
故
防
止
対
策
と
認
知
・
生
活
機
能
対
策

月
２
回
の
全
体
補
習
教
育
で
は
、
事
故
防
止
の
徹
底

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像

や
年
齢
別
の
交
通
事
故
要
因
の
分
析
、
実
際
の
交
通
事

故
の
解
説
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
を
実
施

し
、
安
全
・
安
心
へ
の
気
づ
き
を
喚
起
し
て
い
る
。

一
方
、
65
歳
以
上
の
社
員
を
対
象
に
、
再
雇
用
契
約

更
新
時
に
、
産
業
医
か
ら
運
動
機
能
お
よ
び
認
知
症
に

関
す
る
質
問
票
の
提
供
を
受
け
て
、
健
康
状
況
を
確
認

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
認
知
症

な
ど
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
る
。
問
題
が
発
生
し

た
場
合
は
、
産
業
医
へ
の
相
談
や
か
か
り
つ
け
医
へ
の

受
診
を
う
な
が
し
て
い
る
。

▼
福
利
厚
生

休
憩
室
や
仮
眠
室
、
浴
室
を
設
置
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
、
親
睦
会
な
ど
が
主
催
し
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
や
歓
送
迎
会
を
開
催
し
て
い
た
が
、
現
在

は
、
研
修
が
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

場
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）�

そ
の
他
の
取
組
み

▼
普
通
救
命
講
習

３
年
に
１
度
、
普
通
救
命
講
習
を
全
社
員
に
実
施
し

て
い
る
。
同
社
に
は
応
急
手
当
普
及
員
が
い
る
た
め
、

中
野
消
防
署
長
よ
り
自
社
講
習
の
許
可
を
得
て
い
る
。

管
内
で
最
初
に
自
社
講
習
の
許
可
を
得
た
事
業
所
と

な
っ
た
。
講
師
は
応
急
手
当
普
及
員
が
務
め
、
講
習
も

社
内
で
実
施
す
る
た
め
、「
楽
し
く
真
剣
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
」
と
社
員
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

▼
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
と
優
良
認
定

同
社
は
国
土
交
通
省
が
創
設
し
た
、
自
動
車
運
送
事

業
者
の
「
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
（
働
き

や
す
い
職
場
認
証
制
度
）」の
審
査
で
、二
つ
星
基
準（
現

在
の
最
高
評
価
）
に
合
格
し
、
15
年
以
上
連
続
で
、
公

益
財
団
法
人
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
優
良
事

業
所
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

▼
救
命
褒
賞

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
マ
イ
タ
ク
シ
ー
（
陣
痛
タ
ク
シ
ー
）

の
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
消
防
署
よ
り
救
命
褒
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
マ
イ
タ
ク
シ
ー
と
は
、

出
産
す
る
病
院
な
ど
を
事
前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と

で
、
陣
痛
時
の
送
迎
講
習
を
受
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
24

時
間
い
つ
で
も
陣
痛
時
に
迎
え
に
行
き
、
道
案
内
な
し

で
病
院
に
送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

▼
表
彰
制
度

年
に
１
回
、
年
間
を
通
し
て
無
事
故
、
無
違
反
者
の

表
彰
を
実
施
し
、表
彰
者
に
は
景
品
を
授
与
し
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
業
務
を
行
っ
て
い
る
社
員
に
と
っ
て
は
最
大

の
目
標
で
あ
り
、
表
彰
を
受
け
る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
5
）
高
齢
社
員
の
声

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
水み

ず

谷た
に

進し
ん

治じ

さ
ん
（
67
歳
）
は
、

同
社
で
の
仕
事
に
つ
い
て
「
会
社
が
安
全
と
健
康
管
理

に
重
点
を
お
き
、
シ
フ
ト
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
く
れ

る
の
で
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
無
理
な
く
仕
事
が
で

き
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

（
6
）
今
後
の
課
題

高
齢
社
員
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
健
康
管
理
と
安
全
管
理
の
取
組
み
に
注
力
す

る
と
と
も
に
、
今
後
は
定
年
年
齢
の
さ
ら
な
る
引
上
げ

や
廃
止
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
社
員
の

経
験
や
知
識
を
活
用
す
る
た
め
の
方
策
な
ど
を
工
夫
し
、

目
安
箱
の
設
置
、
休
憩
室
や
ロ
ッ
カ
ー
室
、
風
呂
場
や

脱
衣
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
高
齢
社
員
は
も
と

よ
り
、
だ
れ
も
が
活
き
活
き
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
よ
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
く
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
も
、
同
社
の
飽
く
な
き
挑
戦
は
続
く
。
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令和 5 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

タクシー乗務員の水谷進治さん（67歳）

運行管理者が１台ずつ出庫を見守る様子



ⅠⅠ
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

株
式
会
社
尾
賀
亀
の
前
身
は
１
８
５
６
（
安
政
３
）

年
創
業
の
「
扇お

う
ぎ

屋や

」
で
、
行あ

ん

燈ど
ん

の
燃
料
と
な
る
油
脂
の

販
売
で
商
い
を
始
め
た
。
そ
こ
か
ら
数
え
て
創
業
１
６

７
年
と
い
う
由
緒
あ
る
老
舗
で
あ
る
。
明
治
期
に
石
油

販
売
事
業
を
開
始
し
、１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
は
、

会
社
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
２
代
目
社
長
「
尾お

賀が

亀か
め

次じ

郎ろ
う

」
の
名
に
ち
な
ん
で
、
株
式
会
社
尾
賀
亀
商
店
を
設

立
。
そ
の
後
、
自
動
車
産
業
の
成
長
と
と
も
に
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
事
業
が
順
調
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。　

事
業
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
運

営
・
灯
油
販
売
事
業
は
、
地
域
の
交
通
や
生
活
を
支
え

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
を
に
な
っ
て
い

る
。
24
時
間
営
業
を
支
え
る
の
は
高
齢
社
員
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
彼
ら
の
活
躍
な
く
し
て
燃
料
の
安
定
供
給
、

ひ
い
て
は
事
業
の
継
続
・
発
展
は
実
現
で
き
な
い
。
古

く
か
ら
近
江
商
人
に
根
づ
く
「
三
方
よ
し
※ 1
」
を
具
現

化
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
社
員
が
活
き
活
き
働
け
る

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

P

O

I

N

T

1�

本
人
の
健
康
状
態
な
ど
に
応
じ
た
勤
務
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
～
70
歳
、
70
～
75
歳
、
75
～
80
歳

の
３
段
階
で
段
階
的
に
週
労
働
時
間
を
短
く
す
る

短
時
間
勤
務
制
度
を
設
け
て
い
る
。

2�

定
年
後
再
雇
用
の
社
員
に
対
し
て
も
人
事
評
価
を
行

い
、
時
間
給
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

3�

会
議
や
所
長
と
の
１
on
１
の
面
談
、「
社
長
メ
シ
」

と
称
し
た
社
長
と
若
手
社
員
の
昼
食
会
な
ど
、
組
織

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
と
、
そ
れ
に
よ

る
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

4�

社
内
報
の
発
行
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
通
達
の
発
信
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
で
会
社

度
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

ⅣⅣ
改
善
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
制
の
改
定

60
歳
定
年
の
６
カ
月
前
に
、
定
年
後
の
業
務
内
容
、

勤
務
形
態
、
時
給
に
つ
い
て
担
当
部
長
と
の
話
合
い
を

行
い
、
再
雇
用
に
つ
い
て
の
意
思
確
認
と
、
再
雇
用
を

希
望
す
る
場
合
の
雇
用
条
件
を
調
整
し
て
い
る
。
定
年

後
の
不
安
や
本
人
の
希
望
な
ど
を
て
い
ね
い
に
く
み
取

り
、
60
歳
定
年
後
は
、「
キ
ャ
リ
ア
社
員
」
と
し
て
再

雇
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
採
用
難
が
続
い
て
い
る
セ
ル
フ
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
夜
間
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
接
客

機
会
や
肉
体
的
負
担
が
少
な
く
高
齢
者
で
も
対
応
可

能
な
仕
事
と
考
え
、
人
材
確
保
の
た
め
に
、
２
０
２

１
（
令
和
３
）
年
３
月
に
80
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度

を
導
入
し
た
。

▼
短
時
間
勤
務
制
度

本
人
の
健
康
状
態
な
ど
に
応
じ
て
勤
務
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、70
歳
ま
で
の
労
働
時
間
は
週
40
時
間
以
内
、

70
～
75
歳
は
24
時
間
以
内
、
75
～
80
歳
は
18
時
間
以
内

と
、
段
階
的
な
短
時
間
勤
務
制
度
と
し
て
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
社
員
は
、
基
本
的
に
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
配
置
し
て
若
手
の
指
導
的
役
割
を
与
え
て

い
る
が
、
勤
務
地
に
つ
い
て
は
、
自
宅
に
近
い
場
所
に

変
更
す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

株
式
会
社

尾お

賀が

亀か

め

（
滋
賀
県
近お

う

江み

八は
ち

幡ま
ん

市
）

近
江
商
人
の
「
三
方
よ
し
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

す
べ
て
の
社
員
の
笑
顔
が
輝
く
職
場
環
境
を
構
築

株式会社尾賀亀
（滋賀県近江八幡市）

 創業　1856（安政3）年
 業種　卸売業（石油製品・砂糖卸売業）
 社員数　 176人（2023年4月1日現在）
  60歳以上　36人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 15人 （8.5％）

 65～69歳 10人 （5.7％）
 70歳以上 11人  （6.3％）

 定年・継続雇用制度
定年60歳。希望者全員80歳まで再雇用。現在の最高年齢者
は75歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和 5年度

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

厚生労働大臣表彰

特別賞

※1　�三方よし……「売り手」と「買い手」が満足し、「社会貢献」にもつながることがよい商売と
する古く江戸時代から伝わる考え方
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側
か
ら
能
動
的
に
情
報
を
伝
え
、
開
か
れ
た
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
高
齢
社
員
の
孤
立
感
を

解
消
し
て
い
る
。

ⅡⅡ
企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

同
社
は
１
８
５
６
年
、滋
賀
県
近
江
八
幡
市
に
て「
扇

屋
」
の
商
号
に
て
創
業
し
た
。
当
初
は
行
燈
の
燃
料
と

な
る
油
脂
の
販
売
を
行
っ
て
い
た
が
、
灯
り
が
植
物
油

か
ら
鉱
物
油
へ
転
換
し
石
油
ラ
ン
プ
が
中
心
の
時
代
に

な
り
、
１
８
９
５
年
に
石
油
販
売
業
に
着
手
し
、
同
時

に
食
品
卸
売
業
も
開
始
し
た
。
１
９
５
３
年
5
月
に
法

人
化
し
、「
株
式
会
社
尾
賀
亀
商
店
」
が
誕
生
。
時
代

の
波
を
受
け
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業
は
順
調
に
拡
大

し
て
い
っ
た
。
１
９
８
６
年
に
は
商
号
を
現
在
の
社
名

で
あ
る
「
株
式
会
社
尾
賀
亀
」
に
変
更
し
、
自
社
の
車

検
や
整
備
工
場
の
開
設
な
ど
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業

は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
。
２
０
２
３
年
９
月

現
在
、
滋
賀
県
内
に
15
カ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

（
1
日
約
５
０
０
０
人
が
利
用
）
を
運
営
す
る
Ｔ
Ｃ
Ｓ

事
業
部
、
県
内
法
人
向
け
に
石
油
製
品
卸
売
業
を
営
む

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部
、
食
品
事
業
を
営
む
食
品
事
業
部

（
子
会
社
２
社
を
含
む
）
の
３
部
門
を
事
業
の
柱
と
し

て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
ざ
し
て
い
る
。

ⅢⅢ
企
業
の
高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

同
社
の
社
員
数
は
１
７
６
人
、
60
歳
以
上
が
全
体
の

約
20
％
を
占
め
て
い
る
。
社
員
の
60
％
は
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
を
運
営
す
る
Ｔ
Ｃ
Ｓ
事
業
部
に
所
属
。
50
代
の

社
員
が
多
く
、
離
職
率
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
若
手

社
員
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
8
年
前
か
ら
新

卒
採
用
を
開
始
し
た
。
現
在
は
20
・
30
代
が
増
加
し
て

き
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
事
業
は
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
役
割
を
に
な
っ
て
お
り
、
高
齢
社
員
が
24
時
間
営

業
を
支
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
社
員
が
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
を
目
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

ⅣⅣ
改
善
内
容

（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
定
年
制
の
改
定

60
歳
定
年
の
６
カ
月
前
に
、
定
年
後
の
業
務
内
容
、

勤
務
形
態
、
時
給
に
つ
い
て
担
当
部
長
と
の
話
合
い
を

行
い
、
再
雇
用
に
つ
い
て
の
意
思
確
認
と
、
再
雇
用
を

希
望
す
る
場
合
の
雇
用
条
件
を
調
整
し
て
い
る
。
定
年

後
の
不
安
や
本
人
の
希
望
な
ど
を
て
い
ね
い
に
く
み
取

り
、
60
歳
定
年
後
は
、「
キ
ャ
リ
ア
社
員
」
と
し
て
再

雇
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
採
用
難
が
続
い
て
い
る
セ
ル
フ
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
夜
間
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
接
客

機
会
や
肉
体
的
負
担
が
少
な
く
高
齢
者
で
も
対
応
可

能
な
仕
事
と
考
え
、
人
材
確
保
の
た
め
に
、
２
０
２

１
（
令
和
３
）
年
３
月
に
80
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度

を
導
入
し
た
。

▼
短
時
間
勤
務
制
度

本
人
の
健
康
状
態
な
ど
に
応
じ
て
勤
務
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、70
歳
ま
で
の
労
働
時
間
は
週
40
時
間
以
内
、

70
～
75
歳
は
24
時
間
以
内
、
75
～
80
歳
は
18
時
間
以
内

と
、
段
階
的
な
短
時
間
勤
務
制
度
と
し
て
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
社
員
は
、
基
本
的
に
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
配
置
し
て
若
手
の
指
導
的
役
割
を
与
え
て

い
る
が
、
勤
務
地
に
つ
い
て
は
、
自
宅
に
近
い
場
所
に

変
更
す
る
な
ど
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。
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株式会社尾賀亀



▼
賃
金
制
度
の
改
正

キ
ャ
リ
ア
社
員
の
賃
金
は
時
間
給
と
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
リ
ア
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
た
め
基

本
時
間
給
を
一
般
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
比
べ
10
％
ア
ッ
プ

し
、
評
価
に
よ
っ
て
１
年
ご
と
の
契
約
更
新
時
に
見
直

す
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
責
任
感
を
発
揮
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
給
や
技
術
給
、
フ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
勤
務
す
る
際
の
フ
ル

サ
ー
ビ
ス
給
な
ど
の
手
当
を
新
設
し
、
時
間
給
に
上
乗

せ
し
て
い
る
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
運
営
す
る
Ｔ
Ｃ
Ｓ
事
業
部
の

キ
ャ
リ
ア
社
員
に
つ
い
て
は
、
業
務
内
容
に
応
じ
た
ポ

イ
ン
ト
制
（
車
検
２
ポ
イ
ン
ト
、
カ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

１
ポ
イ
ン
ト
な
ど
）
に
よ
り
、賞
与
を
考
課
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
10
月
ま
で
は
、
人
事
考
課
の
基
準
に
つ
い

て
各
個
人
の
が
ん
ば
り
を
中
心
に
評
価
し
て
き
た
が
、

そ
れ
に
加
え
て
店
舗
全
体
の
が
ん
ば
り
を
評
価
す
る
査

定
に
変
更
。
店
舗
全
体
の
会
議
や
所
長
と
の
１
on
１
の

面
談
（
正
社
員
、
キ
ャ
リ
ア
社
員
、
常
用
ア
ル
バ
イ
ト

が
対
象
）
を
年
４
回
実
施
し
、
店
舗
で
の
生
産
性
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼
在
宅
勤
務
制
度

疾
病
・
傷
病
、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ

て
出
社
で
き
な
い
場
合
に
は
、
働
く
場
所
や
時
間
を
柔

軟
に
選
択
で
き
る
よ
う
、
在
宅
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る

勤
務
体
系
を
制
度
化
し
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
技
能
承
継

自
動
車
の
整
備
・
検
査
に
関
す
る
豊
富
な
経
験
を
持

つ
キ
ャ
リ
ア
社
員
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
指
導
係
と
し
て
若
手
の
育

成
を
任
せ
て
い
る
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
力
向
上
の
た
め
の

社
内
研
修
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
技
術
・
ノ

ウ
ハ
ウ
の
承
継
に
つ
い
て
は
、
会
社
に
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
自
負
が
芽
ば
え
る
だ
け
で
な
く
、
教
え
た
若
手

か
ら
直
接
感
謝
さ
れ
、
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
ら
れ
る

こ
と
が
喜
び
と
な
っ
て
い
る
。

▼
職
場
の
風
土
改
善

腰
痛
な
ど
の
防
止
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
な

ど
重
量
物
の
取
扱
い
は
若
手
社
員
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
社
員
が
け
が
を
す
る
こ
と
な
く
、
安
全

に
長
く
働
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

▼
安
全
へ
の
取
組
み

深
夜
勤
務
時
は
社
員
に
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
な
い

よ
う
、
一
人
で
接
客
し
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。

ま
た
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
制
限
を
設
け
、
深
夜
の

長
時
間
勤
務
が
な
い
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
て
い
る
。

▼
就
労
意
欲
の
向
上

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
や
定
年
後
の
働
き

方
に
向
け
て
、（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
の
就
業
意
識
向
上
研
修
※ 2
（
生

涯
現
役
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
研
修
）
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
管
理
職
研
修
を
行
い
、
会
社

の
将
来
を
に
な
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
感
じ
る

こ
と
で
、
就
労
意
欲
を
高
め
て
い
る
。
中
高
年
に
な
っ

て
も
「
研
修
を
受
け
る
と
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
定
年

後
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
、
経
済
的
な
予
測
も
で
き
る
の
で

安
心
だ
」
と
社
員
か
ら
は
好
評
で
あ
る
。

（
３
）
雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
健
康
経
営
R

２
０
２
０
年
よ
り
、
経
済
産
業
省
の
「
健
康
経
営
優

良
法
人
」
の
認
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、
全
国
健
康
保

険
協
会
滋
賀
支
部
が
推
奨
す
る
「
健
康
ア
ク
シ
ョ
ン
宣

言
」
を
行
う
な
ど
、
健
康
経
営
R
に
注
力
。
禁
煙
ダ
ー

ビ
ー
、
睡
眠
セ
ミ
ナ
ー
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
健
康
維
持
・
増
進
活
動
を
社

内
外
で
実
施
し
た
こ
と
で
、
社
員
自
身
も
生
活
習
慣
を

見
直
し
た
り
、
運
動
を
始
め
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
健
康
経
営
R
の
推
進
に
よ
り
、
人
間
ド
ッ
ク

や
予
防
接
種
の
ほ
か
、
社
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対

株式会社尾賀亀

※2　�就業意識向上研修の詳細は JEEDホームページをご覧ください
https://www.jeed.go.jp/elderly/employer/startwork_services.html
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す
る
補
助
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

▼
労
働
時
間
短
縮
の
取
組
み

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
研
修
な
ど
を

開
催
し
、
生
産
性
向
上
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
企
業
で
も
あ

り
、代
表
取
締
役
が
自
ら
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
な
ど
、

働
き
方
改
革
の
積
極
的
な
推
進
が
時
間
外
労
働
の
減
少

（
49
％
削
減
）と
有
給
休
暇
取
得
率
の
上
昇（
71
％
上
昇
）

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
4
）
そ
の
他
の
取
組
み

▼
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

２
０
２
２
年
か
ら
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ベ
イ
を

社
員
に
毎
月
実
施
し
、
調
査
結
果
と
経
営
層
の
肌
感
覚

に
乖
離
が
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

社
員
全
体
に
経
営
状
況
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
一
体
感

を
高
め
る
た
め
、
決
算
状
況
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
も

含
め
た
説
明
会
を
実
施
し
、
説
明
会
の
終
了
後
に
懇
親

会
を
実
施
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、「
社
長
メ
シ
」
と
称
し
て
、
月

１
回
、
社
長
と
若
手
社
員
４
～
５
人
で
食
事
会
を
と
り

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
た
。
社
内

の
風
通
し
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
ふ
だ
ん
社
長
と
顔

を
あ
わ
せ
る
こ
と
の
少
な
い
若
手
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
再

開
を
目
ざ
し
て
い
く
。

▼
女
性
の
活
躍
推
進

女
性
が
長
く
活
躍
で
き
る
制
度
づ
く
り
、
性
別
に
よ

る
不
平
な
ど
の
解
消
を
目
的
と
し
て
「
滋
賀
県
女
性
活

躍
推
進
企
業
」
の
認
証
を
取
得
。
性
別
に
よ
る
ギ
ャ
ッ

プ
だ
け
で
な
く
、
年
齢
や
雇
用
形
態
の
違
い
を
認
め
合

い
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
風
土
の
醸
成
を
目
ざ
し
て
い
る
。

（
5
）
高
齢
社
員
の
声

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部
で
灯
油
配
達
員
を
し
て
い
る
A

さ
ん
（
60
歳
）
は
、「
日
々
の
配
送
が
無
事
故
で
無
事

に
終
え
ら
れ
る
の
も
、
上
司
と
話
合
い
が
で
き
る
働
き

や
す
い
環
境
の
お
か
げ
で
す
」
と
同
社
で
の
仕
事
に
つ

い
て
話
す
。

工
業
用
潤
滑
油
お
よ
び
燃
料
な
ど
、
顧
客
の
工
場
に

納
品
を
し
て
い
る
B
さ
ん
（
68
歳
）
は
、「
自
分
に
合
っ

た
仕
事
が
あ
り
、
働
く
こ
と
で
健
康
で
い
ら
れ
ま
す
。

健
康
の
秘
訣
は
、
毎
日
遊
び
に
来
る
孫
た
ち
と
一
緒
に

遊
ぶ
こ
と
で
す
」
と
話
す
。

（
6
）
今
後
の
課
題

再
雇
用
年
齢
の
80
歳
ま
で
の
引
上
げ
、
キ
ャ
リ
ア
社

員
に
対
す
る
評
価
と
そ
れ
に
連
動
し
た
賃
金
制
度
、
安

全
・
健
康
へ
の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
社
員
を
大
切
に
し
た
い
、
と
い
う
会
社

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
浸
透
し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
員
が
持
つ
「
強
み
」
を
事
業
に
還
元
し
、
高
い

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
を
目
的
と
し
た
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
の
導
入
な
ど
、
強
み
に
特
化
し
た
役
割
を
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
の
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
方
針

だ
。近

江
商
人
の「
三
方
よ
し
」を
精
神
の
柱
と
し
て
、「
よ

い
会
社
を
つ
く
る
」
た
め
、
全
社
を
あ
げ
て
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
続
い
て
い
く
。
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最
優
秀
賞

島
根
県

有
限
会
社
小お

川が

わ

商し
ょ
う

店て

ん

特
別
賞

東
京
都

弥や

生よ
い

交こ
う

通つ
う

株
式
会
社

滋
賀
県

株
式
会
社
尾お

賀が

亀か
め

優
秀
賞

岐
阜
県

社
会
福
祉
法
人
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

静
岡
県

井い
の

上う
え

機き

工こ
う

株
式
会
社

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

令和5年度

高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
企
業
一
覧

入
賞
企
業
一
覧
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優
秀
賞

神
奈
川
県

株
式
会
社
マ
エ
カ
ワ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

福
井
県

社
会
福
祉
法
人
白し

ろ

女ん

林ば
や
し

長
野
県

社
会
福
祉
法
人
み
ま
き
福ふ

く

祉し

会か
い

岐
阜
県

株
式
会
社
Ｙワ

イ

Ｋケ
イ

Ａエ
イ

三
重
県

株
式
会
社
石い

し
 
き
ち
 
ぐ
み

吉
組

岡
山
県

社
会
福
祉
法
人
天て

ん
 
じ
ん
 
か
い

神
会

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
理
事
長
表
彰

特
別
賞

東
京
都

一
般
社
団
法
人
シ
ニ
ア
・
環か

ん

境き
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

支し

援え
ん

協き
ょ
う

会か
い

山
梨
県

株
式
会
社
髙た

か

根ね

運う
ん

送そ
う

愛
知
県

昭し
ょ
う

和わ

土ど

建け
ん

株
式
会
社

滋
賀
県

甲こ
う

西せ
い

高こ
う

周し
ゅ
う

波は

工こ
う

業ぎ
ょ
う

株
式
会
社

奈
良
県

有
限
会
社
あ
い
ネ
ッ
ト

和
歌
山
県

湊み
な
と

興こ
う

業ぎ
ょ
う

株
式
会
社

鳥
取
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
十じ

ゅ
う

人に
ん

十と

色い
ろ

岡
山
県

社
会
福
祉
法
人
津つ

山や
ま

福ふ
く

祉し

会か
い

岡
山
県

株
式
会
社
わ
た
な
べ
生せ

い

鮮せ
ん

館か
ん

愛
媛
県

株
式
会
社
ク
ッ
ク
・
チ
ャ
ム

佐
賀
県

野の

中な
か

建け
ん

設せ
つ

株
式
会
社

沖
縄
県

有
限
会
社
大だ

い

輝き

商し
ょ
う

事じ

特
別
賞

宮
城
県

株
式
会
社
Ｍマ

Ａ
Ｙユ

Ｕ
Ｒラ

Ａ

秋
田
県

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
リ
ン
ク

山
形
県

奥お
う

羽う

警け
い

備び

保ほ

障し
ょ
う

株
式
会
社
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［第131回］

足あ
し

利か
が

義よ
し

昭あ
き

が
亡
く
な
っ
た
。
死
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
。
京
都
に
戻
っ
て
閑

居
し
病
死
し
た
と
い
う
説
、
鞆と

も

の
津

（
備び

ん

後ご

福
山
）
か
ら
薩
摩
に
逃
れ
て
謀

殺
さ
れ
た
と
い
う
説
な
ど
。

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
死
を
葬
っ
た

の
は
、サ
ム
ラ
イ
真
木
嶋
昭
光
で
あ
る
。

が
、
こ
の
と
き
の
義
昭
は
ど
う
い
う

位
置
づ
け
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
事
実

と
し
て
は
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

か
ら
現
職
の
ま
ま

京
都
か
ら
追
ん
出
さ
れ
た
の
だ
。
し
た

が
っ
て
現
将
軍
、
前
将
軍
、
元
将
軍
、

ど
れ
で
も
あ
て
は
ま
る
。

し
か
し
、
昭
光
に
と
っ
て
は
そ
ん
な

こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。〝
主
人
〞
の

〝
上う

え

様さ
ま

〞
な
の
で
あ
る
。
京
都
で
貴
人

の
葬
儀
は
関
白
の
所
管
の
よ
う
だ
。
そ

こ
で
昭
光
は
関
白
の
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
所
に

行
っ
た
。
さ
す
が
に
秀
吉
は
細
か
い
こ

と
ま
で
知
っ
て
い
た
。

「
ご
く
ろ
う
だ
っ
た
」

昭
光
の
い
ま
ま
で
の
努
力
を
ね
ぎ

ら
っ
た
。
苦
労
人
ら
し
い
温
か
さ
が

あ
っ
た
。

「
お
そ
れ
い
り
ま
す
、
殿
下
」

昭
光
は
素
直
に
礼
を
い
っ
た
。

「
寺
は
？
」

秀
吉
は
単
刀
直
入
に
訊き

い
た
。
昭
光
は

「
京
都
の
等と

う

持じ

院い
ん

が
菩
提
寺
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
」

「
下し

も

野つ
け

（
栃
木
県
）
の
方
と
は
あ
ま
り

縁
が
な
か
っ
た
な
」

「
は
い
」

「
も
う
話
は
通
し
た
の
か
？
」

「
は
い
、
殿
下
か
ら
も
お
口
添
え
い
た

だ
い
た
そ
う
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」

「
礼
を
い
う
ほ
ど
の
こ
と
は
し
て
お
ら

ぬ
。
そ
れ
で
？
」

（
こ
れ
か
ら
は
関
白
の
仕
事
だ
）
秀
吉

忠
臣
は
二
君
に
仕
え
ず



エルダー31

は
多
少
緊
張
し
た
。

「
は
あ
？
」

昭
光
も
身
構
え
た
（
何
だ
ろ
う
？
）。

「
話
が
き
た
か
？
」

（
あ
あ
、
会
葬
者
か
）

昭
光
は
答
え
た
。

「
細
川
様
父
子
が
」

「
幽ゆ

う

斎さ
い

父
子
か
？
」

「
は
い
」

「
ほ
う
」

「
三
百
両
の
ご
香
料
を
添
え
て
」

大
金
だ
。
幽
斎
は
号
で
昔
は
藤ふ

じ

孝た
か

と

い
っ
て
義
昭
の
重
臣
だ
っ
た
。
途
中
か

ら
信
長
に
乗
り
か
え
た
の
で
い
ろ
い
ろ

い
わ
れ
た
。
歌
人
、
茶
人
と
し
て
も
名

を
な
し
て
い
る
。
息
子
の
忠た

だ

興お
き

も
風
流

武
将
と
し
て
名
高
い
。
妻
は
キ
リ
シ
タ

ン
で
マ
リ
ア
と
い
う
洗
礼
者
。
明あ

け

智ち

光み
つ

秀ひ
で

の
娘
だ
。
父
が
信
長
を
弑し

い

し
た
と
き

に
、藤
孝
は
即
座
に
髪
を
切
り
僧
に
な
っ

て
幽
斎
を
号
し
て
隠
居
し
た
。
マ
リ
ア

を
離
縁
し
て
幽
閉
し
た
。
マ
リ
ア
が
、

「
父
の
所
に
は
戻
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
の
で
、
の
ち
に
秀
吉
の
仲
介

で
復
縁
し
た
。
秀
吉
も
細
か
く
い
ろ
い

ろ
面
倒
を
み
た
。
秀
吉
が
い
っ
た
。

「
と
こ
ろ
で
頼
み
の
大
工
だ
が
」

貴
人
の
葬
儀
は
か
か
わ
り
を
持
つ
職

人
は
じ
め
関
係
者
の
職
種
、
人
数
な
ど
一

切
を
関
白
が
管
理
す
る
。
義
昭
の
棺
桶

造
り
に
は
大
工
を
二
人
頼
ま
れ
て
い
た
。

「
一
人
だ
、
二
人
は
ム
リ
だ
」

昭
光
は
ち
ょ
っ
と
異
議
を
い
い
か
け

た
が
、
す
ぐ
引
っ
こ
め
た
。
ず
い
ぶ
ん

と
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
以
上

ム
リ
は
い
え
な
い
、と
悟
っ
た
の
で
あ
る
。

「
お
い
、
昭
光
」

秀
吉
が
軽
い
調
子
で
親
し
げ
に
名
を

呼
ん
だ
。

「
は
い
」

「
信
長
様
の
ご
葬
儀
を
覚
え
て
い
る

か
？
」

「
は
い
、
殿
下
が
お
仕
切
り
に
な
り
、
大

信
長
の
と
き
は
木
の
人
形

層
り
っ
ぱ
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
あ
の
時
の
棺
桶
」

「
は
あ
？
」

「
中
身
」

「
？
」

「
木
だ
、
人
形
だ
」

秀
吉
は
笑
っ
た
。昭
光
は
笑
わ
な
い
。

呆
れ
た
。

し
か
し
心
の
な
か
で
納
得
し
た
。
あ

の
日
（
未
明
）
襲
わ
れ
た
信
長
は
自
ら

本
能
寺
に
火
を
つ
け
て
自
焼
し
た
。
遺

体
は
最
後
ま
で
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

（
そ
う
か
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
か
。
殿
下
も
な
か
な
か
や
る
な
）

そ
れ
に
し
て
も
信
長
様
を
木
の
人
形

に
す
る
と
は
。
昭
光
は
ひ
と
り
で
笑
っ

た
。
お
か
げ
で
い
ま
ま
で
の
苦
労
で
溜

ま
っ
た
鬱
屈
感
（
モ
ヤ
モ
ヤ
）
が
一
挙

に
消
え
る
気
が
し
た
。

「
殿
下
」

「
何
だ
？
」

「
お
か
げ
さ
ま
で
気
が
晴
れ
ま
し
た
」

「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
。
わ
し
も
珍
し
く

二
君
に
仕
え
ぬ
忠
臣
に
会
え
て
、
ス
ッ

キ
リ
し
た
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
お

言
葉
を
家
宝
に
い
た
し
ま
す
」

「
大
げ
さ
な
こ
と
を
い
う
な
。
義
昭
様

の
こ
と
は
よ
ろ
し
く
頼
む
」

「
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
最
後
の
ご
奉

公
で
す
。
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」

昭
光
は
言
葉
通
り
つ
つ
が
な
く
義
昭

の
葬
儀
を
済
ま
せ
た
。
や
は
り
、

「
信
長
に
イ
ジ
メ
ぬ
か
れ
た
将
軍
」

と
い
う
こ
と
が
、
京
都
人
の
同
情
を

呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
祭
壇
脇
に
控
え
る
昭
光
を
み

て「
あ
れ
が
真ま

木き

嶋し
ま

様
だ
」

「
本
当
の
忠
臣
だ
」

「
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
」

な
か
に
は
涙
を
拭
く
人
さ
え
い
た
。

葬
儀
後
の
昭
光
は
前
と
変
わ
り
な
く
、

地
域
の
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
た
と

い
う
。



企業プロフィール

2023.10 32

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第136回
長崎県

定年制を廃止して
生涯現役で働ける職場づくりに努める

株式会社かとりストアー（長崎県大村市）

かとりストアーが展開する
「かとりストア原口店」（本店）

九
州
地
方
北
西
部
に
位
置
す
る
長
崎
県
は
、
周
囲
を
海

に
囲
ま
れ
て
、
五ご

島と
う

列
島
、
壱い

岐き
の

島し
ま

、
対つ

馬し
ま

な
ど
大
小
の

島
々
を
有
し
、
そ
の
数
は
47
都
道
府
県
の
な
か
で
も
っ
と

も
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
線
の
総

距
離
は
、
全
国
で
北
海
道
に
次
ぐ
長
さ
で
す
。

自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
、
観
光
業
、
農
業
が
盛
ん
で
あ

り
、
現
在
で
は
「
長
崎
と
天あ

ま

草く
さ

地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
」、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
の
二
つ
の
世
界
遺
産
が
あ
る
ほ

か
、
農
業
で
は
ビ
ワ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ミ
カ
ン
な
ど
の
栽

培
が
有
名
で
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
長
崎
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
西に

し

島じ
ま

史ふ
み

剛た
か

課
長
は
、
県
の
産
業
と
支
部
の
取
組
み
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
古
く
か
ら
発
展
し
た
造
船
業
、
そ
れ
に
と
も
な
い
成

長
し
た
タ
ー
ビ
ン
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
産
業
用
機
械
製
造

業
や
金
属
加
工
業
、
ま
た
、
工
業
団
地
が
県
内
各
地
に
整

備
さ
れ
発
展
し
た
C
Ｍ
Ｏ
Ｓ
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の

電
子
機
器
等
製
造
業
と
い
っ
た
業
種
も
、
県
内
の
産
業
を

構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
の
相
談
・
援
助
業
務
に
注
力
し
て
い
る
当

課
で
は
、
県
内
事
業
所
の
訪
問
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
高

齢
労
働
者
の
活
用
に
関
す
る
相
談
・
援
助
や
制
度
改
善
の

提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
」

同
支
部
で
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
徳と

く

山や
ま

幸ゆ
き

正た
だ

さ
ん
は
、中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
持
ち
、

お
も
に
人
事
労
務
管
理
、職
場
改
善
を
得
意
分
野
と
し
て
、

専
門
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
て
、
県
内
の
幅
広
い

事
業
所
の
高
齢
者
雇
用
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

徳
山
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
案
内
で
、「
株
式
会
社
か
と
り
ス
ト

ア
ー
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

長崎県大村市
★

▶創業　1924（大正13）年
▶業種　 飲食料品小売業
▶社員数　148人 （うち正社員数45人）
（60歳以上男女内訳） 男性（7人）、女性（52人）
（年齢内訳） 60～64歳 20人 （13.5％）
 65～69歳 24人 （16.2％）
 70歳以上 15人 （10.1％）
▶定年・継続雇用制度
2018年２月に定年制を廃止。多様な勤務
形態、短時間勤務制度などの導入により、
長く働ける職場づくりを推進。最高年齢
者は73歳
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［徳山プランナーから］
「2000（平成 12）年に中小企業診断士事
務所を開設した際、わが国の少子・高齢化、
人口減少社会の進展を人口統計データなど

で目のあたりにしました。プランナー活動では、高齢社会に
おける企業経営やマーケティングおよび地域経済の一助とな
るべく取組みを心がけて実践しています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆長崎支部高齢・障害者業務課の西島課長は徳山プランナーに
ついて、「今年で 23年目になるベテランのプランナーです。
中小企業診断士の資格を有し、さまざまな事業所への豊富な
支援経験を背景とした相談・援助活動を行っています。明る
い人柄と、抜群のコミュニケーション能力で、事業所の抱え
る悩みや課題を的確に把握し、事業所に寄り添った内容の制
度改善提案を行い、長崎支部の相談・援助活動を牽引する存
在です」と話します。
◆長崎支部高齢・障害者業務課は、長崎県のほぼ中央、有

あり

明
あけ

海
かい

・
大
おお むら わん

村湾・橘
たちばな

湾
わ ん

の三つの海に面し県内交通の要所である諫
いさ はや

早市
に立地しています。長崎空港から車で約 20分、西九州新幹
線「諫早駅」から車で５分ほどの場所にあります。
◆同県では、６人の 70歳雇用推進プランナーが活動していま
す。2022 年度は、404 件の事業所訪問を行い、相談・助言
や制度改善提案を行いました。
◆相談・助言を無料で行います。お気軽にお問い合わせください。

●長崎支部高齢・障害者業務課
住所： 長崎県諫早市小

お
船
ぶな
越
こし
町
まち
1113 番地　

長崎職業能力開発促進センター内
電話：0957-35-4721

アドバイザー・プランナー歴 :23年

徳山幸正 プランナー
地
域
密
着
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
経
営

株
式
会
社
か
と
り
ス
ト
ア
ー
は
、
１
９
２
４
（
大
正

13
）
年
に
米
穀
店
と
し
て
創
業
し
、
１
９
６
９
（
昭
和

44
）年
に
法
人
を
設
立
。
同
時
に
、長
崎
県
大
村
市
に「
か

と
り
ス
ト
ア
原
口
店
」を
オ
ー
プ
ン
し
て
、ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
経
営
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
村

駅
前
の
商
業
施
設
「
コ
レ
モ
お
お
む
ら
」
へ
鮮
度
に
こ
だ

わ
っ
た
野
菜
や
果
物
、
肉
、
魚
な
ど
を
販
売
す
る
「
大
き

な
新
鮮
村
」
を
出
店
。
経
営
方
針
に
「
地
域
社
会
へ
の
貢

献
」
を
掲
げ
、
地
域
密
着
型
で
愛
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
を
目

ざ
し
て
邁
進
し
、「
原
口
店
」（
本
店
）
は
２
０
１
９
（
令

和
元
）
年
に
50
周
年
を
、「
大
き
な
新
鮮
村
」
は
２
０
２

２
年
に
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
車
が
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
駅
や
バ

ス
停
か
ら
離
れ
て
居
住
し
て
い
る
地
域
の
方
へ
の
買
い
物

支
援
と
し
て
、
大
村
市
（
北
部
地
域
）
を
巡
回
し
て
店
舗

へ
無
料
送
迎
す
る
「
お
買
い
物
バ
ス
」
な
ど
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
業
態
を
広
げ
、
現
在
は
イ
ベ
ン
ト
会
場

な
ど
に
届
け
る
仕
出
し
サ
ー
ビ
ス
や
、
事
業
所
向
け
宅
配

弁
当
サ
ー
ビ
ス
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

「
貴
重
な
戦
力
を
失
い
た
く
な
い
」と
い
う
思
い
か
ら

２
０
１
８
年
に
定
年
制
を
廃
止

同
社
は
、
２
０
１
８
年
2
月
に
そ
れ
ま
で
65
歳
と
し
て

い
た
定
年
制
を
廃
止
。
以
来
、
柔
軟
な
勤
務
形
態
の
導
入

や
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
励
み
、
だ
れ
も
が
長

く
働
け
る
職
場
の
実
現
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

代
表
取
締
役
の
鹿か

取と
り

栄え
い

治じ

さ
ん
は
、「
２
０
０
４
年
に

生
鮮
部
門
の
内
製
化
を
行
っ
た
際
、
社
員
の
奮
闘
に
よ
り

当
社
の
主
力
部
門
へ
成
長
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か

ら
10
年
が
経
過
す
る
と
、
当
時
40
代
で
中
心
と
な
っ
て
活 鹿取栄治代表取締役
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や
す
い
も
の
に
換
え
る
こ
と
を
検
討
。
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
、「
見
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
、
簡
単
操
作

機
能
」
の
機
器
の
導
入
を
検
討
中
で
す
。
現
場
の
声
に
耳

を
傾
け
て
、
鹿
取
代
表
取
締
役
は
積
極
的
に
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
介
護
や
通
院
、
孫
の
送
迎
な
ど
、「
高
齢
社

員
の
家
庭
や
地
域
社
会
で
の
役
割
に
も
配
慮
し
、
日
ご
ろ

か
ら
家
庭
の
こ
と
が
最
優
先
」と
話
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
家
族
の
看
病
な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、『
家
庭
で

あ
な
た
の
代
わ
り
を
で
き
る
人
は
い
ま
せ
ん
よ
』
と
話
し

て
、
会
社
に
事
情
を
打
ち
明
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」（
鹿
取
代
表
取
締
役
）

一
方
で
、
職
務
遂
行
に
お
い
て
は
、
60
歳
未
満
の
社
員

と
同
様
、
清
潔
な
身
だ
し
な
み
や
迅
速
な
行
動
、
て
い
ね

い
な
接
客
応
対
を
期
待
し
て
お
り
、
高
齢
だ
か
ら
と
い
っ

て
特
別
扱
い
は
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

徳
山
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
２
０
２
１
年
に
同
社
を
初
め
て

訪
問
し
た
際
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
触
れ
、「
他
社
に

先
行
す
る
優
れ
た
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
働
き
や
す
さ

へ
の
配
慮
は
も
と
よ
り
、
人
を
大
切
に
す
る
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
高
齢
者
雇
用
の
積
極
的
な
推
進
が
生
産

性
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
高
く
評
価
。
そ
し

て
、「
中
央
資
本
の
大
手
量
販
店
が
市
場
を
席
巻
す
る
な

か
で
、地
域
の
雇
用
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
に
な
い
、

大
村
市
の
地
場
企
業
と
し
て
地
域
密
着
型
経
営
を
続
け
て

い
る
同
社
の
存
在
を
広
く
知
ら
せ
た
い
」
と
思
い
、
Ｊ
Ｅ

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
か
ら
短

時
間
・
短
日
数
勤
務
へ
の
変
更
な
ど
、
本
人
の
希
望
に
応

じ
て
お
り
、
働
き
方
や
条
件
は
会
社
と
本
人
と
で
話
し
合

い
ま
す
。

「
短
時
間
勤
務
の
社
員
が
増
え
た
分
は
、
ほ
か
の
社
員

で
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
や
っ
て
み
る
と
何
と
か
な
る
も

の
で
、
例
え
ば
４
人
の
部
署
で
、
定
年
で
一
人
辞
め
て
３

人
に
な
る
の
と
、
４
人
の
ま
ま
一
人
の
勤
務
時
間
が
少
し

減
る
の
と
で
は
大
き
な
違
い
で
す
」と
鹿
取
代
表
取
締
役
。

カ
バ
ー
を
し
合
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
有
給

休
暇
が
取
り
や
す
い
職
場
に
生
ま
れ
か
わ
り
、
ほ
か
の
会

社
を
定
年
退
職
し
た
方
な
ど
、
シ
ニ
ア
を
採
用
し
や
す
く

な
る
と
い
う
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
環
境
改
善

安
全
で
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
以
前

か
ら
高
所
に
物
を
置
か
な
い
、
踏
み
台
に
乗
っ
て
作
業
を

し
な
い
こ
と
な
ど
を
徹
底
。
さ
ら
に
、
現
場
の
社
員
の
意

見
を
反
映
し
、惣
菜
加
工
場
で
は
、照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
、

油
で
す
べ
ら
な
い
た
め
の
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
な
ど
を
導

入
。
こ
の
マ
ッ
ト
は
転
倒
防
止
に
加
え
、
掃
除
が
し
や
す

く
な
っ
た
と
現
場
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ト
の
導
入

や
、
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
に
も
取
り
か
か
り
、
容
器
や
材
料
発

注
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
現
在
の
端
末
を
大
き
く
扱
い

躍
し
て
く
れ
た
社
員
た
ち
の
定
年
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

定
年
を
廃
止
し
た
の
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
さ

ら
に
進
む
と
さ
れ
る
な
か
、
貴
重
な
戦
力
を
年
齢
だ
け
を

理
由
に
失
い
た
く
な
い
、
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
」
と
ふ
り
返
り
ま
す
。

定
年
制
の
廃
止
は
、
店
長
や
部
門
長
、
50
歳
以
上
の
社

員
代
表
と
協
議
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
て
検
討
し
た
そ
う

で
す
。
職
場
か
ら
は
「
定
年
制
が
あ
る
こ
と
で
退
職
さ
れ

て
し
ま
う
の
は
困
る
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
、
50
歳

以
上
の
社
員
か
ら
は
、「
可
能
な
か
ぎ
り
こ
こ
で
働
き
た

い
」
と
の
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

定
年
制
廃
止
が
決
定
し
た
際
に
は
、
鹿
取
代
表
取
締
役

か
ら
全
社
員
に
「
働
け
る
う
ち
は
、
年
齢
を
気
に
せ
ず
仕

事
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
説
明
。
退
職
金
は
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
お
り
、
支
給
は
本
人
の

希
望
年
齢
や
退
職
時
点
で
清
算
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

退
職
す
る
の
と
短
時
間
勤
務
と
で
は
大
違
い

定
年
制
廃
止
と
同
時
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や

病
気
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
、
病
気
療
養
後
の
職
場
復
帰

な
ど
へ
の
配
慮
も
必
須
で
あ
る
と
考
え
、
短
時
間
・
短
日

数
勤
務
と
い
っ
た
柔
軟
な
勤
務
形
態
を
導
入
。
安
全
で
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

高
齢
社
員
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
、
正

社
員
は
現
在
１
人
。
高
齢
を
理
由
に
時
給
や
月
給
を
減
額
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Ｅ
Ｄ
の
「
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
の
応
募

を
勧
奨
。
２
０
２
２
年
度
に
は
「
な
が
さ
き
高
年
齢
者
雇

用
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て
先
進
取
組
み
企
業
と
し
て
事

例
発
表
を
行
い
、
鹿
取
代
表
取
締
役
の
発
表
が
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
活
躍
し
続
け
て
い
る
最

高
齢
社
員
の
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

自
分
で
定
年
を
決
め
ら
れ
る
会
社

太お
お

田た

永な
が

敏と
し

さ
ん
（
73
歳
）
は
、自
衛
隊
を
定
年
退
職
後
、

民
間
企
業
勤
務
を
経
て
、
61
歳
の
と
き
に
か
と
り
ス
ト

ア
ー
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
12
年
、
青
果
部
門
で

週
５
日
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
続
け
て
い
ま
す
。

朝
は
６
時
半
に
出
社
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
市
場
へ
。
青

果
を
積
ん
で
店
舗
へ
運
搬
し
、荷
下
ろ
し
ま
で
行
い
ま
す
。

続
い
て
、
で
き
た
て
の
お
弁
当
を
本
店
か
ら
販
売
先
へ
配

送
。
昼
休
み
を
は
さ
ん
で
、
午
後
か
ら
は
保
育
所
や
介
護

施
設
な
ど
か
ら
注
文
を
受
け
た
食
品
を
各
施
設
へ
届
け
ま

す
。太

田
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
玉
ね
ぎ
な

ど
は
一
箱
の
重
量
が
20
㎏
ほ
ど
あ
り
ま
す
か
ら
、
市
場
か

ら
店
舗
へ
の
運
搬
作
業
は
自
然
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

な
っ
て
い
ま
す
。各
施
設
へ
の
配
送
で
は
、『
あ
り
が
と
う
』

と
言
葉
を
か
け
て
も
ら
う
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
に

よ
る
触
合
い
も
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と

明
る
く
話
し
ま
す
。

大
型
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
太
田
さ
ん
の
仕
事

は
、
お
も
に
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
行
い
ま
す
。「
も
っ
と
も

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
安
全
第
一
で
す
。
２
０
２
２
年

に
無
事
に
運
転
免
許
証
の
更
新
を
し
ま
し
た
。
次
の
更
新

は
75
歳
の
と
き
。
そ
こ
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
、
仕
事
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
太
田
さ
ん
は

意
気
ご
み
を
語
り
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
有
給

休
暇
を
取
得
し
や
す
い
こ
と
で
す
。
趣
味
で
詩
吟
を
習
っ

て
い
て
、
そ
う
し
た
時
間
も
楽
し
め
て
い
ま
す
。
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
が
で
き
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う

か
」
と
答
え
ま
す
。
ま
た
、「
定
年
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
自
分
で
辞
め
る
時
期
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元
気
に
仕
事
が
で
き
る
う
ち
は
続

け
た
い
と
考
え
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
よ
い
制

度
で
す
」
と
定
年
廃
止
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

鹿
取
代
表
取
締
役
は
、
太
田
さ
ん
の
働
き
ぶ
り
に
つ
い

て
、「
入
社
時
か
ら
変
わ
ら
ず
、
い
つ
も
元
気
に
働
い
て

い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
い
る
一
方
で
、
配
送
先
を
増
や

す
な
ど
太
田
さ
ん
の
仕
事
量
は
増
え
て
い
る
ん
で
す
。
本

当
に
頼
も
し
い
存
在
で
す
」
と
尊
敬
の
ま
な
ざ
し
を
向
け

て
語
り
ま
す
。
長
く
仕
事
を
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
仕

事
量
は
本
人
に
確
認
し
な
が
ら
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
健
康
診
断
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結

果
や
日
ご
ろ
の
運
転
の
様
子
に
気
を
配
る
よ
う
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

地
域
に
求
め
ら
れ
る
事
業
を
展
開

か
と
り
ス
ト
ア
ー
の
あ
る
大
村
市
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス

の
よ
さ
な
ど
か
ら
、
年
々
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

鹿
取
代
表
取
締
役
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
の
出
店
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
当
社
と
し
て
は
、
地
域
に
求
め
ら
れ

る
事
業
展
開
に
励
み
、
今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
の
期
待

に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
労
働
者
不
足
も

危
惧
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
と
働
き
方
を
追
求
し
、
だ
れ
も
が
長
く
働
け
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今
後
の
展
望
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
取
材
・
増
山
美
智
子
）

太田永敏さん。
市場から店舗へ青果の
運搬などをトラックで
行っている
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向
学
の
志
を
忘
れ
ず

私
は
東
京
都
国こ

く

分ぶ
ん

寺じ

市
で
生
ま
れ
育
ち
、
地
元
の

中
学
を
出
る
と
大
手
企
業
の
事
務
部
門
に
就
職
し
ま

し
た
。
当
時
は
、「
女
に
学
問
は
必
要
な
い
」
と
い

う
風
潮
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
私
も
高
校
進
学
を

あ
き
ら
め
ま
し
た
が
、
向
学
の
思
い
は
高
ま
る
一
方

で
、学
費
を
た
め
て
通
信
制
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

20
代
で
結
婚
し
ま
し
た
が
、
結
婚
す
る
と
同
時
に

退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、「
中
卒
は

金
の
卵
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
女
性
が
長
く
働
く

道
は
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

結
婚
後
、
夫
は
国
内
・
海
外
出
張
が
多
く
不
在
が

ち
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
も
う
一
度
働
こ
う
と
今
度
は
造
船
会
社

の
設
計
部
門
に
就
職
し
ま
し
た
。結
論
か
ら
い
う
と
、

定
年
ま
で
32
年
間
勤
め
あ
げ
た
の
で
す
か
ら
、
ご
縁

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

職
業
訓
練
校
で
製
図
を
学
び
、
設
計
や
資
材
の
仕

事
を
担
当
し
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
育
ち
ま

し
た
が
、
な
ぜ
か
昔
か
ら
設
計
に
興
味
が
あ
り
、
モ
ノ

が
ど
う
や
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
か
考
え
る
と
わ
く

わ
く
す
る
変
わ
っ
た
女
の
子
で
し
た
か
ら
、
造
船
所
で

の
仕
事
は
好
奇
心
を
満
た
し
て
く
れ
、
楽
し
く
働
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
働
く
な
か
で
情
報
処
理
の
勉

強
が
し
た
く
な
り
、
今
度
は
通
信
制
の
短
大
に
入
学

し
ま
し
た
。
や
り
た
い
こ
と
を
い
つ
も
追
い
か
け
な

が
ら
今
日
ま
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
、
言
葉
を
て
い
ね
い
に

紡
ぎ
出
し
て
く
れ
る
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」。
時
代
の
制

約
の
な
か
で
コ
ツ
コ
ツ
と
道
を
切
り
開
い
て
き
た
生

き
方
に
頭
が
下
が
る
。
さ
す
が
現
役
の
ピ
ン
芸
人
、

話
に
グ
イ
グ
イ
引
き
込
ま
れ
た
。

ど
ん
な
と
き
も
前
を
向
い
て

通
信
制
の
短
大
に
入
学
し
て
か
ら
は
、、
働
き
な

が
ら
学
ぶ
日
々
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
生
は
本
当
に
何
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

38
歳
の
あ
る
日
、
突
然
目
の
前
が
暗
く
な
る
よ
う

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
急
に
体
に
異
変
を
覚
え

病
院
に
行
く
と
、
医
師
に
「
す
ぐ
に
、
ご
家
族
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
携
帯
電
話
が

な
い
時
代
で
す
か
ら
夫
と
連
絡
が
取
れ
ず
、
と
て
も

心
細
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
診
断
は
乳
が

ん
の
ス
テ
ー
ジ
４
で
、
す
ぐ
に
乳
房
を
切
除
し
て
人

工
胸
を
装
着
し
ま
し
た
。
命
拾
い
し
た
も
の
の
、

後
々
、
卵
巣
や
子
宮
へ
の
転
移
が
見
つ
か
り
ま
し
た

が
、
闘
病
を
続
け
病
を
克
服
し
、
こ
う
し
て
永
ら
え

て
い
る
こ
と
に
た
だ
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

会
社
の
上
司
が
、
治
療
し
な
が
ら
働
く
こ
と
に
理
解

を
示
し
て
く
れ
た
の
で
職
場
に
戻
れ
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
人
に
支
え
ら
れ
、
い
ま
が
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
の
手
術
後
一
番
悩
ま
さ
れ
た
の
は
、
発
汗

で
し
た
。
人
工
胸
周
り
の
皮
膚
が
か
ぶ
れ
て
と
て
も

つ
ら
く
、
同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
研

究
が
し
た
く
な
り
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
に
47

吉本興業株式会社
お笑い芸人
ピン芸人

おばあちゃん

86

　ピン芸人のおばあちゃん（76歳）は、古
こ

希
き

を過ぎてからエンターテイメント
の世界に飛び込み、笑顔でマイクの前に立っている。波乱万丈の人生を乗り
越え、いま本当に自分がやりたかった世界で羽ばたく「おばあちゃん」が、
生涯現役の醍醐味を語る。

ⓒYOSHIMOTOⓒYOSHIMOTO
KOGYO KOGYO 
CO.,LTD.CO.,LTD.
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歳
で
放
送
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。
憧
れ
の
４
年
制

の
大
学
で
す
。
通
信
制
の
短
大
を
卒
業
し
た
後
、
４

年
制
の
大
学
を
探
し
て
い
ま
し
た
が
、１
９
８
１（
昭

和
56
）
年
の
放
送
大
学
設
立
が
願
い
を
叶
え
て
く
れ

ま
し
た
。
３
年
間
は
必
死
で
単
位
を
取
り
、
残
り
１

年
を
卒
業
論
文
に
費
や
し
ま
し
た
。「
乳
が
ん
手
術

後
の
発
汗
と
下
着
に
つ
い
て
」
こ
れ
が
私
の
卒
業
論

文
で
、
放
送
大
学
の
酒さ

か

井い

豊と
よ

子こ

教
授
、
文
化
女
子
大

学
の
田た

村む
ら

照て
る

子こ

教
授
の
ご
指
導
の
も
と
研
究
し
、
卒

業
後
も
日
本
家
政
学
会
で
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
自
分
の
つ
ら
い
経
験
が
同
じ
よ
う
に
苦
し
む
人

た
ち
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
と
い

う
思
い
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
、
知
識
こ
そ
困
難
を
乗

り
越
え
る
力
だ
と
信
じ
て
学
び
続
け
て
き
ま
し
た
。

神
様
は
試
練
に
耐
え
う
る
人
だ
け
に
苦
労
を
与
え

る
の
だ
ろ
う
か
。
造
船
会
社
で
定
年
を
迎
え
た
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」。
こ
こ
か
ら
真
骨
頂
の
新
た
な
挑
戦

の
日
々
が
始
ま
っ
た
。

吉
本
総
合
芸
能
学
院
と
の
出
会
い

造
船
会
社
は
本
当
は
60
歳
が
定
年
で
し
た
が
、
人

材
不
足
も
あ
り
、
64
歳
ま
で
勤
め
ま
し
た
。
念
願
の

４
年
制
の
大
学
を
卒
業
し
、
卒
業
論
文
ま
で
ま
と
め

さ
せ
て
も
ら
い
、
ま
た
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
は
そ
こ
で
大
満
足
な
の
で
し
ょ
う
が
、

胸
の
な
か
で
は
ふ
つ
ふ
つ
と
た
ぎ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
漠
然
と
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
挑
戦
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
が
お
笑
い
の
世
界
で
し
た
。
同
世
代

の
人
な
ら
記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
中
田
ダ
イ

マ
ル
・
ラ
ケ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
漫
才
の
黄
金
期
を

過
ご
し
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
お
笑
い
の
世
界
は

憧
れ
の
的
で
し
た
。
ク
ラ
ス
に
面
白
い
子
が
い
る
と
先

生
か
ら「
吉
本
に
行
け
」な
ど
と
い
わ
れ
た
も
の
で
す
。

と
は
い
え
、
そ
の
こ
ろ
、
お
笑
い
の
世
界
に
進
む

方
法
な
ど
皆
目
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
退
職
し
て
か
ら

ひ
ざ
を
手
術
し
た
こ
と
も
あ
り
、
２
年
ほ
ど
は
の
ん

び
り
過
ご
し
、
そ
の
後
、
高
齢
者
劇
団
に
入
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
芝
居
の
世
界
は
初
め
て
の
こ
と
で
、

基
本
も
で
き
て
い
な
い
自
分
に
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
て
、
基
本

か
ら
学
び
た
い
と
の
思
い
が
強
く
な
り
、
勉
強
で
き

る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
友
人
の
協
力
も

あ
っ
て
、
や
っ
と
出
会
え
た
の
が
「
吉
本
総
合
芸
能

学
院
」（
以
下
、「
Ｎ
Ｓ
Ｃ
」）
だ
っ
た
の
で
す
。

夢
は
叶
う
、
そ
れ
を
信
じ
て

Ｎ
Ｓ
Ｃ
に
思
い
き
っ
て
電
話
し
た
ら
、
面
接
し
て
く

だ
さ
る
と
の
こ
と
で
、
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
「
神じ

ん

保ぼ
う

町ち
ょ
う

よ
し
も
と
漫
才
劇
場
」に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
71
歳
で
し
た
が
、
ま
ず
驚
い
た
の
は
年

齢
制
限
が
な
く
、
入
学
条
件
も
緩
や
か
で
、
学
費
の

支
払
い
は
あ
た
り
前
で
す
が
、
あ
と
は
や
る
気
が
あ
る

か
ど
う
か
、
も
う
一
つ
は
神
保
町
の
６
階
建
て
の
ビ
ル

の
非
常
階
段
を
毎
日
元
気
に
昇
り
降
り
で
き
る
か
ど

う
か
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
し
た
。
６
階
の
事
務

所
に
毎
朝
挨
拶
に
行
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
学
生
は
エ
レ
ベ
ー
タ
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
ざ

の
手
術
を
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

幸
い
に
も
入
学
が
叶
い
、
私
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ
24
期
生
と

な
り
ま
し
た
。
授
業
は
ダ
ン
ス
や
発
声
、
ネ
タ
づ
く

り
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
レ
ベ
ル
が
高
く
悪
戦
苦
闘

の
連
続
で
し
た
が
、
す
べ
て
の
経
験
が
新
鮮
で
、
私

は
無
遅
刻
、
無
欠
席
で
卒
業
し
ま
し
た
。

正
直
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
で
学
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
で
十
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
４
月
に
24
期
生

の
卒
業
と
同
時
に
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
夢
の
よ
う
な
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
夢
の
ま
た

夢
で
あ
っ
た
の
で
自
分
の
芸
名
な
ど
考
え
て
み
た
こ

と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
同
期
の
若
い
仲
間
た
ち

が
「『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
で
よ
く
な
い
？
」
と
声
を

あ
げ
て
く
れ
て
、
71
歳
の
ピ
ン
芸
人
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
、
デ
ビ
ュ
ー
５
年
目
で
す
。
ネ
タ
を
指
導
し

て
く
だ
さ
る
作
家
の
先
生
か
ら
は
、「
自
然
体
で
自

分
の
経
験
を
話
せ
ば
い
い
よ
」
と
い
っ
て
い
た
だ
き
、

経
験
か
ら
生
ま
れ
た
シ
ル
バ
ー
川
柳
を
持
ち
ネ
タ
に

し
て
い
ま
す
。作
家
の
山
田
ナ
ビ
ス
コ
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
今
日
の
自
分
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

背
丈
よ
り
高
く
伸
び
た
マ
イ
ク
を
口
元
ま
で
下
げ

て
「
私
が
触
る
と
点
滴
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。
マ
イ

ク
な
ん
で
す
」
と
、
開
口
一
番
つ
ぶ
や
く
と
会
場
が

ど
っ
と
沸
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
と
び
き
り
の
笑
顔

に
出
会
う
た
め
に
、
た
い
へ
ん
な
時
代
を
ご
一
緒
に

元
気
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
思
い
を
込
め

て
、
さ
あ
、
明
日
か
ら
も
舞
台
に
立
ち
続
け
ま
す
。



定
年
後
再
雇
用
と
定
年
延
長
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

1前
回
ま
で
、
正
社
員
に
役
割
給
を
、
60
歳
以
降
の
定

年
後
再
雇
用
者
に
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
を
そ
れ
ぞ
れ
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
異
な
る
雇
用
形
態
の
高
齢
者
に
、
役

割
と
貢
献
度
を
共
通
の
評
価
軸
と
す
る
シ
ン
プ
ル
な
賃

金
待
遇
を
適
用
す
る
方
法
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
回
は
、
よ
り
積
極
的
な
高
齢
者
雇
用
の
方
策
と

し
て
、
役
割
給
お
よ
び
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
を
活
用
し
た
65

歳
ま
で
の
定
年
延
長
の
す
す
め
方
を
解
説
し
ま
す
。

図
表
１
は
定
年
後
再
雇
用
と
定
年
延
長
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

周
知
の
通
り
、
大
多
数
の
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
60
歳

定
年
後
の
再
雇
用
制
度
に
よ
っ
て
65
歳
ま
で
の
雇
用
義

務
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
最
大
の
理
由
は
、
そ
れ
ま

で
の
正
社
員
の
年
功
的
な
賃
金
カ
ー
ブ
の
延
長
線
上
に

高
齢
者
を
雇
用
し
た
の
で
は
、
想
定
外
の
人
件
費
の

オ
ー
バ
ー
・
コ
ス
ト
を
招
き
、
賃
金
を
切
り
下
げ
な
い

と
そ
れ
以
上
の
雇
用
延
長
が
難
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

定
年
を
境
に
い
っ
た
ん
退
職
し
、
以
降
は
有
期
雇
用
契

約
と
し
て
役
割
・
労
働
条
件
を
リ
セ
ッ
ト
さ
せ
る
再
雇

65
歳
定
年
延
長
と
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
（
ま
と
め
）

★本連載の第1回から最終回までを、当機構（JEED）ホームページでまとめてお読みいただけます
　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/series.html
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定年後再雇用 定年延長
定年 60 歳 65歳

65歳まで
の雇用形態

嘱託などの有期雇用契約
１年有期雇用を原則として反復更新

正社員
期間の定めなし・無期雇用

勤務形態 フルタイム勤務またはパートタイム勤務 フルタイム勤務（ただし育児・介護などの短時間勤
務制度あり）

前提
・ 定年前の賃金待遇に比べ高齢社員の貢献度が低く、
生産性の高い仕事が用意しにくい
・ 定年後は賃金待遇を切り下げないと人件費のオー
バー・コストを招く

・ 60 歳以降の高齢社員が活躍できる仕事のニーズが
十分ある
・ 定年を延長し活躍できる高齢者が増えれば経営プラ
ス効果も大きい

メリット
・ 定年を境に有期雇用に転換、役割・労働条件・意識
をリセットしやすい
・ 職務内容や働き方など個別事情に対応し、賃金待遇
を軽量化しやすい

・ 65 歳まで途切れなく組織的な帰属意識と貢献意欲
を保ちやすい
・高齢社員の変わらない活躍が期待できる
・複雑な制度の使い分けが不要

デメリット
・ 定年を境に仕事の質が低下、帰属意識も働く意欲も
低下する高齢社員が多い
・ 正社員との均衡待遇の観点から不合理な賃金の待遇
差が問題となるリスクがある

・ 定年まで変わらない活躍を求め、正社員として同一
の労働条件を適用するため人件費が肥大化しがち
・ 若年・中堅層の成長機会や活躍の場を奪うリスクが
ある

図表１　定年後再雇用と定年延長のメリット・デメリット

　従来型のヒト基準の日本的人事制度が制度疲労を起こし、年齢や性別を問わず人材が
活躍できるシンプルな雇用・人事・賃金制度に対するニーズが高まっています。最終回は、
正社員の役割給と 60歳以降のジョブ型賃金による定年後再雇用制度を実施した後の
展開として、65歳までの定年延長さらには定年廃止につなげていく方法について解説
します。

シニア社員のためのシニア社員のための

「「ジョブ型ジョブ型」」賃金制度の
　従来型のヒト基準の日本的人事制度が制度疲労を起こし、年齢や性別を問わず人材が

賃金制度賃金制度賃金制度賃金制度賃金制度賃金制度のの
つくり方つくり方株式会社プライムコンサルタント  代表   菊

き く

谷
や

寛
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ゆ き

最終回



用
制
度
の
方
が
、
働
く
方
も
気
持
ち
を
切
り
替
え
や
す

く
、
企
業
に
と
っ
て
も
使
い
勝
手
が
よ
か
っ
た
わ
け
で

す
（
連
載
第
3
回
〈
２
０
２
３
年
７
月
号
〉
参
照
）。

他
方
、
再
雇
用
に
と
も
な
う
賃
金
待
遇
の
切
り
下
げ

は
、
高
齢
社
員
の
仕
事
の
質
の
低
下
、
ひ
い
て
は
帰
属

意
識
や
働
く
意
欲
を
大
き
く
低
下
さ
せ
、
定
年
前
の
正

社
員
に
も
悪
影
響
が
お
よ
ぶ
な
ど
の
弊
害
が
多
く
の
企

業
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
新
パ
ー
ト
タ
イ
ム・

有
期
雇
用
労
働
法
（
２
０
２
０
〈
令
和
２
〉
年
４
月
施

行
）
が
求
め
る
均
衡
待
遇
の
規
定
に
照
ら
し
て
も
、
安

易
な
賃
金
待
遇
の
切
り
下
げ
は
、
法
が
禁
止
す
る
不
合

理
な
賃
金
待
遇
差
に
問
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
人
手
不
足
の
波
が
高
齢
者
雇
用
に
も
押
し
寄

せ
、
65
歳
定
年
延
長
に
ふ
み
切
る
会
社
が
じ
り
じ
り
と

増
え
続
け
、
２
０
２
２
年
６
月
１
日
現
在
、
65
歳
定
年

の
企
業
は
22・２
％
に
達
し
ま
し
た
（
厚
生
労
働
省
「
令

和
4
年
『
高
年
齢
者
雇
用
状
況
等
報
告
』
※１
）。

定
年
延
長
を
実
施
し
た
企
業
の
動
向
を
み
る
と
、
少

子
化
で
熟
練
技
能
や
専
門
業
務
の
承
継
者
不
足
が
問
題

と
な
る
な
か
、
60
歳
以
降
の
高
齢
社
員
の
仕
事
の
ニ
ー
ズ

が
根
強
く
、
安
定
し
て
働
け
る
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
プ
ラ

ス
効
果
が
大
き
い
と
い
う
経
営
判
断
が
う
か
が
え
ま
す
。

働
く
方
も
、
65
歳
ま
で
仕
事
も
労
働
条
件
も
途
切
れ

な
く
安
定
す
る
定
年
延
長
の
ほ
う
が
、
長
年
働
い
て
き

た
組
織
へ
の
帰
属
意
識
と
貢
献
意
欲
を
保
ち
や
す
い
と

い
う
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
65
歳
ま
で
は
定
年
後
再
雇
用
ま
た
は
定
年

※1　 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_29133.html
※2　https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000745472.pdf

延
長
、
定
年
廃
止
な
ど
の
方
法
で
希
望
者
全
員
の
雇
用

を
確
保
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
65
歳
〜
70
歳

ま
で
の
就
業
確
保
措
置
に
つ
い
て
は
、
努
力
義
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
希
望
者
全
員
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
直

近
2
年
の
人
事
評
価
が
Ｂ
以
上
」、「
過
去
３
年
間
の
出

勤
率
が
95
％
以
上
」
な
ど
の
具
体
的
・
客
観
的
な
対
象

者
基
準
を
就
業
規
則
に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
対
象
者

を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ
（
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置

関
係
）」⑩
⑬
※２
）。

65
歳
定
年
延
長
の
す
す
め
方

2正
社
員
の
役
割
給
と
再
雇
用
者
の
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
を

活
用
し
て
65
歳
定
年
延
長
を
実
施
す
る
パ
タ
ー
ン
は
、

大
き
く
２
通
り
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
単
純
に
全
員
同
一

基
準
で
65
歳
定
年
延
長
を
実
施
す
る
方
法
、
も
う
一
つ

は
あ
る
年
齢
以
降
の
正
社
員
は
責
任
役
職
を
離
れ
る

「
シ
ニ
ア
社
員
制
度
」
を
活
用
す
る
方
法
で
す
。

前
者
は
年
功
的
な
賃
金
カ
ー
ブ
が
そ
れ
ほ
ど
立
っ
て

い
な
い
中
堅
・
中
小
企
業
が
、
役
割
給
の
全
面
導
入
を

前
提
と
し
て
、
65
歳
定
年
延
長
を
実
施
す
る
一
般
的
な

パ
タ
ー
ン
で
す
（
図
表
２
）。

ま
ず
、
賃
金
カ
ー
ブ
が
そ
れ
ほ
ど
立
っ
て
い
な
い
企

業
の
場
合
、
役
割
等
級
別
に
範
囲
給
を
設
定
し
、
貢
献

度
の
高
さ
に
見
合
う
賃
金
の
上
限
規
制
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
社
員
の
人
件
費
オ
ー
バ
ー
・
コ
ス
ト

は
目
に
見
え
て
解
消
し
ま
す
。
い
っ
た
ん
そ
の
見
通
し

が
定
着
す
れ
ば
、
高
齢
者
の
雇
用
ニ
ー
ズ
が
高
い
会
社

は
、
比
較
的
短
い
期
間
で
役
割
給
を
受
け
皿
と
す
る
65

歳
定
年
延
長
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

前
回
、
ジ
ョ
ブ
型
継
続
雇
用
賃
金
表
の
運
用
事
例
を

エルダー39

©株式会社プライムコンサルタント　禁無断転載

図表2　役割給の全面導入による65歳定年延長のイメージ

（金額）

（年齢）
60歳 65歳 70歳

雇用確保措置雇用確保措置

Ⅵ（部長級）Ⅵ（部長級）

Ⅴ（課長級）Ⅴ（課長級）

Ⅳ（係長級）Ⅳ（係長級）

Ⅲ（主任級）Ⅲ（主任級）

Ⅱ（非役職）Ⅱ（非役職）

Ⅰ（非役職）Ⅰ（非役職）

部長モデル部長モデル

課長モデル課長モデル

非役職モデル非役職モデル

主任モデル主任モデル

係長モデル係長モデル

役割給の
上限・下限
イメージ

役割給の
上限・下限
イメージ

役割の違い
（役割等級）
役割の違い
（役割等級）

役職・配置の随時見直し役職・配置の随時見直し

貢
献
の
差 

（
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）

役割給の昇給・昇格
モデルカーブのイメージ
（役割と貢献度により
賃金カーブが分岐）

・実力主義の人事を柔軟に行い、適正配
置により組織の戦闘力を維持する
・昇降格にメリハリをつけ、属人的・身分
的な待遇から脱皮する

定
年

就業確保措置就業確保措置

正社員と継続雇
用に同一の役割
給体系を適用

（対象者を限定）（対象者を限定）

定年後再雇用賃金
（ジョブ型賃金待遇）

同一労働同一賃金
に抵触しない設定

契約更改契約更改

定年後再雇用定年後再雇用

シニア社員のためのシニア社員のための

「「ジョブ型ジョブ型」」賃金制度賃金制度ののつくり方つくり方



紹
介
し
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
１
年
ご
と
の
契
約
更
改

を
く
り
返
す
定
年
後
再
雇
用
は
、
役
割
・
職
務
内
容
と

働
き
方
を
見
直
し
、
ジ
ョ
ブ
型
の
柔
軟
な
賃
金
待
遇
を

実
践
す
る
方
式
に
適
し
て
い
ま
す
。

無
期
雇
用
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
正
社
員
に
は
、

さ
す
が
に
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
は
フ
ィ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
今
後
は
正
社
員
に
つ
い
て
も
、
組
織
の
ニ
ー
ズ
、
そ

し
て
働
く
人
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て
役
割
・
職
務
内
容

や
働
き
方
を
見
直
す
、
よ
り
柔
軟
な
個
別
の
賃
金
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
人
的
資
本
経
営
の
考
え
方
が
中
小
企
業

に
も
浸
透
し
、
事
業
戦
略
の
見
直
し
や
環
境
変
化
に
積

極
的
に
適
応
す
る
企
業
が
優
位
性
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
企
業
で
は
、
い
わ
ば
戦
略
的
な

組
織
・
人
事
運
営
が
あ
た
り
前
に
な
り
、
経
営
者
は
性

別
・
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
役
割
の
配
置
や
職
務
内
容

を
不
断
に
見
直
し
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
実
力

人
材
を
早
期
に
発
掘
・
登
用
す
る
こ
と
に
注
力
す
る
で

し
ょ
う
。

す
で
に
多
く
の
企
業
で
は
従
業
員
個
々
の
役
割
と
職
務

内
容
・
成
果
責
任
を
確
認
し
、
目
標
設
定
や
業
績
評
価
、

行
動
評
価
を
行
う
仕
事
基
準
の
評
価
制
度
が
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、役
割
給
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

組
織
に
お
け
る
仕
事
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
貢
献
度

を
客
観
的
に
評
価
し
、
賃
金
待
遇
を
段
階
的
に
調
整
す
る

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
徐
々
に
定
着
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

（
連
載
第
4
回
〈
２
０
２
３
年
8
月
号
〉
参
照
）。

シ
ニ
ア
社
員
制
度
を
活
用
し
た

65
歳
定
年
延
長

3他
方
、
定
年
前
の
賃
金
カ
ー
ブ
が
大
き
く
立
っ
て
い

る
中
堅
ク
ラ
ス
以
上
の
企
業
で
は
、
役
割
給
を
導
入
し

て
も
、
人
件
費
の
オ
ー
バ
ー
・
コ
ス
ト
は
完
全
に
は
解

消
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
次
善
の
策
と
し
て
役
職
定
年
や
進
路
選

択
制
の
継
続
雇
用
制
度
（
厚
生
労
働
省
「
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
Ｑ
＆
Ａ
〈
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
関
係
〉

1
－

5
、
1

－

6
参
照
※３
）
を
応
用
し
、
正
社
員
身
分

の
な
か
で
い
っ
た
ん
高
齢
社
員
の
賃
金
を
切
り
下
げ
る

「
シ
ニ
ア
社
員
制
度
」
を
活
用
す
る
方
法
も
有
力
な
選

択
肢
と
い
え
ま
す
。図
表
３
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。

こ
れ
は
55
〜
60
歳
前
後
を
境
目
に
、
原
則
と
し
て
高

齢
社
員
全
員
が
部
長
・
課
長
な
ど
の
責
任
役
職
※４
を
離

脱
し
、
65
歳
ま
で
シ
ニ
ア
社
員
（
名
称
は
任
意
）
と
し

て
高
度
専
門
職
ま
た
は
非
役
職
の
一
般
従
業
員
に
コ
ー

ス
変
更
さ
せ
、65
歳
ま
で
雇
用
を
継
続
す
る
方
法
で
す
。

正
社
員
身
分
の
間
に
新
た
な
役
割
と
職
務
内
容
に
転

換
し
て
賃
金
待
遇
を
切
り
下
げ
、
定
年
前
の
人
件
費
の

オ
ー
バ
ー・コ
ス
ト
を
一
定
程
度
減
ら
し
て
お
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
65
歳
以
降
の
再
雇
用
制
度
を
導
入
す
れ

ば
、
正
社
員
と
定
年
後
再
雇
用
者
と
の
間
の
賃
金

ギ
ャ
ッ
プ
も
少
な
く
な
り
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
も

対
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
な
お
責
任
役
職
や
通
常
の

正
社
員
に
対
し
シ
ニ
ア
社
員
の
賃
金
を
切
り
下
げ
る
根

※3　 https://www.mhlw.go.jp/general/seido/anteikyoku/kourei2/qa/
※4　 部長・課長、グループ長、チーム長などの単位組織の成果責任をにない、部下を統括するマネジメントの責任者。役職離脱後は、直接の担当組織や部下

を持たず、組織マネジメントを行わない高度専門職やスタッフ職に就くことは妨げない

拠
に
つ
い
て
は
、
図
表
４
の
⑸
⑹
⑺
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

部
長
・
課
長
な
ど
の
責
任
役
職
に
対
し
て
は
、
役
職

の
任
期
を
一
定
年
限
で
区
切
り
、
事
業
成
長
の
た
め
の

機
動
的
な
組
織
運
営
に
基
づ
く
適
正
配
置
・
人
材
活
用
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図表3　役割給とシニア社員制度を活用した65歳定年延長のイメージ

（金額）

（年齢）
60歳 65歳 70歳

シニア社員シニア社員

Ⅵ（部長級）Ⅵ（部長級）

Ⅴ（課長級）Ⅴ（課長級）

Ⅳ（係長級）Ⅳ（係長級）

Ⅲ（主任級）Ⅲ（主任級）

Ⅱ（非役職）Ⅱ（非役職）

Ⅰ（非役職）Ⅰ（非役職）

部長モデル部長モデル

課長モデル課長モデル

主任モデル主任モデル

係長モデル（標準評価）係長モデル（標準評価）

役割給の
上限・下限
イメージ

役割給の
上限・下限
イメージ

役割の違い
（役割等級）
役割の違い
（役割等級）

旧係
長モ
デル

旧係
長モ
デル

責任役職を離脱→専門職へ責任役職を離脱→専門職へ

貢
献
の
差 

（
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）

・役職定年等による責任役職の離脱を厳
格に実施する
・シニア社員の期間は退職金増加を半減
させる等の措置も可能

65歳まで正社員だが、高齢者は
シニア社員に区分 
65歳以降は再雇用制度を適用

（対象者を限定）（対象者を限定）
契約更改契約更改係長モデル（低評

価）
係長モデル（低評

価）

雇用確保措置雇用確保措置 就業確保措置就業確保措置

定
年

正社員、シニア社員、
再雇用ともに同一の
役割給体系を適用

一定年齢～定年まで
シニア社員として、役割を
見直し待遇を下げる

役割・貢献度に基づく
弾力的な賃金待遇

定年後再雇用賃金
（ジョブ型賃金待遇）

同一労働同一賃金
に抵触しない設定



ト
ワ
ー
ク
を
会
社
が
必
要
と
す
る
専
門
分
野
や
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
で
発
揮
さ
せ
ま
す
。
後
継
者
の
業
務
支
援
や

Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
の
後
方
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
顧
客
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
商
品

開
発
や
外
部
調
達
、
技
術
導
入
、
新
業
態
開
発
、
業
務

の
内
製
化
な
ど
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
成
果
の
上
が

る
テ
ー
マ
に
貢
献
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

事
業
戦
略
に
連
動
し
て
、
具
体
的
な
成
果
を
上
げ
る

組
織
運
営
と
人
事
が
徹
底
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
現

実
に
高
齢
社
員
の
役
割
給
が
オ
ー
バ
ー
・
コ
ス
ト
に
な

ら
な
い
レ
ベ
ル
に
事
業
の
収
益
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

も
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
、
シ
ニ
ア

社
員
制
度
に
頼
ら
な
く
と
も
、
一
律
の
役
割
給
に
基
づ

く
65
歳
定
年
制
に
移
行
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

定
年
制
の
廃
止
を
視
野
に

4以
上
の
よ
う
に
、
役
割
給
や
再
雇
用
の
ジ
ョ
ブ
型
賃

金
が
徐
々
に
定
着
す
れ
ば
、メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
雇
用・

人
事
の
も
と
で
も
役
割
・
職
務
内
容
や
働
き
方
の
見
直

し
、
弾
力
的
な
賃
金
待
遇
が
い
わ
ば
あ
た
り
前
の
も
の

に
近
づ
き
、
日
本
で
も
ジ
ョ
ブ
型
に
近
い
開
放
的
な
組

織
風
土
が
浸
透
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
正
社
員
と
定
年
後
再
雇
用
の
境
目
も
意

味
が
薄
れ
、
定
年
制
を
廃
止
し
役
割
給
を
全
面
導
入
す

る
段
階
に
移
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
年

齢
に
よ
る
雇
用
差
別
が
禁
止
さ
れ
、
日
本
の
よ
う
な
定

年
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
定
年
が
な
い
と
い
っ
て

も
、
い
つ
ま
で
も
働
き
た
い
だ
け
働
け
る
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
は
な
く
、
明
確
な
成
果
責
任
と
実
績
評
価
に

基
づ
く
雇
用
・
賃
金
管
理
が
行
わ
れ
、
企
業
も
外
部
か

ら
新
た
な
人
材
を
積
極
的
に
採
用
す
る
の
で
、
つ
ね
に

人
材
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
外
部
基
準
に
よ
る
雇
用
人

事
管
理
を
通
し
て
役
割
・
職
務
内
容
や
業
績
に
応
じ
た

市
場
価
値
に
よ
る
賃
金
待
遇
が
浸
透
し
、
結
果
と
し
て

職
種
・
地
域
の
世
間
相
場
に
準
拠
し
た
フ
ラ
ッ
ト
な
賃

金
カ
ー
ブ
に
な
る
の
で
す
。

一
般
の
日
本
企
業
が
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ

う
な
職
務
給
に
基
づ
く
完
全
な
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
に
な
る

こ
と
は
将
来
も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
人
手
不

足
が
ま
す
ま
す
進
行
す
る
な
か
で
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

型
と
ジ
ョ
ブ
型
が
混
在
し
た
多
様
な
雇
用
・
人
事
管
理

へ
と
諸
制
度
が
変
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

特
に
専
門
人
材
を
外
部
か
ら
採
用
す
る
動
き
は
活
発

化
し
、少
な
く
と
も
年
功
賃
金
を
基
軸
と
す
る
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
型
の
雇
用
・
人
事
を
唯
一
あ
る
い
は
最
優
先
と

す
る
考
え
方
は
徐
々
に
解
体
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
世
代
や
い
ま
だ
一
部
に
み
ら
れ
る
男

女
の
性
別
役
割
分
担
を
超
え
て
、
社
会
が
必
要
と
す
る

仕
事
の
機
会
が
、
広
く
オ
ー
プ
ン
に
提
供
さ
れ
、
働
く

人
た
ち
が
い
っ
そ
う
活
躍
し
や
す
い
、
開
放
的
な
雇
用

と
賃
金
処
遇
の
仕
組
み
を
探
求
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

を
徹
底
し
、
成
果
責
任
を
明
確
に
し
た
実
力
主
義
の
人

事
処
遇
を
行
い
ま
す
。

責
任
役
職
を
離
脱
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
な

役
割
を
付
与
す
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
再
配
置
を
進
め
、

そ
れ
ま
で
の
経
験・専
門
知
識
や
熟
練
技
能
、人
的
ネ
ッ

エルダー41
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図表４　定年後再雇用と65歳定年延長の賃金待遇の取扱い

65歳までの
取扱い 60歳定年・定年後再雇用

65歳定年延長

全員同一基準
（図表２）

シニア社員制度
（図表３）

職務内容、
役職

定年後も同一の職務内容または
新たな職務内容に変更⑴

原則として定年まで職務内容は
無限定
一部専門職は職務限定正社員制
度あり⑶

60歳以降シニア社員は原則とし
て責任役職を離脱し新たな職務
内容に変更⑸

配置・異動
定年後も配置異動の範囲は同一
または勤務地・職種などを限定
⑵

原則として無限定
一部勤務地限定社員制度あり⑷

60歳以降シニア社員は勤務地・
職種等を限定⑹

賃金制度
定年後再雇用賃金（本連載はジョブ型）
…上記⑴⑵および「定年後再雇用」な
どそのほかの事情に応じて賃金を減額

定年まで正社員の賃金制度をフ
ル適用
⑶⑷の事情に応じ例外措置あり

シニア社員賃金…正社員の賃金
制度に準じ、上記⑸⑹の事情に
応じて減額

均衡待遇の
規定
（パートタイム・
有期雇用労働法
第 8条 不合理
な待遇の禁止）

60 歳定年前正社員と定年後再雇
用との賃金の不合理な待遇差を
禁止

65歳定年前正社員と定年後再雇
用との賃金の不合理な待遇差を
禁止

・ シニア社員を含め正社員同士
の賃金の待遇差は均衡待遇の
対象外⑺
・ 65 歳定年前正社員（シニア社
員含む）と定年後再雇用との
賃金の不合理な待遇差を禁止

シニア社員のためのシニア社員のための

「「ジョブ型ジョブ型」」賃金制度賃金制度ののつくり方つくり方



使
用
者
に
は
、
例
外
的
に
有
給
休
暇
の
取
得
日
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
が
与
え
ら
れ
て
お

り
、「
時
季
変
更
権
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
時
季

変
更
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、「
事
業
の
正
常
な
運

営
を
妨
げ
る
場
合
」
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
要

件
に
つ
い
て
も
過
去
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
厳
格

に
解
釈
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

時
季
変
更
権
に
関
す
る
裁
判
例

2有
給
休
暇
を
取
得
す
る
権
利
に
関
す
る
過
去
の
判

例
を
、
い
く
つ
か
整
理
し
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
有
休
取
得
に
使
用
者
の
承
認
が
必
要
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
労
働
者
が
そ
の
有
す
る
休

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て

1労
働
者
に
は
、
6
カ
月
以
上
継
続
勤
務
し
、
か
つ
、

そ
の
出
勤
率
が
8
割
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
年

次
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
権
利
が
付
与
さ
れ
ま
す

（
労
働
基
準
法
第
39
条
）。
所
定
労
働
日
数
が
４
日
以

下
か
つ
週
所
定
労
働
時
間
が
30
時
間
未
満
の
時
短
勤

務
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
所
定
労
働
日
数
に
応
じ

て
比
例
的
に
付
与
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、
労
働
日
よ
り
も
前
に
取
得
す
る
日
を
指
定

し
た
場
合
に
は
、
使
用
者
は
こ
れ
に
応
じ
て
、
労
働

者
に
休
暇
を
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
働
者
の
有
給
休
暇
取
得
は
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
変
更
す
る
た
め
に
は
業
務
の
正
常
な
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
い

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
合
理
的
な
期
間
内
に
、
遅
く

と
も
有
休
取
得
日
よ
り
も
相
当
期
間
前
ま
で
に
行
う
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

年
次
有
給
休
暇
の
時
季
変
更
を
す
る
際
の
留
意
点
が
知
り
た
い

シ
フ
ト
を
組
む
際
に
、
複
数
の
労
働
者
か
ら
有
給
休
暇
の
申
請
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
臨
時
の

業
務
や
当
日
見
込
ま
れ
る
業
務
量
か
ら
す
る
と
、
す
べ
て
の
有
給
休
暇
を
受
け
入
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
有
給
休
暇
の
取
得
時
期
を
変
更
し
て
、
シ
フ
ト
を
組
み
ま
し
た
。
有

給
休
暇
を
変
更
さ
れ
た
労
働
者
が
不
満
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
対
応
に
問
題
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

第65回 年次有給休暇に対する時季変更、労働条件通知書の記載事項変更と定年後再雇用対応
弁護士法人 ALG&Associates　執行役員・弁護士　家永　勲

　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
変化するうえ、ときには重要な判例も出されるため、日々情報収集することは欠かせません。
本連載では、こうした法改正や重要判例の理解をはじめ、人事労務担当者に知ってもらいたい
労働法などを、Q＆A形式で解説します。
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知っておきたい
労働法

　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
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　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は　人事労務担当者にとって労務管理上、労働法の理解は重要です。一方、今後も労働法制は
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&Q

Q 1A



暇
日
数
の
範
囲
内
で
、
具
体
的
な
休
暇
の
始
期
と
終

期
を
特
定
し
て
右
の
時
季
指
定
を
し
た
と
き
は
、
客

観
的
に
同
条
三
項
但
し
書
所
定
の
事
由
が
存
在
し
、

か
つ
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
使
用
者
が
時
季
変
更
権

の
行
使
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
右
の
指
定
に
よ
つ
て
年

次
有
給
休
暇
が
成
立
し
、
当
該
労
働
日
に
お
け
る
就

労
義
務
が
消
滅
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
」（
最
高
裁
昭
和
48
年
3
月
2
日
判
決
、
白
石
営

林
署
事
件
）
と
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
の
承
認
が
な

く
と
も
、
有
給
休
暇
の
取
得
日
を
指
定
さ
れ
た
と
き

に
は
、
そ
の
ま
ま
労
働
義
務
が
消
滅
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
有
給
休
暇
の
取
得
に
理
由
が
必
要
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
、「
年
次
休
暇
の
利
用
目
的
は
労
基

法
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
休
暇
を
ど
の
よ

う
に
利
用
す
る
か
は
、
使
用
者
の
干
渉
を
許
さ
な
い

労
働
者
の
自
由
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
法
の
趣
旨
で

あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」（
最
高
裁
昭
和

48
年
3
月
2
日
判
決
、
国
鉄
郡
山
工
場
賃
金
カ
ッ
ト

事
件
）と
判
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、利
用
目
的
に
よ
っ

て
取
得
を
認
め
る
か
否
か
を
決
め
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
労
働
者
が
有
給
休
暇
取
得
を
指
定
し
た
場

合
は
、「
使
用
者
に
対
し
、
で
き
る
だ
け
労
働
者
が

指
定
し
た
時
季
に
休
暇
を
取
れ
る
よ
う
状
況
に
応
じ

た
配
慮
を
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
も
の
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
使
用
者
に
配
慮
義
務
を

課
し
て
お
り
、
シ
フ
ト
を
割
り
当
て
ら
れ
た
日
に
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、「
勤
務
割

に
よ
つ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
た
勤
務
予
定

日
に
つ
き
休
暇
の
時
季
指
定
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ

て
も
な
お
、
使
用
者
は
、
労
働
者
が
休
暇
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
状
況
に
応
じ
た
配
慮
を
す
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
異
な
る
と

こ
ろ
は
な
い
」（
最
高
裁
昭
和
62
年
7
月
10
日
判
決
、

弘
前
電
報
電
話
局
事
件
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
事

件
で
は
、「
事
業
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
」

に
該
当
す
る
か
否
か
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、「
使
用

者
と
し
て
の
通
常
の
配
慮
を
す
れ
ば
、
勤
務
割
を
変

更
し
て
代
替
勤
務
者
を
配
置
す
る
こ
と
が
客
観
的
に

可
能
な
状
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
使
用
者
が
そ
の
た
め
の
配
慮
を
し
な
い
こ
と
に

よ
り
代
替
勤
務
者
が
配
置
さ
れ
な
い
と
き
は
、
必
要

配
置
人
員
を
欠
く
も
の
と
し
て
事
業
の
正
常
な
運
営

を
妨
げ
る
場
合
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」と
判
断
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
裁
判
例
紹
介

3有
給
休
暇
取
得
に
関
し
て
、
近
年
も
最
高
裁
判
例

の
内
容
を
ふ
ま
え
た
判
断
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
地
裁
令
和
5
年
3
月
27
日
判
決
（
Ｊ
Ｒ
東
海

（
年
休
）
事
件
）
に
お
い
て
は
、
シ
フ
ト
制
の
勤
務

体
制
の
な
か
で
、
臨
時
対
応
用
の
シ
フ
ト
を
予
定
さ

れ
た
労
働
者
が
有
給
休
暇
の
取
得
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
使
用
者
が
こ
れ
を
拒
ん
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
時

季
変
更
権
行
使
の
違
法
性
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

時
季
変
更
権
に
お
け
る
配
慮
が
尽
く
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
、
賠
償
責
任
に
結
び
つ
く
か
否
か
に
関
し

て
判
断
し
ま
し
た
が
、
弘
前
電
報
電
話
局
事
件
の
最

高
裁
判
例
を
踏
襲
し
つ
つ
、「
事
業
の
正
常
な
運
営

を
妨
げ
る
場
合
」
の
判
断
を
誤
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
だ
け
で
は
配
慮
義
務
違
反
が
た
だ
ち
に
債
務
不
履

行
に
あ
た
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し

ま
し
た
。

他
方
で
、
請
求
し
た
有
給
休
暇
取
得
の
直
前
ま
で

時
季
変
更
権
が
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
使
用
者
の

義
務
違
反
で
あ
る
か
に
つ
い
て
判
断
さ
れ
た
点
は
、

本
件
に
お
け
る
特
徴
と
い
え
ま
す
。
裁
判
所
は
、「
時

季
変
更
権
の
行
使
時
期
に
つ
い
て
労
基
法
そ
の
他
の

関
係
法
令
に
特
段
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
こ
と

を
考
慮
し
て
も
、
使
用
者
が
事
業
の
正
常
な
運
営
を

妨
げ
る
事
由
の
存
否
を
判
断
す
る
の
に
必
要
な
合
理

的
な
期
間
を
超
え
、
指
定
さ
れ
た
時
季
の
直
前
ま
で

時
季
変
更
権
の
行
使
を
行
わ
な
い
な
ど
と
い
っ
た
事

情
が
あ
る
場
合
に
は
、
使
用
者
に
よ
る
時
季
変
更
権

の
行
使
が
労
働
者
の
円
滑
な
年
休
取
得
を
合
理
的
な

理
由
な
く
妨
げ
る
も
の
と
し
て
権
利
濫
用
に
よ
り
無

効
に
な
る
余
地
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
使
用
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
事
業

の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
事
由
の
存
否
を
判
断
す
る

の
に
必
要
な
合
理
的
期
間
内
に
、
か
つ
、
遅
く
と
も

労
働
者
が
時
季
指
定
し
た
日
の
相
当
期
間
前
ま
で
に

こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
が
適
切
に
行
わ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
労

働
者
の
担
当
業
務
、
能
力
、
経
験
お
よ
び
職
位
な
ど
、
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並
び
に
使
用
者
の
規
模
、
業
種
、
業
態
、
代
替
要
員

の
確
保
可
能
性
、
使
用
者
に
お
け
る
時
季
変
更
権
行

使
の
実
情
お
よ
び
そ
の
要
否
と
い
っ
た
事
情
を
総
合

的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

当
該
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
る

新
幹
線
の
運
行
に
つ
い
て
社
会
経
済
上
の
要
請
が
あ

る
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
時
季
変
更
権
の
行

使
は
、
判
断
す
る
の
に
必
要
な
合
理
的
期
間
を
超
え

て
い
た
も
の
と
し
て
、
使
用
者
の
過
失
に
よ
る
義
務

違
反
（
債
務
不
履
行
）
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
労
働
者
か
ら
は
、
恒
常
的
な
人
員
不

足
を
理
由
と
す
る
時
季
変
更
権
の
行
使
は
許
さ
れ
な

い
と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
は
、「
使

用
者
が
恒
常
的
な
要
員
不
足
状
態
に
陥
っ
て
お
り
、

常
時
、
代
替
要
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
場

合
に
は
、
た
と
え
労
働
者
が
年
休
を
取
得
す
る
こ
と

に
よ
り
事
業
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
労
基
法
39
条
5
項
た
だ
し
書
に
い
う
『
事
業

の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
』
に
当
た
ら
ず
、
そ

の
よ
う
な
使
用
者
に
よ
る
時
季
変
更
権
の
行
使
は
許

さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判

断
さ
れ
、
被
告
が
恒
常
的
な
要
員
不
足
の
状
態
の
ま

ま
時
季
変
更
権
を
行
使
し
た
こ
と
も
債
務
不
履
行
に

該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
恒
常
的
な
要
員
不

足
に
陥
っ
て
い
る
場
合
は
、
使
用
者
に
よ
る
有
給
休

暇
に
関
す
る
時
季
変
更
権
を
行
使
で
き
な
く
な
る
お

そ
れ
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
た
め
、
有
給
休
暇

の
取
得
が
可
能
と
な
る
人
数
を
確
保
し
て
お
く
よ
う

注
意
が
必
要
で
す
。

労
働
条
件
通
知
書
の
記
載
事
項
変
更

1２
０
２
４
年
4
月
1
日
以
降
、
労
働
基
準
法
に
お

い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
労
働
条
件
通
知
書
の
記
載
事

項
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

お
も
な
項
目
と
し
て
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
関

す
る
事
項
を
含
め
た
労
働
条
件
明
示
事
項
の
追
加
、

裁
量
労
働
制
に
関
す
る
改
正
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
高
年
齢
者
雇
用
と
の
関
係
に
お
い
て
留
意

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。追

加
が
必
要
と
な
る
記
載
事
項
は
、
①
通
算
契
約

期
間
ま
た
は
有
期
労
働
契
約
の
更
新
回
数
の
上
限
、

②
就
業
の
場
所
お
よ
び
従
事
す
べ
き
業
務
の
変
更
の

範
囲
の
ほ
か
、
③
無
期
転
換
申
込
機
会
の
明
示
や
無

期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
明
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
年
後
再
雇
用
を
行
う
場
合
は
、
基
本
的
に
は
有

期
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
①
の

通
算
契
約
期
間
ま
た
は
有
期
労
働
契
約
の
更
新
回
数

の
上
限
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

65
歳
定
年
後
、
70
歳
ま
で
を
上
限
と
し
て
1
年
ご
と

の
有
期
労
働
契
約
を
予
定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
通

算
契
約
期
間
と
し
て
5
年
間
と
記
載
す
る
か
、
更
新

回
数
上
限
と
し
て
４
回
と
記
載
し
て
お
く
こ
と
が
適

切
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
③
に
関
連
し
て
、
無
期
転
換
申
込
機
会
の

明
示
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
に
お
い
て
第
二
種
計
画

認
定
※
の
手
続
き
を
終
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
無

期
転
換
申
込
権
自
体
が
発
生
し
な
い
た
め
、
そ
の
機

会
の
明
示
自
体
も
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
労
働
者
の
立
場
を
ふ
ま
え
る
と
無
期
転
換
申
込
※  適切な雇用管理に関する計画書を作成し、都道府県労働局長の認定（第二種計画認定）を受けた事業主の下で、定年に達した後、引き続いて雇用される
有期雇用労働者（継続雇用の高齢者）については、無期転換ルールの特例として、その事業主に定年後引き続いて雇用される期間は、無期転換申込権が
発生しない
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更
新
に
関
し
て
上
限
の
記
載
を
行
う
か
否
か
と
い
う
点
や
無
期
転
換
権
が
生
じ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
給
与
体
系
の
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
待
さ
れ
る
役
割
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
も

記
載
し
て
お
く
こ
と
が
適
切
で
し
ょ
う
。

A
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
、
労
働
条
件
通
知
書
記
載

事
項
の
変
更
と
は
何
で
す
か

労
働
条
件
通
知
書
の
記
載
事
項
が
変
更
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
定
年
後
再
雇
用
時
の
記
載
に

つ
い
て
、
留
意
す
べ
き
事
項
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
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権
が
発
生
し
な
い
旨
を
明
記
し
て
お
く
方
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
。
他
方
、
第
二
種
計
画
認
定
の
手
続
き

を
終
え
て
い
な
い
場
合
に
は
、
5
年
を
超
え
て
締
結

す
る
際
に
は
、
無
期
転
換
申
込
機
会
を
明
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
記
載
例
と
し
て
は
、「
本
契
約
期

間
中
に
会
社
に
対
し
て
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契

約
（
無
期
労
働
契
約
）
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
と

き
は
、
本
契
約
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
、
無
期
労

働
契
約
で
の
雇
用
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
っ
た
も
の
が
モ
デ
ル
労
働
条
件
通
知
書
と
し
て
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
年
後
再
雇
用
者
が
無
期
転
換

権
を
行
使
し
た
場
合
、
定
年
に
よ
る
労
働
契
約
の
終

了
が
生
じ
る
こ
と
は
な
く
な
る
た
め
、
本
人
の
就
労

意
思
が
続
く
か
ぎ
り
、
ま
た
は
解
雇
事
由
が
生
じ
な

い
か
ぎ
り
は
、
労
働
契
約
が
存
続
し
続
け
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。必
要
で
あ
れ
ば
、

第
二
種
計
画
認
定
の
手
続
き
を
終
え
て
お
く
か
、
無

期
転
換
後
65
歳
以
降
の
第
二
定
年
も
用
意
し
て
お
く

な
ど
、
自
社
の
想
定
し
て
い
る
雇
用
維
持
の
方
法
を

ふ
ま
え
て
、
就
業
規
則
も
整
備
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
し
ょ
う
。

就
業
の
場
所
お
よ
び

従
事
す
べ
き
業
務
の
変
更
の
範
囲

2追
加
さ
れ
た
記
載
事
項
と
し
て
②
就
業
の
場
所
お

よ
び
従
事
す
べ
き
業
務
の
変
更
の
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

従
前
か
ら
、
就
業
の
場
所
自
体
は
記
載
事
項
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
、
当
初
就
業
す
る
場
所
を

意
味
し
て
い
る
の
か
、
配
置
転
換
の
可
能
性
を
制
限

す
る
就
業
場
所
制
限
の
合
意
と
し
て
の
位
置
づ
け
で

あ
る
の
か
曖
昧
に
な
っ
て
お
り
、
訴
訟
に
お
い
て
も
争

点
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
ま
す
。

就
業
場
所
制
限
の
合
意
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
使
用
者
か
ら
配
置
転
換
や
転
勤
な
ど
を
命
じ

る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
人
員
配
置
の
柔

軟
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
一

方
で
、
転
勤
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
基
本
給
や
そ
の

ほ
か
の
手
当
な
ど
を
予
定
し
て
い
た
場
合
に
は
、
就

業
場
所
制
限
の
合
意
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う

な
処
遇
を
行
う
理
由
も
な
く
な
る
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
就
業
場
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
は
、
就
業
場

所
制
限
の
合
意
で
は
な
く
、
当
初
の
就
業
場
所
を
明

示
し
た
に
す
ぎ
ず
、
就
業
規
則
に
配
置
転
換
な
ど
の

規
定
が
あ
る
か
ぎ
り
は
、
使
用
者
が
配
置
転
換
や
転

勤
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、今
後
は
、

就
業
場
所
の
変
更
の
範
囲
を
明
記
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
変
更
の
範
囲
に
つ
い
て
記
載
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
、
使
用
者
の
配
置
転
換
な
ど
の

権
限
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
は
高
ま
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
業
務
内
容
の
変
更

の
範
囲
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
ま
す
。

定
年
後
再
雇
用
を
行
う
こ
と
と
こ
れ
ら
の
就
業
場

所
お
よ
び
業
務
内
容
の
変
更
の
範
囲
に
つ
い
て
記
載

を
要
す
る
こ
と
の
関
連
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う

と
、
定
年
前
と
定
年
後
の
働
き
方
に
よ
る
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
判
断
要
素
と
な
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま

す
。
定
年
後
再
雇
用
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就

業
場
所
や
業
務
内
容
を
変
更
す
る
余
地
が
大
き
い
ま

ま
で
正
社
員
の
と
き
と
変
更
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
賃
金
を
減
額
す
る
理
由
が
乏
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
定
年
後
の
雇
用
条
件
に
つ
い
て

は
、
正
社
員
で
あ
っ
た
当
時
の
労
働
者
自
身
の
労
働

条
件
と
比
較
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
特
に
注
意
が
必

要
で
し
ょ
う
。
他
方
で
、
正
社
員
と
の
相
違
を
明
確

化
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
同
一

労
働
同
一
賃
金
で
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
合

理
的
な
理
由
に
な
り
ま
す
。

先
日
、
定
年
後
再
雇
用
に
お
け
る
賃
金
減
額
に
関

し
て
、
最
高
裁
は
、
名
古
屋
自
動
車
学
校
事
件
（
最

高
裁
令
和
5
年
7
月
20
日
判
決
）
に
つ
い
て
、
正
社

員
と
高
齢
者
の
基
本
給
や
賞
与
の
性
質
の
検
討
が
不

足
し
て
い
る
と
し
て
名
古
屋
高
等
裁
判
所
へ
差
し
戻

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
最
高
裁
が
、
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
判
断
に
関
し
て
、
賃
金
の
性
質
や
支
給
の
目

的
を
重
要
な
要
素
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
労
働
条
件
通
知
書
に
お
け
る
、
就
業
場
所
お
よ

び
業
務
の
内
容
の
変
更
の
範
囲
を
明
記
す
る
こ
と
は
、

賃
金
の
性
質
な
ど
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な

事
情
に
な
る
は
ず
で
す
。
加
え
る
な
ら
ば
、
基
本
給

の
支
給
額
に
関
す
る
計
算
要
素
や
手
当
の
目
的
な
ど

給
与
体
系
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
説
明
も
加

え
て
お
く
こ
と
で
、
賃
金
な
ど
の
性
質
を
明
ら
か
に

し
、
合
理
的
な
説
明
で
あ
る
と
労
働
者
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お

く
べ
き
で
し
ょ
う
。
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　起業したばかりのスタートアップ企業においては、はじめてのことばかりで経営や事業にはうまくいかないことや
課題にぶつかることが数多くあります。そこで、「スタートアップ企業にこそ、経験豊富で実務のノウハウを持ったシ
ニア人材が必要」という声もあり、実際に、その経験を活かしてスタートアップ企業で働く高齢者も増加しています。
　このコーナーでは、スタートアップ企業に必要なシニア人材をどう見出し、活用し、活躍に結びつけていく
かについて、実際にスタートアップ時にシニア人材（深

ふか

谷
や

弘
ひろ

一
かず

さん）を採用し、現在も活躍中である、株式
会社 Photosynth の熊谷悠哉取締役に、当時をふり返りながらシニア人材活用のポイントについて語って
いただきます。

スタートアップ

シニア 人材奮闘闘記記

多
様
な
シ
ニ
ア
人
材
を
さ
ら
に
受
け
入
れ

企
業
風
土
を
形
づ
く
る

も
の
づ
く
り
と
は
何
か
が
、自
然
に
身
に
つ
く

シ
ニ
ア
人
材
の〝
教
育
力
〞

前
回
ま
で
、
深
谷
さ
ん
と
い
う
シ
ニ
ア
人
材
が
開
発

や
調
達
な
ど
の
現
場
で
、
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
知

見
や
高
い
情
報
感
度
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
い
る
様
子

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
深
谷
さ
ん
を
は
じ
め
と

し
た
シ
ニ
ア
人
材
が
当
社
の
人
材
育
成
に
お
よ
ぼ
し
た

影
響
や
、
シ
ニ
ア
人
材
が
活
躍
で
き
る
企
業
文
化
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
人
材
育
成
の
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
は

年
１
回
程
度
開
催
す
る
新
卒
者
研
修
で
、
深
谷
さ
ん
に

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
語
っ
て
も

ら
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

創
業
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
私
以
外
は
メ
ー
カ
ー
出
身

で
は
な
く
、製
造
の
現
場
に
い
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｔ
系
を
中
心
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
か
ら
集

ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
当
社
は
量
産
品
を
販
売
す
る

メ
ー
カ
ー
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
工
場
っ
て
何
を
や
っ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
認
識
で
は
困
り
ま
す
。
そ

こ
で
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
必
要
に
な
る

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
製
品
を
つ
く
っ
て

き
た
深
谷
さ
ん
の
言
葉
で
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
は
、

私
自
身
が
メ
ー
カ
ー
で
得
た
経
験
を
お
話
し
す
る
の
と

は
ま
た
異
な
る
重
み
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
か
ぎ
ら
ず
営
業
職
な
ど
も

含
め
た
新
卒
者
全
員
が
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
、
何
か
伝
わ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
深
谷
さ
ん
に
と
っ
て
新
卒
者
研
修
は
あ
く

ま
で
年
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
む
し
ろ
普
段
の
業
務

を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
気
づ
い
た
こ
と
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
も
ら
っ
た
り
、
来
社
し
た
際
の
ち
ょ
っ
と
し
た

雑
談
で
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
た
り
す

る
な
か
で
、「
も
の
づ
く
り
と
は
何
か
？
」
が
、
自
然

に
社
員
た
ち
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

気
が
つ
け
ば
多
様
な
シ
ニ
ア
人
材
が

成
長
を
支
え
て
い
る

こ
こ
ま
で
深
谷
さ
ん
に
焦
点
を
あ
て
て
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
当
社
で
は
中
途
採
用
を
積
極
的
に
行
っ
て

55第 回
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き
た
の
で
、
採
用
当
時
か
ら
シ
ニ
ア
人
材
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、
当
社
で
働
き
な
が
ら
50
代
に

な
っ
た
方
な
ど
、
深
谷
さ
ん
以
外
の
シ
ニ
ア
人
材
も
多

く
在
籍
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
な
か
に
は

い
わ
ゆ
る
大
手
メ
ー
カ
ー
で
長
年
も
の
づ
く
り
に
た
ず

さ
わ
っ
て
き
た
方
や
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
設
計
を
ず
っ
と

や
っ
て
き
た
方
な
ど
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
も
当

社
の
も
の
づ
く
り
の
基
盤
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め

に
、
よ
い
影
響
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
社
は
も
の
づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
た
方

に
か
ぎ
ら
ず
人
材
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
出
身
業
界
の

多
様
性
が
高
く
、
メ
ー
カ
ー
と
は
異
な
る
業
界
を
経
験

し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
の
比
率
が
と
て
も
高
く
な
っ
て

い
て
、
法
人
向
け
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
と
い
う
特
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
企
業
出
身
の

営
業
や
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ク
セ
ス
部
門
も
あ
り
ま
す
し
、

法
務
や
財
務
も
必
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
が
集
ま
る
こ
と
で
醸
成
さ
れ
た
、
企
業
文
化
が
あ

り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
多
様
だ
か
ら
こ

そ
、
幅
広
い
年
齢
層
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
側
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
時

か
ら
そ
う
い
う
方
向
で
進
ん
で
き
た
の
で
、
ど
ん
な
に

経
験
豊
富
な
方
で
も
す
ん
な
り
受
け
入
れ
て
、
違
和
感

を
感
じ
ず
に
仲
間
と
し
て
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
こ
と

で
、
そ
の
方
の
持
っ
て
い
る
知
見
や
人
脈
な
ど
を
十
分

に
引
き
出
し
、
当
社
の
成
長
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

採
用
は
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
重
要

当
社
が
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
創
業
１
カ
月
目
の
20

代
の
メ
ン
バ
ー
し
か
い
な
い
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

当
時
70
代
の
深
谷
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

立
ち
上
げ
当
初
は
同
じ
年
代
で
同
じ
価
値
観
を
持
つ

メ
ン
バ
ー
と
、
貪
欲
に
学
び
な
が
ら
何
で
も
や
っ
て
み

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
い
き
な
り
深
谷
さ
ん
が
仲
間
と
な
り
、
年
齢

に
驚
く
一
方
で
、
も
の
づ
く
り
へ
の
情
熱
や
新
し
い
技

術
を
学
び
続
け
る
姿
勢
に
深
く
共
感
し
ま
し
た
。ま
た
、

Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
※1
が
提
供
す
る
格
安
Ｓ
Ｉ
Ｍ
を
契
約
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
※2
を
使
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
楽

し
み
な
が
ら
使
い
こ
な
し
て
い
る
様
子
に
は
共
感
を
超

え
て
衝
撃
す
ら
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
価
値
観
の

共
通
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
感
が
生
ま
れ
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
中
の
活
発
な
議
論
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
か
ら
、
出
身
業
界
や
年
齢
に
と
ら
わ
れ
な

い
多
様
な
組
織
体
制
が
で
き
上
が
り
、
創
業
10
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

数
年
前
に
中
途
採
用
で
入
社
し
た
40
代
の
メ
ン
バ
ー

が
、
象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
が
初
め
て
出
社
し
た
日
に
、
社
員
し
か
入
れ
な
い
執

務
室
に
深
谷
さ
ん
が
若
い
社
員
に
混
じ
っ
て
業
務
を

行
っ
て
い
て
「
こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
何
な
ん
だ
？
」

と
驚
い
た
そ
う
で
す
。
し
か
も
周
り
の
社
員
も
何
の
違

和
感
も
な
く
、
深
谷
さ
ん
は
20
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
40

代
の
社
員
た
ち
と
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

た
彼
は
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
聞
い
て
い
た
が
、
思
っ

て
い
た
の
と
違
っ
て
年
齢
層
が
幅
広
い
」
と
感
じ
た
そ

う
で
す
。

同
僚
と
し
て
重
要
な
の
は
、
年
齢
よ
り
も
、
プ
ロ
ダ

ク
ト
へ
の
価
値
観
や
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
と
い
っ
た

カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ィ
ッ
ト
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

つ
づ
く

深谷さんによるものづくりセミナーの様子（写真提供：株式会社 Photosynth）

※1　MVNO……仮想移動体通信事業者。移動体通信事業者（NTTドコモなど）からネットワークを借りて通信・通話を提供する事業者のこと
※2　ブロックチェーン……情報通信ネットワーク上にある端末同士を直接接続して、取引記録を暗号技術を用いて分散的に処理・記録するデータベースの一種
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株式会社グローセンパートナー 執行役員・ディレクター　吉岡利之
人事用語辞典
■■■■■■■■いま さ ら 聞 け な い

　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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第39回

両
立
支
援
と
は
、「
両
方
と
も
支
障
な
く
成
り
立
つ
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
政

府
や
企
業
が
取
組
み
を
促
進
し
て
い
る
、
仕
事
と
育
児・

介
護
の
両
立
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

両
立
支
援
は
社
会
・
企
業
・
個
人
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

ま
ず
、
個
人
の
事
情
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な「
仕
事
」
と

「
育
児
・
介
護
」に
つ
い
て
、
政
府
や
企
業
が
な
ぜ
両
立
を

支
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

「
今
後
の
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援
に
関
す
る

研
究
会
報
告
書
」※１
に
両
立
支
援
に
取
り
組
む
意
義
に
つ

い
て
記
載
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
は
、「
少
子
高
齢

化
に
よ
り
人
口
減
少
が
加
速
化
す
る
な
か
で
、
社
会
経

済
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
産
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
人
材
が
働
き
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
離
職

理
由
と
し
て
大
き
い
育
児
や
介
護
の
事
情
が
発
生
し
て

も
、
労
働
者
の
希
望
に
対
応
し
つ
つ
就
業
を
継
続
で
き

る
制
度
や
環
境
整
備
と
い
っ
た
両
立
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
社
会
や
企
業
と
し
て
は
労
働
力
の
確
保
、
本
人
と

し
て
は
望
む
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
や
企
業
が
両
立
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
出

生
率
の
減
少（
２
０
２
２〈
令
和
４
〉年
で
過
去
最
低
）、

生
産
年
齢
人
口
※２
の
減
少
（
１
９
９
５
〈
平
成
７
〉
年

を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
）
や
価
値
観
の
多
様
化
（
家
庭

事
情
・
年
齢
に
関
係
な
く
働
き
た
い
な
ど
）
と
い
っ
た

現
状
を
考
慮
す
る
と
、
社
会
・
企
業
や
本
人
の
い
ず
れ

に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

政
府
の
取
組
み

次
に
、
政
府
と
企
業
の
具
体
的
な
取
組
み
内
容
に
つ
い

て
み
て
い
き
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、「
関
連
法
」、「
認

定
制
度
」、「
助
成
金
」
の
三
つ
の
観
点
か
ら
両
立
支
援
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
関
連
法
に
つ
い
て
は
、「
育
児
・
介

護
休
業
法
」
が
１
９
９
1
年
に
成
立
し
て
い
ま
す
が
、
２

０
２
１
年
６
月
に
さ
ら
に
両
立
支
援
を
推
進
す
る
改
正
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
も
な
改
正
点
と
し
て
、
男
性
の
育
児

参
加
を
後
押
し
す
る
た
め
に
「
産
後
パ
パ
育
休（
出
生
時

育
児
休
業
）制
度
」が
創
設
さ
れ
、
１
歳
ま
で
の
育
児
休

業
と
は
別
に
産
後
８
週
間
以
内
に
４
週
間
（
28
日
）を
限

度
と
し
て
２
回
に
分
け
て
休
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

原
則
１
回
ま
で
し
か
取
得
で
き
な
か
っ
た
１
歳
ま
で
の
育

児
休
業
に
つ
い
て
も
、
男
女
と
も
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ま
で
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
両
立
支
援
を
推
進

す
る
動
機
づ
け
を
図
る
た
め
に
、
お
も
に
次
の
よ
う
な

認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
え
る
ぼ
し
認
定
…
女
性
の
活
躍
促
進
に
関
す
る
状
況
な

ど
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。認
定
の
段
階
は

「両立支援」

※1　厚生労働省『今後の仕事と育児・介護の両立支援に関する研究会報告書』（2023年６月）
※2　生産年齢人口……生産労働を中心となって支える15歳から64歳の人口
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い ま さ ら聞 け ない

員
も
含
め
た
多
様
な
労
働
条
件
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
、
①
計
画
期
間
、
②
目
標
、
③
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
対
策
の
内
容
と
実
施
時
期
を

具
体
的
に
盛
り
込
み
策
定
す
る
も
の
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
の
実
施
…
育
児
・
介
護
休

業
法
が
対
象
と
す
る
制
度
の
利
用
を
理
由
と
し
た
解

雇
や
不
利
益
取
扱
い
な
ど
の
い
や
が
ら
せ
の
言
動

や
、
制
度
利
用
を
阻
害
す
る
言
動
な
ど
に
対
し
て
防

止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
取
組
み
と
し
て
代
表
的
な
も

の
と
し
て
は
、
先
述
の
認
定
制
度
の
取
得
（
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
メ
リ
ッ
ト
あ
り
）
の
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導
入
、
法
で
定
め
る

期
間
を
超
え
た
休
暇
制
度・短
時
間
勤
務
制
度
の
充
実
、

１
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど
、
育
児
や
介
護

の
事
情
に
対
応
し
や
す
い
就
業
制
度
の
導
入
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
産
業

労
働
局
の
「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」※４
の
取
組
事
例
・
両
立
体
験
談
が
参
考
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

両
立
支
援
の
今
後
の
課
題

両
立
支
援
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
制
度
が
十
分
に
使
わ
れ
て
い
な
い
点
で
す
。
例

え
ば
、「
令
和
３
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
結
果
※５
に

※3　「次世代育成支援対策推進法」により従業員１０１人以上の企業には、行動計画の策定・届出、公表・周知が義務化
※4　https://www.katei-ryouritsu.metro.tokyo.lg.jp/
※5　厚生労働省『令和３年度雇用均等基本調査』（2022年７月）
※6　厚生労働省委託事業『令和元年度仕事と介護の両立等に関する実態把握のための調査研究事業報告書』（2022年3月）

よ
る
と
、
２
０
２
１
年
度
の
育
児
休
業
取
得
率
は
女
性

85
・
１
％
に
対
し
て
、
男
性
は
14
・
０
％
の
状
況
で
す
。

し
か
も
取
得
期
間
は
女
性
は
12
カ
月
〜
18
カ
月
未
満
が

最
も
多
い
の
で
す
が
、
男
性
は
５
日
〜
２
週
間
未
満
が

最
も
多
い
状
況
で
す
。
介
護
に
つ
い
て
も
、「
令
和
元

年
度
仕
事
と
介
護
の
両
立
等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た

め
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」※６
に
よ
る
と
、
直
近
１

年
間
に
お
け
る
家
族
の
介
護
を
お
も
な
理
由
と
し
て
退

職
し
た
従
業
員
の
割
合
８
・
４
％
の
う
ち
、
退
職
前
の

介
護
休
業
制
度
の
利
用
者
は
22
・
８
％
、
介
護
休
業
以

外
の
両
立
支
援
制
度
の
利
用
者
は
10
・
９
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て
は
、職
場
（
特
に
上
司
）

の
理
解
不
足
、
会
社
の
周
知
不
足
、
休
業
中
の
収
入
へ

の
不
安
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
は
、
介
護
に
関
す
る
両
立

支
援
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

育
児
・
介
護
休
業
法
の
近
年
の
改
正
の
メ
イ
ン
は
育
児

関
連
で
あ
り
、
ま
た
先
述
の
厚
生
労
働
省
委
託
調
査
で

も
、
介
護
の
た
め
に
勤
務
先
の
制
度
を
利
用
し
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
介
護
休
業
制
度
等
の
両

立
支
援
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
」
が

35
・
５
％
（
現
在
正
社
員
回
答
）
と
最
も
多
い
状
況
で

す
。
今
後
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
必
要
と
な
る
従
業

員
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

次
回
は
、「
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

３
段
階
で
、よ
り
高
い
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
く
る
み
ん
認
定
…
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し

て
認
定
す
る
制
度
。
く
る
み
ん
・
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み

ん
・
ト
ラ
イ
く
る
み
ん
の
三
つ
の
認
定
が
あ
る
。

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
度
時
点
で
両
立
支

援
等
助
成
金
と
し
て
次
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
（
子
育
て
パ
パ
支
援
助
成

金
）
…
男
性
労
働
者
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

雇
用
環
境
や
業
務
体
制
整
備
を
行
い
、
産
後
８
週
間

以
内
に
開
始
す
る
連
続
５
日
以
上
の
育
児
休
業
を
取

得
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
支
給
。

・
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
…
「
介
護
支
援
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
円
滑
な
介
護
休
業
の
取
得
・
復
帰

に
取
り
組
ん
だ
中
小
企
業
事
業
主
な
ど
に
支
給
。

・
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
…
育
児
休
業
の
円
滑
な
取

得
・
職
場
復
帰
の
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
た
事
業
主

に
支
給
。

企
業
の
施
策

企
業
の
取
組
み
と
し
て
は
、
義
務
化
さ
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
※３
…
事
業
主

が
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め
の

雇
用
環
境
の
整
備
や
、
子
育
て
を
し
て
い
な
い
従
業
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日本史にみる長寿食

猿
さ る

酒
ざ け

こそ不老長寿の大ヒント
食文化史研究家●永山久夫

359

満月の夜の猿酒うまし
日本各地の山国には、古くから「猿酒」の伝説

があり、これが面白いのです。
山奥に生息する猿は、秋になると満月の夜に、

よく熟した山ブドウを木の穴に詰め込んで発酵さ
せ、次の満月の夜にやって来て、酒盛りをすると
いうものです。
満月の明るい夜を選ぶのは、時間の目印にする

ためで、１カ月くらいでちょうど飲みごろになる
そうです。
その天然発酵の酒を飲むと、不老長寿まちがい

なしと伝えられていますが、猿に見つかると殺さ
れてしまうというから恐ろしい酒です。
たしかに、よく熟れた山ブドウのように、甘味

の強い果実でしたら、集めて木や岩の穴などに入
れてつぶし、放置しておくだけで、野生の酵母が
付着して自然に発酵し、アルコールになります。
事実、いまから 3000 年ほど前の縄文遺跡か

ら出土した樽型の土器の底からは、山ブドウの種
子が発見されています。縄文人が〝ブドウ酒〞 を
つくって、楽しんでいたのではないでしょうか。

レスベラトロールで不老長寿
ブドウというと日本では山梨県が有名ですが、
平安時代から栽培がはじまったという説があり、
江戸時代の『本

ほん

朝
ちょう

食
しょっ

鑑
かん

』には、「甲
こう

州
しゅう

（山梨県）
のブドウが味もよく、量的にもたくさん江戸の町
で販売されている」と記されており、秋になると
よく食べられていたようです。
ブドウはヨーロッパやエジプトなどでは 5000
年以上も前からつくられており、世界最古の栽培
果実といわれています。日本には、先ほど申しま
したように、平安時代に中国を経由して入ってき
たようです。
猿酒のように、皮ごと発酵させる赤ワインには、
抗酸化成分のレスベラトロールと呼ばれる成分が
多く、これがいま世界中で 〝不老長寿のサプリ〞
として脚光を浴びています。
私たちの体の細胞の命を延ばす「サーチュイン

遺伝子」を活性化させて、長寿に役立つという説
が出てきたからです。特に、黒紫色のブドウの皮に
豊富に含まれていることが分かっています。ブドウ
を上手に食べて人生100年時代を楽しみましょう。



武
者
小
路
実
篤
の
小
説
『
真
理
先
生
』
に
は
、
真
理
先

生
の
ほ
か
、
初
老
か
ら
高
齢
と
思
し
き
人
物
が
、
語
り
手

の
「
僕
」（
山さ

ん

谷や

）、
画
家
の
馬ば

鹿か

一い
ち

（
石
か
き
先
生
）、

同
じ
く
画
家
の
白は

く

雲う
ん

子し

、
白
雲
子
の
弟
で
書
家
の
泰た

い

山ざ
ん

と

５
人
登
場
し
ま
す
。

真
理
先
生
は
、
じ
つ
は
主
人
公
で
は
な
く
、
石
や
雑
草

ば
か
り
描
く
才
能
が
微
妙
な
高
齢
の
画
家
・
馬
鹿
一
が
本

作
の
主
人
公
。
デ
ッ
サ
ン
な
ど
の
基
本
も
無
茶
苦
茶
、
人

物
的
に
も
変
人
、
風
采
も
よ
く
な
く
金
も
な
い
。
そ
ん
な

馬
鹿
一
は
、
山
谷
が
真
理
先
生
に
引
き
合
わ
せ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
ほ
か
の
人
に
も
出
会
い
、
石
だ
け
で
な
く
人

の
美
に
も
向
き
合
い
、
自
身
の
絵
を
高
め
ま
す
。
馬
鹿
一

だ
け
で
な
く
、
作
中
で
は
ほ
か
の
高
齢
男
性
陣
、
そ
し
て

若
い
人
物
も
何
ら
か
の
気
づ
き
を
得
て
成
長
し
て
い
ま

す
。登

場
人
物
が
み
ん
な
誠
実
な
善
人
で
真
摯
に
成
長
す
る

様
子
は
、
白し

ら

樺か
ば

派
ら
し
い
人
間
を
美
化
し
過
ぎ
る
描
写
に

も
思
え
ま
す
が
、個
人
的
に
真
理
先
生
が
述
べ
る
「
真
理
」

は
、
永
久
不
変
の
真
実
で
は
な
く
「
誠
実
な
姿
勢
が
人
に

と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
思
え
ま

す
。
ず
っ
と
貫
く
べ
き
人
の
基
本
姿
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
成

長
の
イ
メ
ー
ジ
が
少
な
い
高
齢
者
の
成
長
が
描
か
れ
る
の

で
し
ょ
う
。

イ
メ
ー
ジ
は
少
な
い
も
の
の
、
現
代
の
高
齢
者
の
就
職

で
も
知
識
習
得
や
成
長
は
重
要
で
す
。
定
年
ま
で
に
積
み

上
げ
た
ス
キ
ル
や
資
格
も
大
事
で
す
が
、
真
摯
に
新
し
い

こ
と
を
学
ぶ
姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
場
面
を
、
私
た
ち
シ
ニ

ア
ジ
ョ
ブ
の
就
職
支
援
で
は
よ
く
目
に
し
ま
す
。

本
作
に
は
も
う
一
つ
、
現
代
の
高
齢
者
の
仕
事
へ
の
学

び
が
あ
り
ま
す
。
真
理
先
生
も
語
り
手
の
山
谷
も
仕
事
ら

し
い
仕
事
は
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
実
篤
作
品
全
般
で
お
金

儲
け
は
重
要
視
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
真
理
先
生
の
自
身
の
知

識
や
信
念
を
人
に
教
え
導
く
姿
、
そ
れ
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
や
企
業
の
顧
問
に
も
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
主
要
人
物
を
引
き
合
わ
せ
る
山
谷
も
、
さ
な
が
ら
企

業
の
人
脈
構
築
を
担
当
す
る「
コ
ネ
ク
タ
」の
よ
う
で
す
。

真
理
先
生
や
山
谷
も
新
た
な
学
び
を
得
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
職
種
も
ま
た
、
過
去
の
実
績
や
知
識
の
み
で
な

く
、
新
た
な
イ
ン
プ
ッ
ト
が
不
可
欠
で
す
。

馬
鹿
一
の
絵
の
モ
チ
ー
フ
は
、
石
や
雑
草
↓
人
形
↓
杉

子
↓
愛
子
と
変
化
し
ま
す
が
、
序
盤
で
嫌
が
り
終
盤
で
自

ら
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
愛
子
が
最
高
峰
で
、
途
中
が
ス

テ
ッ
プ
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
理
先
生
が
「
自
己
も

生
き
、
他
人
も
生
き
、
全
体
も
生
き
る
、
そ
れ
が
真
理
の

道
で
あ
り
ま
す
」
と
講
じ
た
よ
う
に
、
馬
鹿
一
と
そ
の
モ

チ
ー
フ
も
互
い
や
ほ
か
の
登
場
人
物
と
よ
い
影
響
を
与
え

合
い
、
よ
い
影
響
が
循
環
し
た
形
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

心
に
残
る

の
高
齢
者

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の

第 5 回

小
説  『
真し

ん

理り

先せ

ん

生せ

い

』

（
著
／
武む

者し
ゃ
の

小こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ　

１
９
５
２
年
）

株
式
会
社
シ
ニ
ア
ジ
ョ
ブ
広
報
部
部
長

安あ

彦び
こ

守も
り

人と

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
あ
の
作

品
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

武者小路実篤
『真理先生』（新潮文庫刊）
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高齢者雇用に取り組む、事業主や人事担当者のみなさまへ

「人的資本経営における職場コミュニケーション～Z世代からポスト団塊世代まで」

「女性社員のウェルビーイング向上～エイジレスなキャリアと健康支援」

令和 5年度  生涯現役社会の    実現に向けたシンポジウム
　令和3年4月に改正高年齢者雇用安定法が施行され、70歳
までの就業機会の確保が努力義務化されて約２年が経過し、
高齢者の戦力化について各企業の人事担当者の関心がさら
に高まっています。本年度は、特に関心の高い「職場コミュ
ニケーション」、「ウェルビーイング」、「キャリア・リスキ
リング」、「評価・賃金制度」をテーマとして4回にわたり開
催いたします。講演や事例発表、パネルディスカッション等
を実施しますので、みなさまのご参加をお待ちしています。

日 時 令和5年10月12日（木）14：00~16：35

日 時 令和5年10月19日（木）14：00~16：35

【総 論】 亀田高志氏 株式会社健康企業代表、医師、労働衛生コンサルタント
【事例発表】西川あゆみ氏  WorkWay 株式会社 取締役会長、CEAP, MRI、

一般社団法人国際 EAP 協会 日本支部 理事、
NPO 法人 メンタルレスキュー協会 理事

西川幸孝氏　   株式会社ビジネスリンク代表取締役、株式会社物語コーポレーション社外取締役
前川孝雄氏　  株式会社 FeelWorks 代表取締役、青山学院大学兼任講師

【パネルディスカッション】
コーディネーター 亀田高志氏
パネリスト　事例発表企業3社

【視聴者からの質問回答】
【総 括】亀田高志氏

【総 論】 芥川奈津子氏 さんぎょうい株式会社代表取締役社長
【事例発表】小島玲子氏  株式会社丸井グループ取締役 CWO（Chief Well-being Officer）

専属産業医
東川麻子氏　   株式会社OHコンシェルジュ代表取締役

【組織における課題】 亀田高志氏　株式会社健康企業代表、医師、労働衛生コンサルタント
【パネルディスカッション】

コーディネーター 芥川奈津子氏　
パネリスト　事例発表企業2社

【視聴者からの質問回答】
【コメント】亀田高志氏
【総 括】芥川奈津子氏

〈プログラム〉〈プログラム〉

〈プログラム〉〈プログラム〉

10月12日専用申込みページ（外部サイト） ▼

10月19日専用申込みページ（外部サイト） ▼

▶コミュニケーション

▶女性社員のウェルビーイング
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「50歳からのキャリア開発・支援、リスキリング～シニアの活躍に向けて」

「エイジレスな人材活用のための評価・賃金制度」

お問合せ先 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）高齢者雇用推進・研究部
普及啓発課　TEL：043-297-9527　FAX：043-297-9550　https://www.jeed.go.jp

令和 5年度  生涯現役社会の    実現に向けたシンポジウム

日 時 令和5年10月27日（金）14：00~16：45

日 時 令和5年11月1日（水）14：00~16：40

主 催

後 援

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）
厚生労働省、中央労働災害防止協会、特定非営利活動法人キャリアコンサルティング協議会、
一般財団法人ACCN

全会場 参加方法：ライブ視聴（※事前申込制・先着500名）　参加費：無料　

【基調講演】 「50歳からの幸せなキャリア戦略」
前川孝雄氏 株式会社 FeelWorks 代表取締役、青山学院大学兼任講師

【事例発表】浅井公一氏  NTT コミュニケーションズ株式会社 ヒューマンリソース部
キャリアコンサルティング・ディレクター

岡本真治氏　   旭化成株式会社 人事部 キャリア開発室長
【パネルディスカッション】

コーディネーター 大木栄一氏　玉川大学 経営学部 国際経営学科 教授
パネリスト　事例発表企業２社

【視聴者からの質問回答】
【総 括】大木栄一氏

【基調講演】 「エイジレスな人材活用のための評価・賃金制度」
今野浩一郎氏 学習院大学 名誉教授

【事例発表】小林 崇氏  株式会社 NJS 管理本部 人事総務部長
杉浦由佳氏　   日本ガイシ株式会社 人材統括部 人事部長
森田喜子氏　  TIS 株式会社 人事本部人事部 人材戦略部 セクションチーフ

【パネルディスカッション】
コーディネーター 今野浩一郎氏
パネリスト　事例発表企業３社

【視聴者からの質問回答】
【総 括】今野浩一郎氏

〈プログラム〉〈プログラム〉

〈プログラム〉〈プログラム〉

11月1日専用申込みページ（外部サイト） ▼

10月27日専用申込みページ（外部サイト） ▼

申込み方法 以下の URL へアクセスし、専用フォームからお申し込みください。
https://www.elder.jeed.go.jp/moushikomi.html

▶リスキリング

▶評価・賃金
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ＪＥＥＤが、企業における業務課題を解決します
　私たちは、高齢者の雇用の確保、障害者の職業的自立の促進、求職者をはじめとする
労働者の職業能力の開発および向上のために、以下のような総合的支援を行っています。

生産性向上人材育成支援センター
へご相談ください
従業員の人材育成や事業主への相談・援助
（リスキリング・学び直し、ＤＸ推進）など

連絡先はこちら 業務内容はこちら

ポリテクカレッジへご相談ください
２年間の実学融合の教育訓練システムによる
高度実践技能者の育成、ものづくり人材の採用
中小企業等との共同・受託研究

連絡先はこちら 業務内容はこちら

ポリテクセンターへご相談ください
標準６か月間の職業訓練を受講した求職者と
ものづくり人材を採用したい企業とのマッチングなど

連絡先はこちら 業務内容はこちら

高齢・障害者業務課へご相談ください
７０歳までの就業機会確保に向けた相談・援助
障害者雇用納付金制度に基づく助成金支給など

連絡先はこちら 業務内容はこちら

障害者職業センターへご相談ください
障害者を雇用する事業主等のニーズに対応した
職業リハビリテーションサービスの提供など

連絡先はこちら 業務内容はこちら

社内での
ノウハウがない

指導できる
人材がいない
生産体制を
止められない

研究できる
環境がない
育成体制がない

ものづくり分野の
人材採用が進まない

従業員の
高齢化が
課題だ

障害のある
従業員のサポート
体制を整えたい

従業員の
生産性を
上げたい

製造現場の
技能・技術を
向上したい

最新の技能・
技術に対応
できる者
を育成したい

ものづくり分野の
人手不足を
解消したい

社内での
ノウハウがない

コスト面で
対応できない

７０歳までの就業機会確保に向けた相談・援助
障害者雇用納付金制度に基づく助成金支給など

障害者を雇用する事業主等のニーズに対応した

従業員の人材育成や事業主への相談・援助
（リスキリング・学び直し、ＤＸ推進）など

２年間の実学融合の教育訓練システムによる
高度実践技能者の育成、ものづくり人材の採用

標準６か月間の職業訓練を受講した求職者と
ものづくり人材を採用したい企業とのマッチングなど



エルダー55

70歳雇用推進プランナー70歳雇用推進プランナー
高年齢者雇用アドバイザ高年齢者雇用アドバイザーーののご案内ご案内

70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは

70歳までの就業機会の確保（令和3年4月より努力義務化）などに向けた
高齢者の戦力化のための条件整理について、ご相談ください！

●急速な高齢化による生産年齢人口の減少

●高齢者の高い就業意欲

人口統計によれば、今後、生産年齢人口（15～64歳）は
減少の一途をたどり、企業の人材確保はますます困難に
なっていきます。

60歳以上への意識調査では過半数の人が「65歳を超え
ても働きたい」と回答しています。

※

なぜ高齢者の戦力化が必要なの？

※ 令和５年4月より「65歳超雇用推進プランナー」から名称変更しました。

お問合せ先　  JEED都道府県支部高齢・障害者業務課（65ページ参照）までお問合せください。

その他のサービス

相談・助言

企画立案等サービス

提案

◆雇用力評価ツールによる課題などの見える化

高齢者の活用に必要な環境の整備に関する
専門的かつ技術的な相談・助言を行っています。

70歳までの就業機会確保などに向けた高齢者戦
力化のための定年引上げや継続雇用延長などの
制度改定に関する具体的な提案を行っています。

◆他社の取組みにおける好事例の提供

簡単なチェック内容に回答いただくだけで、高齢者を活用する
うえでの課題を見出し、解決策についてアドバイスします。

▶ 人事管理制度の整備に関すること
▶賃金、退職金制度の整備に関すること
▶職場改善、職域開発に関すること
▶能力開発に関すること
▶健康管理に関すること
▶その他高齢者等の雇用問題に関すること

▶課題の洗い出し
▶具体的な課題解決策の提案
▶制度見直しのメリットを見える化
▶制度整備に必要な規則例などの提供

専門性を活かして人事・労務管理上の諸問題について具体的な
解決策を作成し、高齢者の雇用・活用等を図るための条件整備
をお手伝いします。
中高齢従業員の就業意識の向
上などを支援するために、貴
社の要望に合った研修プラン
をご提案し、研修を行います。
（経費の 1/2 を機構〈JEED〉
が負担します）

同業他社の取組みが気になりませんか？
ほかの会社がどういった取組みを行っているのか、貴社の参考
となる事例を提供します。

高齢者の雇用に関する専門知識や経験などを持っている
専門家です。
社会保険労務士 中小企業診断士 経営コンサルタント 人事労務管理担当経験者 など

無料

無料 有料

急速な高齢化による生産年齢人口の減少

70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーとは
高齢者の雇用に関する専門知識や経験などを持っている

など

無料
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※このコーナーで紹介する書籍の価格は、「税込価格」（消費税を含んだ価格）を表示します

楠
くす のき

木新
あらた

 著／
小学館／
1320 円

前
まえ

川
かわ

孝
たか

雄
お

 著／
株式会社 FeelWorks ／

1254 円

75
歳
か
ら
の
生
き
方
ノ
ー
ト

部
下
全
員
が
活
躍
す
る
上
司
力

5
つ
の
ス
テ
ッ
プ

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
急
激
な
環
境
変
化
へ
の
対
応
と

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
が
一
気
に
拡
大
し
た
。
ま
た
、
定
年

延
長
や
定
年
後
の
継
続
雇
用
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え

て
、
か
つ
て
の
上
司
が
部
下
に
な
る
と
い
う
職
場
が
珍

し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
自
ら
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
の
た
め
に
副
業
を
行
っ
て
い
る
部
下

が
い
る
と
い
う
職
場
も
あ
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
、こ
の
よ
う
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
上
司
」

の
あ
り
方
を
提
示
す
る
一
冊
。
部
下
を
育
て
組
織
を
活

か
す
「
上
司
力
®」
を
提
唱
し
、研
修
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
で
４
０
０
社
以
上
を
支
援
し
て
き
た
著
者

は
、
こ
れ
か
ら
の
上
司
に
は
、
命
令
し
、
管
理
し
、
評

価
す
る
「
管
理
職
」
か
ら
、傾
聴
し
、支
援
し
、フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
「
支
援
職
」
へ
と
変
わ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
部
下
全
員
が
育
ち
活

躍
す
る
「
支
援
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実
現
す
る
た
め

の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
し
て
い
る
。

各
章
の
冒
頭
に
は
重
要
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
詰
め
込
ん

だ
４
コ
マ
マ
ン
ガ
を
添
え
て
、
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
ポ
イ

ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
く
。
ま
た
、
著
者

が
開
発
し
た
「
メ
ン
バ
ー
育
成
計
画
シ
ー
ト
」、「
任
用

面
談
シ
ー
ト
」
の
ひ
な
形
と
記
入
例
も
掲
載
さ
れ
、
現

場
で
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
。

統
計
的
に
み
て
、
人
は
75
歳
前
後
か
ら
心
身
や
社
会

と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
が
大
き
く
変
化
す
る
と
い
う
。

こ
の
た
め
、「
最
後
ま
で
豊
か
に
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

元
気
な
う
ち
に
『
75
歳
か
ら
の
生
き
方
』
を
考
え
て
お

き
た
い
も
の
」
と
著
者
は
、
68
歳
で
あ
る
自
身
の
心
境

と
本
書
の
執
筆
動
機
を
記
し
て
い
る
。

本
書
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
定
年
後
』（
中
公
新
書
）

の
著
者
で
あ
る
楠
木
氏
が
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す

５
０
０
人
以
上
の
高
齢
者
を
取
材
し
て
見
え
て
き
た
、

75
歳
以
降
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
指
針
や
方
策

を
提
案
す
る
一
冊
。
60
代
、
70
代
か
ら
新
た
な
仕
事
や

活
動
を
は
じ
め
た
り
、
80
代
以
降
も
現
役
で
働
い
て
い

た
り
す
る
人
た
ち
の
様
子
や
統
計
な
ど
か
ら
、
居
場
所
、

生
き
が
い
、仕
事
、お
金
な
ど
の
知
識
や
ヒ
ン
ト
を
提
示
。

ま
た
、
生
涯
現
役
と
い
う
考
え
方
は
、「
高
齢
者
の
あ
ら

ゆ
る
課
題
に
対
す
る
『
最
強
の
処
方
箋
』
で
は
な
い
か
」

と
し
て
、
70
代
以
降
の
働
き
方
や
、
若
い
世
代
と
の
職

場
づ
き
あ
い
の
心
構
え
な
ど
も
綴
っ
て
い
る
。

巻
末
に
は
著
者
考
案
の「
リ・ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」（「
自
分
史
」
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
「
や
り
た
い
こ

と
」
が
見
出
せ
る
ノ
ー
ト
）、「
財
産
増
減
一
括
表
」（
資

産
の
変
化
の
把
握
に
活
用
可
能
）
を
収
載
。
読
者
自
身

の
75
歳
以
降
に
つ
い
て
の
考
え
や
、
必
要
な
デ
ー
タ
を

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

500人超を取材して見えた、豊かに楽しく「生き尽くす」ヒントが満載

「管理職」から「支援職」へ。人的資本主義に必要な上司のあり方がわかる！
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西村聡 監修、
吉岡規子 著／
日本法令／
3520 円

西
にし

村
むら

聡
さとし

 監修、
吉
よし

岡
おか

規
のり

子
こ

 著／
日本法令／
3520 円

菊
きく

池
ち

真
ま

由
ゆ

子
こ

 著／
三笠書房／
1540 円

木
き

村
むら

美
み

幸
ゆき

 著／
晶文社／
1760 円

「
老
い
」
や
「
年
を
と
る
」
と
聞
く
と
、「
さ
び
し
い
」

と
か
「
人
生
の
終
わ
り
」
と
い
っ
た
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が

浮
か
ん
で
く
る
。
だ
が
、
視
野
を
広
く
し
て
世
の
中
を

見
て
み
る
と
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、
楽
し
げ
な

印
象
の
先
輩
方
の
姿
も
見
え
て
く
る
。
一
人
や
二
人
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
世
界
に
た
く
さ
ん
、
で
あ
る
。

著
者
は
、
老
舗
の
保
育
関
連
図
書
・
市
販
児
童
図
書

出
版
社
に
勤
務
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
た
ば

か
り
。絵
本
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。し
か
し
、

こ
の
先
の
人
生
に
迷
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、

仕
事
で
長
い
つ
き
あ
い
の
あ
る
詩
人
と
の
会
話
を
思
い

出
し
、
そ
の
笑
顔
の
奥
に
自
分
が
探
し
て
い
る
答
え
の

ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き
会

い
に
行
く
。

本
書
は
、
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
、
90
歳
を
超
え
て
な

お
生
涯
現
役
で
活
き
活
き
と
過
ご
し
、
周
囲
に
活
力
と

元
気
を
ふ
り
ま
く
人
生
の
鉄
人
た
ち
14
人
に
会
い
、
話

を
聞
い
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
。
食
事
、
健
康
法
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
の
つ
き
あ
い
方
、
最
近
の
関
心
事
、
こ
れ
か
ら
し

た
い
こ
と
な
ど
を
、
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

た
ず
ね
、
返
っ
て
き
た
一
言
一
句
が
並
ぶ
。
心
に
留
め

て
お
き
た
い
言
葉
や
、
行
間
に
に
じ
み
出
る
仕
事
へ
の

思
い
、
楽
し
く
生
き
て
い
く
コ
ツ
が
見
え
隠
れ
し
、
読

ん
で
い
る
と
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
規
則
正
し
く
と
る
こ
と
が
基
本
と
い
わ
れ
る
。
年

齢
や
運
動
量
な
ど
に
よ
っ
て
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄

養
素
は
異
な
り
、
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
と
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
た
い
高
齢
者
と
で
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
食

べ
れ
ば
よ
い
の
か
は
当
然
違
っ
て
く
る
。

本
書
は
、
加
齢
に
よ
る
老
化
の
影
響
を
受
け
始
め
る

と
い
う
65
歳
か
ら
の
食
事
に
焦
点
を
あ
て
、
身
体
に
よ

く
、
お
い
し
い
食
べ
方
を
紹
介
す
る
一
冊
。

著
者
は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
や
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
な
ど
１
万
人
以
上

の
栄
養
指
導
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
厚

生
労
働
省
認
定
健
康
増
進
施
設
で
栄
養
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
務
め
た
際
、
年
齢
に
適
し
た
食
べ
方
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
成
果
が
現
れ
た
結
果
な
ど
を
ふ
ま
え
、
い
つ
も
の

食
材
、
い
つ
も
の
メ
ニ
ュ
ー
に
少
し
工
夫
を
し
て
、
若

さ
と
活
力
の
源
に
な
る
食
材
や
お
い
し
い
食
べ
方
を
わ

か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。

65
歳
か
ら
は
、「『
野
菜
フ
ァ
ー
ス
ト
』
よ
り
『
肉
・

魚
フ
ァ
ー
ス
ト
』」、「『
脂
肪
は
避
け
る
』
よ
り
『
い
い

脂
肪
を
選
ぶ
』」
が
よ
い
そ
う
だ
。
ま
た
、
免
疫
力
を

上
げ
る
、
一
生
ス
タ
ス
タ
歩
け
る
、
老
化
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
な
ど
の
項
目
別
に
、
お
す
す
め
の
食
材
、
食

べ
方
を
伝
授
。
さ
っ
そ
く
実
践
し
た
く
な
る
内
容
だ
。

経
済
産
業
省
が
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
３
月
に
公

表
し
た
試
算
に
よ
る
と
、
働
き
な
が
ら
介
護
に
あ
た
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
」
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０

３
０
年
に
は
３
１
８
万
人
に
な
る
と
し
て
い
る
。ま
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
発
生
に
よ
る
経
済
損
失
額
は
、
２

０
３
０
年
時
点
で
約
９
兆
円
に
迫
る
と
推
計
し
た
。

本
書
は
、
企
業
が
社
員
も
利
益
も
守
る
た
め
に
は
、

介
護
離
職
防
止
へ
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
、
介

護
に
直
面
し
て
も
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
組
織
づ
く
り
を

は
じ
め
、多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
た
め
の
「
職
務・

役
割
等
級
人
事
制
度
」
の
構
築
、
仕
事
と
介
護
の
両
立

を
実
現
さ
せ
る
人
事
労
務
管
理
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。

全
６
章
の
う
ち
第
４
章
で
は
、
創
業
30
年
、
社
員
数

２
２
５
人
の
あ
る
企
業
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
や
、

家
族
の
介
護
や
看
護
が
必
要
な
９
人
の
社
員
一
人
ひ
と

り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
緯
か
ら
、
両
立
支
援
の

内
容
と
具
体
的
な
や
り
取
り
、
賃
金
、
退
職
・
復
職
ま

で
掘
り
下
げ
て
お
り
、
制
度
面
に
加
え
て
、
介
護
離
職

防
止
に
対
す
る
企
業
の
姿
勢
、
介
護
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
社
員
の
不
安
感
や
直
面
し
た
こ
と
へ
の
対
応
ま

で
多
様
な
ケ
ー
ス
か
ら
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

規
程
・
書
式
例
も
豊
富
に
収
録
し
、
人
事
労
務
担
当

者
や
関
心
の
あ
る
人
に
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
。

１
０
０
歳
で
夢
を
叶
え
る

65
歳
か
ら
体
と
頭
を
強
く
す
る

お
い
し
い
食
べ
方

介
護
離
職
を
さ
せ
な
い
組
織
づ
く
り
と

職
務
・
役
割
等
級
人
事
制
度

各界の「Over90歳」14人をインタビュー

若さと活力の源になる食材やメニュー、おいしい食べ方を紹介

増加する「ビジネスケアラー」。介護離職をさせない企業のあり方とは
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行
政
・
関
係
団
体

令
和
４
年
度
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
結
果

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、令
和
４
年
度
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
同
調
査
は
、
企
業
が
実
施
し
た
教

育
訓
練
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
常
用
労

働
者
30
人
以
上
の
企
業
お
よ
び
事
業
所
、
ま
た
そ
こ
で
働

く
労
働
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
教
育
訓
練
の
実
施
状
況

は
、
計
画
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
た
事
業
所
割
合
が
、
正

社
員
で
は
60
・
２
％
（
前
回
59
・
１
％
）、
正
社
員
以
外

で
は
23
・
９
％
（
同
25
・
２
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

技
能
継
承
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
の
割
合
は

85・１
％
と
な
っ
て
お
り
、産
業
別
に
み
る
と
、「
建
設
業
」

（
97
・
１
％
）、「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
」

（
97
・
０
％
）、「
学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」

（
93
・
０
％
）、「
製
造
業
」（
92
・
６
％
）
で
９
割
を
超
え

て
い
る
。
取
組
み
内
容
の
内
訳
を
み
る
と
、「
退
職
者
の

中
か
ら
必
要
な
者
を
選
抜
し
て
雇
用
延
長
、
嘱
託
に
よ
る

再
雇
用
を
行
い
、
指
導
者
と
し
て
活
用
し
て
い
る
」

（
65
・
２
％
）
が
最
も
多
く
、「
中
途
採
用
を
増
や
し
て
い

る
」（
46
・
４
％
）、「
新
規
学
卒
者
の
採
用
を
増
や
し
て

い
る
」（
29
・
２
％
）
と
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
度
に
自
己
啓
発
を
実
施
し
た
労
働

者
の
割
合
は
、
34
・
７
％
（
前
回
36
・
０
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
年
齢
別
に
み
る
と
、「
20
〜
29
歳
」（
41
・
７
％
）、

「
30
〜
39
歳
」（
41
・
６
％
）、「
40
〜
49
歳
」（
35
・
１
％
）、

「
50
〜
59
歳
」（
29
・
１
％
）、「
60
歳
以
上
」（
23
・
１
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

content/11801500/001111383.pdf

「
令
和
４
年
簡
易
生
命
表
」
概
況

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
４
年
簡
易
生
命
表
」
の
概
況

を
公
表
し
た
。「
令
和
４
年
簡
易
生
命
表
」
は
、
日
本
に

お
け
る
日
本
人
に
つ
い
て
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
１

年
間
の
死
亡
状
況
が
今
後
変
化
し
な
い
と
仮
定
し
た
と

き
、
各
年
齢
の
者
が
１
年
以
内
に
死
亡
す
る
確
率
や
、
平

均
し
て
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
期
待
値
な
ど

を
、
死
亡
率
や
平
均
余
命
な
ど
の
指
標
で
表
し
た
も
の
。

０
歳
の
平
均
余
命
で
あ
る
「
平
均
寿
命
」
は
、
す
べ
て
の

年
齢
の
死
亡
状
況
を
集
約
し
た
も
の
で
、
保
健
福
祉
水
準

を
総
合
的
に
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

平
均
寿
命
は
男
が
81
・
05
年
（
前
年
81
・
47
年
）、
女

が
87
・
09
年
（
同
87
・
57
年
）
と
な
り
、
い
ず
れ
も
２
年

連
続
し
て
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
前
年
と
の
差
を
死
因

別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
心
疾
患
（
高
血
圧
性
を
除
く
）、
老
衰
な
ど
の
死
亡
率
の

変
化
が
平
均
寿
命
を
縮
め
る
方
向
に
働
い
て
い
る
。

　
男
女
そ
れ
ぞ
れ
10
万
人
の
出
生
に
対
し
て
65
歳
の
生
存

数
は
、
男
８
万
９
５
７
３
人
、
女
９
万
４
３
６
２
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
65
歳
ま
で
生
存
す
る
者
の
割
合
が
、
男

は
89
・
６
％
、
女
は
94
・
４
％
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

同
様
に
、75
歳
ま
で
の
割
合
は
、男
75・３
％
、女
87・９
％
、

90
歳
ま
で
の
割
合
は
男
25
・
５
％
、
女
49
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
生
命
表
上
で
、
出
生
者
の
う
ち
ち
ょ
う
ど
半
数
が
生
存

す
る
と
期
待
さ
れ
る
「
寿
命
中
位
数
」
を
み
る
と
、
男

83
・
93
年
、
女
89
・
96
年
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
と
も
平

均
寿
命
を
２
・
88
年
上
回
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/toukei/saikin/hw

/
life/life22/index.htm

l

「
令
和
４
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
結
果

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
４
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。「
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
は
、
男

女
の
均
等
な
取
扱
い
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
に
関
す

る
雇
用
管
理
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
て
お
り
、
２
０
２

２
（
令
和
４
）
年
度
は
、
全
国
の
企
業
と
事
業
所
の
管
理

職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
や
、
育
児
休
業
制
度
や
介
護
休

業
制
度
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
昨
年
10
月
１
日
現

在
の
状
況
を
調
査
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

【
企
業
調
査
】

◇
係
長
相
当
職
以
上
の
女
性
管
理
職
等
を
有
す
る
企
業
の

役
職
別
の
割
合
は
、
部
長
相
当
職
あ
り
は
12
・
０
％
（
前

年
度
12
・
１
％
）、
課
長
相
当
職
あ
り
は
22
・
３
％
（
同

20・１
％
）、係
長
相
当
職
あ
り
は
22・９
％
（
同
21・０
％
）。

◇
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、
部
長
相
当
職
で
８・

０
％
（
前
年
度
７・８
％
）、
課
長
相
当
職
で
11・６
％
（
同

10
・
７
％
）、
係
長
相
当
職
で
18
・
７
％
（
同
18
・
８
％
）。

【
事
業
所
調
査
】

◇
２
０
２
１
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年
３
月
31
日
ま

で
に
介
護
休
業
を
取
得
し
た
者
が
い
た
事
業
所
の
割
合
は

１
・
４
％
（
２
０
１
９
年
度
２
・
２
％
）。
介
護
休
業
者
が

い
た
事
業
の
う
ち
、
男
女
と
も
に
介
護
休
業
者
が
い
た
事

業
所
の
割
合
は
４
・
６
％
（
同
12
・
３
％
）、
女
性
の
み
い

た
事
業
所
の
割
合
は
66
・
０
％
（
同
54
・
６
％
）、
男
性
の

み
い
た
事
業
所
の
割
合
は
29
・
４
％
（
同
33
・
１
％
）。

◇
常
用
労
働
者
に
占
め
る
介
護
休
業
者
の
割
合
は
、
０
・

06
％
（
２
０
１
９
年
度
０
・
11
％
）。
介
護
休
業
者
の
男
女

比
は
、
女
性
69
・
２
％
、
男
性
30
・
８
％
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/toukei/list/71-r04.htm

l

働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
（
適
用
猶
予
業
種

等
対
応
コ
ー
ス
）、
交
付
申
請
は
11
月
30
日
ま
で

厚
生
労
働
省

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
っ
て
、
２
０
１
９
（
平
成

31
）
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
「
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
部
の
業
種
で
は
適
用

が
猶
予
さ
れ
て
き
た
が
、２
０
２
４
年
４
月
か
ら
建
設
業
、

運
送
業
、
病
院
等
、
砂
糖
製
造
業
の
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
が
適
用
さ
れ
る
。厚
生
労
働
省
は
こ
れ
に
と
も
な
い
、

「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」（
適
用
猶
予
業
種
等
対

応
コ
ー
ス
）
の
２
０
２
３
年
度
の
交
付
申
請
を
受
け
つ
け

て
い
る
（
交
付
申
請
期
限
は
、
同
年
11
月
30
日
ま
で
）。

「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」（
適
用
猶
予
業
種
等

対
応
コ
ー
ス
）
は
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
時
間
外
労
働
の

削
減
、
週
休
２
日
制
の
推
進
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
導
入
や
医
師
の
働
き
方
改
革
推
進
に
向
け
た
環
境
整

備
に
取
り
組
む
中
小
企
業
事
業
主
を
支
援
す
る
も
の
。「
支

給
対
象
と
な
る
取
組
」か
ら
い
ず
れ
か
一
つ
以
上
を
実
施
し
、

「
成
果
目
標
」
か
ら
一
つ
以
上
を
選
択
の
う
え
、
達
成
を
目

ざ
し
て
取
組
み
を
推
進
し
、「
成
果
目
標
」
の
達
成
状
況
に

応
じ
て
、
助
成
対
象
と
な
る
取
組
み
の
実
施
に
要
し
た
経

費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
る
。
助
成
額
の
上
限
は
、
建
設
業
８

３
０
万
円
、
運
送
業
８
８
０
万
円
、
病
院
等
９
３
０
万
円
。

厚
生
労
働
省
は
、
助
成
内
容
の
詳
細
や
交
付
申
請
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
る
。

◆
建
設
業

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001082504.pdf

◆
運
送
業

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001082505.pdf

◆
病
院
等

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001082506.pdf

「
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
結
果

総
務
省

総
務
省
は
、「
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・

不
就
業
の
状
態
を
調
査
す
る
も
の
。
１
９
５
６
（
昭
和
31
）

年
か
ら
１
９
８
２
年
ま
で
は
お
お
む
ね
３
年
ご
と
、
以
降

は
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
の
調
査
は
、
全
国
の
約
54
万
世
帯
を
対
象
に
同
年
10
月

１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
。

２
０
２
２
年
10
月
１
日
現
在
の
有
業
者
（
ふ
だ
ん
収
入

を
得
る
仕
事
の
あ
る
人
）
は
６
７
０
６
万
人
で
前
回
（
２

０
１
７
年
）調
査
と
比
べ
85
万
人
増
加
、有
業
率
は
60・９
％

で
５
年
前
に
比
べ
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
女
性
は
３
０
３
５
万
４
０
０
０
人
、
53
・
２
％
で
、

同
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
年
齢
階
級
別
の
有

業
率
と
5
年
前
と
の
差
を
み
る
と
、「
60
〜
64
歳
」
は
72
・

５
％
で
５
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、「
65
〜
69
歳
」
は
50
・
９
％

で
５・４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、「
70
〜
74
歳
」
は
33・３
％
で
４・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

15
歳
以
上
に
つ
い
て
、
就
業
状
態
お
よ
び
介
護
の
有
無

別
に
み
る
と
、
介
護
を
し
て
い
る
者
は
６
２
９
万
人
（
５
年

前
は
６
２
８
万
人
）、
う
ち
有
業
者
は
３
６
５
万
人
（
同
３

４
６
万
人
）。
介
護
を
し
て
い
る
者
に
占
め
る
有
業
者
は

58
・
０
％
で
、
５
年
前
に
比
べ
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
が
67
・
０
％
で
５
年
前
に

比
べ
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
女
性
が
52
・
７
％
で
３
・
４

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
40
歳
以
上
で
は
、
男

性
は
「
50
〜
54
歳
」
が
88
・
５
％
で
最
も
高
く
、
５
年
前

に
比
べ
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
女
性
は
「
50
〜
54
歳
」
が

71
・
８
％
で
最
も
高
く
、
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

https://www.stat.go.jp/data/shugyou/2022/index2.html

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
事
例
集
を
公
表

中
小
企
業
庁

中
小
企
業
庁
は
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
手

不
足
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
３
年
ぶ
り
に
抜
本
的
に
改

定
し
た
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
経
営
戦
略
と
人
材

戦
略
に
一
体
的
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
た
事
業
者
を

紹
介
す
る
事
例
集
を
公
表
し
た
。

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
は
、
人
材
活
用
に
関
す
る
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

特
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
支
援
機
関
と
と
も

に
課
題
解
消
を
目
ざ
す
際
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
作

成
さ
れ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
る
３
ス
テ
ッ
プ
の

手
順
を
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
者
や
人
事

責
任
者
と
支
援
機
関
が
伴
走
し
な
が
ら
、
経
営
課
題
の
背

景
に
あ
る
本
質
的
な
課
題
を
見
出
し
、
人
材
戦
略
の
検
討

の
輪
を
従
業
員
に
も
広
げ
て
い
く
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

事
例
集
は
、
数
年
後
を
見
す
え
て
計
画
的
に
人
材
の
採

用
・
育
成
・
活
用
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た

50
社
の
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
。
地
元
採
用
を
中
心
に
行

い
、
女
性
や
高
齢
者
な
ど
労
働
意
欲
の
あ
る
幅
広
い
人
材

を
育
成
し
て
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
技

術
力
の
向
上
を
実
現
し
た
事
例
や
、
定
年
後
も
年
齢
と
ス

キ
ル
に
合
わ
せ
て
継
続
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
だ
し
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 https://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/
koyou/hitodebusoku/guideline/guideline.pdf

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
活
用
事
例
集

 https://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/
koyou/hitodebusoku/guideline/jirei.pdf
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働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
（
適
用
猶
予
業
種

等
対
応
コ
ー
ス
）、
交
付
申
請
は
11
月
30
日
ま
で

厚
生
労
働
省

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
っ
て
、
２
０
１
９
（
平
成

31
）
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
「
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
部
の
業
種
で
は
適
用

が
猶
予
さ
れ
て
き
た
が
、２
０
２
４
年
４
月
か
ら
建
設
業
、

運
送
業
、
病
院
等
、
砂
糖
製
造
業
の
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
が
適
用
さ
れ
る
。厚
生
労
働
省
は
こ
れ
に
と
も
な
い
、

「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」（
適
用
猶
予
業
種
等
対

応
コ
ー
ス
）
の
２
０
２
３
年
度
の
交
付
申
請
を
受
け
つ
け

て
い
る
（
交
付
申
請
期
限
は
、
同
年
11
月
30
日
ま
で
）。

「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」（
適
用
猶
予
業
種
等

対
応
コ
ー
ス
）
は
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
時
間
外
労
働
の

削
減
、
週
休
２
日
制
の
推
進
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
導
入
や
医
師
の
働
き
方
改
革
推
進
に
向
け
た
環
境
整

備
に
取
り
組
む
中
小
企
業
事
業
主
を
支
援
す
る
も
の
。「
支

給
対
象
と
な
る
取
組
」か
ら
い
ず
れ
か
一
つ
以
上
を
実
施
し
、

「
成
果
目
標
」
か
ら
一
つ
以
上
を
選
択
の
う
え
、
達
成
を
目

ざ
し
て
取
組
み
を
推
進
し
、「
成
果
目
標
」
の
達
成
状
況
に

応
じ
て
、
助
成
対
象
と
な
る
取
組
み
の
実
施
に
要
し
た
経

費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
る
。
助
成
額
の
上
限
は
、
建
設
業
８

３
０
万
円
、
運
送
業
８
８
０
万
円
、
病
院
等
９
３
０
万
円
。

厚
生
労
働
省
は
、
助
成
内
容
の
詳
細
や
交
付
申
請
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
る
。

◆
建
設
業

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001082504.pdf

◆
運
送
業

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001082505.pdf

◆
病
院
等

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001082506.pdf

「
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
結
果

総
務
省

総
務
省
は
、「
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・

不
就
業
の
状
態
を
調
査
す
る
も
の
。
１
９
５
６
（
昭
和
31
）

年
か
ら
１
９
８
２
年
ま
で
は
お
お
む
ね
３
年
ご
と
、
以
降

は
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
の
調
査
は
、
全
国
の
約
54
万
世
帯
を
対
象
に
同
年
10
月

１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
。

２
０
２
２
年
10
月
１
日
現
在
の
有
業
者
（
ふ
だ
ん
収
入

を
得
る
仕
事
の
あ
る
人
）
は
６
７
０
６
万
人
で
前
回
（
２

０
１
７
年
）調
査
と
比
べ
85
万
人
増
加
、有
業
率
は
60・９
％

で
５
年
前
に
比
べ
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
女
性
は
３
０
３
５
万
４
０
０
０
人
、
53
・
２
％
で
、

同
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
年
齢
階
級
別
の
有

業
率
と
5
年
前
と
の
差
を
み
る
と
、「
60
〜
64
歳
」
は
72
・

５
％
で
５
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、「
65
〜
69
歳
」
は
50
・
９
％

で
５・４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、「
70
〜
74
歳
」
は
33・３
％
で
４・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

15
歳
以
上
に
つ
い
て
、
就
業
状
態
お
よ
び
介
護
の
有
無

別
に
み
る
と
、
介
護
を
し
て
い
る
者
は
６
２
９
万
人
（
５
年

前
は
６
２
８
万
人
）、
う
ち
有
業
者
は
３
６
５
万
人
（
同
３

４
６
万
人
）。
介
護
を
し
て
い
る
者
に
占
め
る
有
業
者
は

58
・
０
％
で
、
５
年
前
に
比
べ
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
が
67
・
０
％
で
５
年
前
に

比
べ
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
女
性
が
52
・
７
％
で
３
・
４

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
40
歳
以
上
で
は
、
男

性
は
「
50
〜
54
歳
」
が
88
・
５
％
で
最
も
高
く
、
５
年
前

に
比
べ
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
女
性
は
「
50
〜
54
歳
」
が

71
・
８
％
で
最
も
高
く
、
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

https://www.stat.go.jp/data/shugyou/2022/index2.html

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
事
例
集
を
公
表

中
小
企
業
庁

中
小
企
業
庁
は
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
手

不
足
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
３
年
ぶ
り
に
抜
本
的
に
改

定
し
た
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
公
表
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
経
営
戦
略
と
人
材

戦
略
に
一
体
的
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
た
事
業
者
を

紹
介
す
る
事
例
集
を
公
表
し
た
。

「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
は
、
人
材
活
用
に
関
す
る
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

特
に
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
支
援
機
関
と
と
も

に
課
題
解
消
を
目
ざ
す
際
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
作

成
さ
れ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
る
３
ス
テ
ッ
プ
の

手
順
を
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
者
や
人
事

責
任
者
と
支
援
機
関
が
伴
走
し
な
が
ら
、
経
営
課
題
の
背

景
に
あ
る
本
質
的
な
課
題
を
見
出
し
、
人
材
戦
略
の
検
討

の
輪
を
従
業
員
に
も
広
げ
て
い
く
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

事
例
集
は
、
数
年
後
を
見
す
え
て
計
画
的
に
人
材
の
採

用
・
育
成
・
活
用
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た

50
社
の
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
。
地
元
採
用
を
中
心
に
行

い
、
女
性
や
高
齢
者
な
ど
労
働
意
欲
の
あ
る
幅
広
い
人
材

を
育
成
し
て
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
技

術
力
の
向
上
を
実
現
し
た
事
例
や
、
定
年
後
も
年
齢
と
ス

キ
ル
に
合
わ
せ
て
継
続
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
だ
し
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 https://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/
koyou/hitodebusoku/guideline/guideline.pdf

◆
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
活
用
事
例
集

 https://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/
koyou/hitodebusoku/guideline/jirei.pdf
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●
９
月
15
日
に
、
厚
生
労
働
省
と
当
機
構
（
J
E
E
D
）

が
主
催
す
る
「
令
和
5
年
度
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
受
賞
企
業
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、

10
・
11
月
号
の
２
回
に
分
け
て
、
受
賞
企
業
の
取
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
た
5
社
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
も
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
有
限
会
社
小
川
商
店
を
は
じ
め
と
し

た
、
長
い
歴
史
を
持
っ
た
老
舗
企
業
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

法
人
な
ど
多
く
の
企
業
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
材
不
足
に
悩
む
地
域
・
産
業
に
と
っ
て
、
知
識
・
経
験

豊
富
な
高
齢
者
は
貴
重
な
戦
力
。
受
賞
企
業
の
多
彩
な
取

組
み
を
参
考
に
、
高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
10
月
は
高
年
齢
者
就
業
支
援
月
間
で
す
。
10
月
を
中
心

に
全
国
47
都
道
府
県
で
「
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
す
る
ほ
か
、
10
月
中
旬
〜
11
月
に
か
け
て
４
回
開
催
す

る「
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、

ラ
イ
ブ
視
聴
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は

J
E
E
D
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特集 高年齢者活躍企業コンテスト
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長表彰受賞企業事例から
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１
５
０
以
上
の
パ
ー
ツ
を
使
い

３
０
０
以
上
の
工
程
を
経
て
完
成

色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
展
示

さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
京
都
足
立
区
に

あ
る
土つ
ち
屋や

鞄か
ば
ん

製
造
所
の
本
店
。
同
社
は

「
工
房
系
ラ
ン
ド
セ
ル
」
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
知
ら
れ
、
本
店
併
設
の
工
房
で
は
、

一
つ
ひ
と
つ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
職
人
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

同
社
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
１
５
０
以
上
の

パ
ー
ツ
を
使
い
、
３
０
０
以
上
の
工
程

を
か
け
て
製
造
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
が
完
成
す
る
ま
で
に
約
50

人
の
職
人
が
た
ず
さ
わ
る
と
い
う
。

ラ
ン
ド
セ
ル
職
人

土つ

ち

屋や

國く

に

男お

さ
ん
（
85
歳
）

職
人
の

丈
夫
で
品
格
の
あ
る
ラ
ン
ド
セ
ル

こ
だ
わ
り
が
生
ん
だ

 vol.332
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工房で職人一人ひとりの仕事ぶりを見て回り、「ここはミシンのピッチが粗いからもう少し細かく」、「おお、上手になったな」などと声をかける

創
業
者
の
土
屋
國
男
さ
ん
は
、
職
人

の
手
仕
事
を
活
か
す
こ
と
で
ラ
ン
ド
セ

ル
の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
し
た
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
２
（
令
和

４
）
年
に
は
「
現
代
の
名
工
」
に
選
出

さ
れ
た
。

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
、
自
宅
内

の
11
坪
の
工
房
で
創
業
。「
お
客
さ
ま

に
満
足
い
た
だ
け
る
、
品
格
の
あ
る
製

品
を
つ
く
る
た
め
に
、
材
料
や
製
法
に

こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
」と
土
屋
さ
ん
。

納
品
さ
れ
た
材
料
に
納
得
で
き
な
い
と

き
は
、
仕
入
れ
先
か
ら
「
ほ
か
で
は
み

ん
な
使
っ
て
い
る
よ
」
と
い
わ
れ
て
も

満
足
で
き
る
材
料
に
取
り
替
え
て
も
ら

う
こ
と
も
。
そ
う
し
た
努
力
の
積
重
ね

が
、
消
費
者
か
ら
の
信
用
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。

「
神
は
細
部
に
宿
る
」
と
い
わ
れ
る

が
、
土
屋
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
も
細
部
に

ま
で
行
き
届
い
て
い
る
。
そ
の
象
徴
と

い
え
る
の
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
角
に
施

さ
れ
る
「
菊
寄
せ
」
と
い
う
加
工
だ
。

ギ
ャ
ザ
ー
を
均
一
に
寄
せ
る
こ
と
で
、

花
び
ら
の
よ
う
に
美
し
く
仕
上
げ
て
あ

る
。
ま
た
、
ミ
シ
ン
で
縫
う
位
置
や
糸

の
太
さ
、
ピ
ッ
チ
に
も
こ
だ
わ
り
、
例

え
ば
縫
い
目
の
位
置
は
端
か
ら
４・５
㎜

な
ど
と
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
る
。
０・

５
㎜
違
う
だ
け
で
も
、
見
た
目
の
印
象

は
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
こ
う
し

た
土
屋
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
、
同
社
の

職
人
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
品
が

技
能
向
上
の
転
機
に

土
屋
さ
ん
は
15
歳
の
と
き
、
か
ば
ん

メ
ー
カ
ー
に
就
職
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
資

材
担
当
と
し
て
、
材
料
を
そ
ろ
え
て
外

注
先
に
届
け
る
仕
事
に
約
12
年
間
従
事

し
た
。そ
の
間
に
革
の
扱
い
を
習
得
し
、

１
年
を
か
け
て
ラ
ン
ド
セ
ル
づ
く
り
の

基
本
を
学
ぶ
と
、
27
歳
で
独
立
。
当
初

は
ひ
た
す
ら
数
を
こ
な
し
、
技
術
を
高

め
る
こ
と
に
努
め
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
が
、独
立
4
年
後
、

以
前
勤
め
て
い
た
会
社
の
親
方
の
す
す

め
で
参
加
し
た
技
術
創
作
コ
ン
ク
ー
ル

だ
っ
た
。

「ずっとお客さまに満足いただける製品づくりに努めてきました。
お子さまやご家族のうれしそうな姿を見ると、よい仕事だなと思います」



エルダー63

顧
客
に
喜
ば
れ
る
と
と
も
に
、
実
際
の

使
わ
れ
具
合
が
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
品
質
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

21
世
紀
に
入
る
と
、
技
術
が
失
わ
れ

る
こ
と
へ
の
危
機
感
か
ら
、
後
進
の
育

成
に
注
力
。
現
在
は
ラ
ン
ド
セ
ル
だ
け

で
約
１
２
０
人
の
職
人
を
抱
え
る
ま
で

に
成
長
し
た
。後
進
に
期
待
す
る
の
は
、

優
れ
た
製
品
を
よ
り
効
率
よ
く
つ
く
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア
だ
。土
屋
さ
ん
自
身
、

修
業
時
代
に
革
を
効
率
よ
く
切
り
抜
く

た
め
の
型
を
つ
く
っ
た
り
、
縫
い
合
わ

せ
た
生
地
を
裏
返
し
て
形
を
き
れ
い
に

出
す
た
め
の
治
具
を
開
発
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
て
き
た
。「
普

段
の
作
業
の
な
か
に
、
工
夫
の
た
め
の

ヒ
ン
ト
が
い
く
ら
で
も
あ
る
」と
い
う
。

「
若
い
人
た
ち
が
、こ
の
会
社
に
入
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
、
後
進
の
仕
事
ぶ
り
を
温

か
い
眼
差
し
で
見
守
っ
て
い
る
。

株
式
会
社
土
屋
鞄
製
造
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３（
５
６
４
７
）５
１
２
１

https://tsuchiya-kaban.jp

（
撮
影
・
福
田
栄
夫
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

「
1
位
を
取
る
つ
も
り
で
つ
く
っ
た
作

品
を
出
品
し
た
ら
落
選
で
し
た
。
そ
の

と
き
初
め
て
ほ
か
の
優
秀
な
作
品
を
見

て
、
そ
れ
ま
で
効
率
ば
か
り
考
え
て
つ

く
っ
て
い
た
自
分
が
井
の
中
の
蛙
だ
っ

た
こ
と
に
気
づ
き
、
技
術
的
な
価
値
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」

心
機
一
転
し
て
臨
ん
だ
翌
年
の
大
会

で
入
選
を
果
た
し
、
4
度
目
の
大
会
で

は
2
位
を
獲
得
。
出
品
の
機
会
を
も

ら
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
番
に
な
ろ
う

と
い
う
強
い
意
志
が
、
技
能
向
上
の
原

動
力
に
な
っ
た
と
ふ
り
返
る
。

後
進
に
は
、
よ
い
製
品
を
効
率
よ
く

つ
く
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
期
待

土
屋
さ
ん
の
工
房
は
バ
ブ
ル
崩
壊

後
、
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、

現
社
長
の
息
子
と
と
も
に
、
も
の
づ
く

り
の
よ
さ
を
訴
え
る
こ
と
で
世
間
の
評

価
を
獲
得
。
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
６
年
間

使
わ
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
、
記
念
と
し

て
ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ
ル
に
リ
メ
イ
ク
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
で
、

ミシンで縫う位置はミリ単
位で決められており、0.5
㎜ずれるだけで印象が変
わるという

ランドセルの角は、革を
花びらのように均一に寄
せる「菊寄せ」で美しく仕
上げる

工房で働く職人のみなさんと。社内では「お父さん」と呼ばれ慕われている 一つひとつのランドセルが、約50人の職人の手を経てつくられている

ミシンで縫われたランドセルの前側の部分を裏返し、治具
を使ってきれいに形を出す。かなり力のいる作業だ

土屋鞄製造所のロゴマークは、革包
丁で革を裁断する様子を表している

６年間の役目を終えたランドセルを
リメイクしたミニランドセルも好評
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脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための

2023.10 64

目標
7分

第76回

見えている目の数の通りに計算してください。

サイコロの裏側の目の数※で計算してください。
※サイコロは、表側と裏側の目の数をたすと「7」になるようにつくられています。

サイコロ計算

　動物のなかには計算能力を持っているものもいるといわれますが、ややこしい計
算ができるのはわたしたち人類だけです。脳の機能で特に計算にかかわるのは、頭

とう

頂
ちょう

間
かん

溝
こう

という頭頂葉の一部の働きです。ここが発達しているから人は計算ができる
ともいえます。頭の中で計算することにより、「ワーキングメモリ」が鍛えられます。

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和35）年、長野県生まれ。
公立諏訪東京理科大学医療介護健
康工学部門長。健康教育、脳科学
が専門。脳計測器多チャンネル
NIRSを使って、脳活動を調べてい
る。『中高年のための脳トレーニン
グ』（NHK出版）など著書多数。

たくさん脳トレにチャレンジしよう
人間の脳は、大きく四つの部位に分
けられます。このうち前頭葉は、記憶
や情報を「一時的に保存」し、必要な
答えを導いていく「ワーキングメモ
リ」としての機能もになっています。
脳トレは、基本的にはこのワーキン
グメモリを働かせることで、脳の機能
の低下を防ぐ効果があります。例え
ば、今回のような「計算問題」を解い
ているときには、左側の前頭葉や頭頂
葉が活性化しています。前頭葉がうま
く機能しないと簡単な計算にとま

どったり、スムーズに解答できなかっ
たりということが起こります。加え
て、前頭葉は加齢とともに衰えていく
ので、年をとれば、計算が遅くなった
り、たまに間違えたりといったことは
だれにでもあります。
計算問題を含む脳トレに取り組む
ことで、前頭葉をはじめとする脳の
あちこちが刺激され、活性化され、
少しずつ脳が「若さ」を取り戻して
いきます。たくさんチャレンジして、
若々しい脳をつくりましょう。 【問題の答え】

❶ 6

❸ 9
❺ 8

❷ 8
❹ 12 
❻ 6

サイコロの目の数を見て計算をしてください。
できるだけメモせずに計算してみましょう。

1
解答

2
解答

3
解答

4
解答

5
解答

6
解答

問題 1

問題 2
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）  各都道府県支部高齢・障害者業務課  所在地等一覧

　JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務�
（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を�
実施しています。� 2023年 10月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら
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高齢者雇用に
取り組む事業主の
みなさまへ

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）高齢者雇用推進・研究部 普及啓発課
TEL：043‒297‒9527　FAX：043‒297‒9550　https://www.jeed.go.jp/
主 催  独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED） 後 援  厚生労働省 ほか

お問合せ先

生涯現役社会の実現に向けたシンポジウムのご案内
高齢者雇用に取り組む事業主のみなさまへ
　毎年ご好評をいただいている「生涯現役社会の実現に向けた
シンポジウム」を、本年度も開催します。
　令和３年４月に施行された改正高年齢者雇用安定法により、
「70歳までの就業確保」が努力義務となりました。このため、
本年度は、企業において高齢者の戦力化を図るために関心の高
い、以下のテーマにより、10～11月にかけて4回開催します。
　内容は、学識経験者による講演をはじめ、高齢社員の戦力化
に取り組んでいる企業や継続雇用・定年延長を行った企業の事例発表、学識経験者をコーディネーターと
したパネルディスカッションが中心です。
　高齢者が活躍できる環境整備の必要性や今後の高齢者雇用について、みなさまとともに考える機会にし
たいと思いますので、ぜひご参加ください。

▲昨年度の様子

※ 内容などに変更が生じる場合、JEEDホームページで随時お知らせしますので、ご確認ください。
※ 後日 YouTube においてアーカイブ配信を予定しています。

申込み方法 以下のURLへアクセスし、専用フォームからお申し込みください。
https://www.elder.jeed.go.jp/moushikomi.html

開催スケジュールは、以下の通りです（おもな内容は、52、53ページをご覧ください）。
なお、ご不明な点は、当機構（JEED）高齢者雇用推進・研究部 普及啓発課までお問い合わせください。 参加無料参加無料

全会場：ライブ配信
テーマ   人的資本経営における職場コミュニケーション～Z世代からポスト団塊世代まで
日　時   10月12日（木）14：00~16：35

テーマ   女性社員のウェルビーイング向上～エイジレスなキャリアと健康支援
日　時 10月19日（木）14：00~16：35

テーマ   50歳からのキャリア開発・支援、リスキリング～シニアの活躍に向けて
日　時 10月27日（金）14：00~16：45

テーマ   エイジレスな人材活用のための評価・賃金制度
日　時 11月1日（水）14：00~16：40
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